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安全情報の表示について 

当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分理解した上で機器を操作してください。 

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に貼り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。 

 

本書中の表示について 

 

 回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険があることを示します。 

 回避しなければ，死亡または重傷に至る恐れがある潜在的な危険があることを示します。 

 回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る恐れがある潜在的危険，または， 

物的損害の発生のみが予測されるような危険があることを示します。 

機器に表示または本書に使用されるシンボルについて 

機器の内部や操作箇所の近くに，または本書に，安全上および操作上の注意を喚起するための表示があります。 

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。 

 

   
禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。 

   守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。 

  警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。 

  
注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

 

  このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。 

ネットワークマスタシリーズ 

MU909014A/A1/B/B1/C/C6, MU909015A6/B/B1/C/C6 

ファイバメンテナンステスタ 

取扱説明書 

 

2012年（平成24年）１月15日（初 版） 

2015年（平成27年）２月27日（第13版） 

  

・予告なしに本書の内容を変更することがあります。 

・許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。 

Copyright © 2012-2015, ANRITSU CORPORATION 

Printed in Japan 
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 警告 

・ 左のアラートマークを表示した箇所の操作をするときは，必ず取扱説明書

を参照してください。取扱説明書を読まないで操作などを行った場合は，

負傷する恐れがあります。また，本器の特性劣化の原因にもなります。 

なお，このアラートマークは，危険を示すほかのマークや文言と共に用い

られることもあります。 

 

 

・ 過電圧カテゴリについて 

本器は，IEC 61010で規定する過電圧カテゴリⅡの機器です。 

過電圧カテゴリⅢ，およびⅣに該当する電源には絶対に接続しないでくだ

さい。 

 

 

・ レーザ光に関する警告 

・ 本器のコネクタのケーブル接続面，および本器に接続されたケーブル

を覗かないでください。レーザ光が目に入ると，被ばくし，負傷する恐

れがあります。 

・ 後のページに掲載した「レーザ光の安全について」で示すように，本器

には安全に使用していただくためのラベルを表示しています。 

 

 

・ 本器の保守については，所定の訓練を受け，火災や感電事故などの危

険を熟知した当社または当社代理店のサービスエンジニアに依頼してく

ださい。本器は，お客様自身では修理できませんので，本体またはユ

ニットを開け，内部の分解などしないでください。本器の内部には，高圧危

険部分があり不用意にさわると負傷または死につながる感電事故を引き

起こす恐れがあります。また精密部品を破損する恐れがあります。 

 

 

・ 機器本体またはユニットには，出荷時の品質を保持するために性能保証

シールが貼られています。このシールは，所定の訓練を受け，火災や感

電事故などの危険を熟知した当社または当社代理店のサービスエンジニ

アによってのみ開封されます。お客様自身で機器本体またはユニットを開

け，性能保証シールを破損しないよう注意してください。第三者によって

シールが開封，破損されると機器の性能保証を維持できない恐れがある

と判断される場合があります。 

 

修理 

校正 
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 警告 

・ 電池交換の際には，必ず指定の電池を使用してください。電池は，指定さ

れたとおりの極性で挿入し，誤挿入には十分注意してください。指定以外

の電池を使用したり，極性を誤って挿入したりすると，負傷または死につ

ながる爆発事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

・ 電池をショートしたり，分解や加熱したり，火に入れたりしないでください。

電池が破損し中の溶液が流出する恐れがあります。 

 

電池に含まれる溶液は有毒です。 

 

もし，電池が破損などにより溶液が流出した場合は，触れたり，口や目に

入れたりしないでください。誤って口に入れた場合は，ただちに吐き出し，

口をゆすいでください。目に入った場合は，こすらずに流水でよく洗ってく

ださい。いずれの場合も，ただちに医師の治療を受けてください。皮膚に

触れた場合や衣服に付着した場合は，洗剤でよく洗い流してください。 

 

 

・ 廃棄する場合，電池を火中に投下したり，加熱したりしないでください。電

池を火中に投入すると。破裂や発火し非常に危険です。また，電池を過

熱すると，液もれ，破裂，発火などが起こる場合があり危険です。 

 

 

・ 本器の表示部分にはLCD（Liquid Crystal Display）を使用しています。強

い力を加えたり，落としたりしないでください。強い衝撃が加わると，LCD

が破損し中の溶液（液晶）が流出する恐れがあります。 

 

この溶液は強いアルカリ性で有毒です。 

 

もし，LCDが破損し溶液が流出した場合は，触れたり，口や目に入れたり

しないでください。誤って口に入れた場合は，ただちに吐き出し，口をゆす

いでください。目に入った場合は，擦らずに流水でよく洗ってください。い

ずれの場合も，ただちに医師の治療を受けてください。皮膚に触れた場合

や衣服に付着した場合は，洗剤でよく洗い流してください。 

 

 

・  アルカリ乾電池を交換する際には本器の電源を切り，十分冷えてから電

池に触ってください。アルカリ乾電池を連続して使用すると温度が約20度

上昇する場合があります。 

LCD 

高温 

電池交換 

 

電池の溶液 

電池の廃棄 
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Class 1，1M，および3Rは，レーザ光について危険の程度を示すものです。

IEC 60825-1:2007では以下のように定められています。 

 

Class 1 設計上安全であるレーザ光です。この条件には，ビーム内観察

用の光学器具の使用を含みます。 

 

Class 1M 設計上安全な302.5～4000 nmの波長範囲の光を放出する

レーザ光です。しかし，以下のように使用者がビーム内で光学

器具を使用する場合には，これらのレーザ光は危険なものとな

ります。 

a） 発散性ビームに対しては，距離100 mm以内で，ルーペ，拡

大鏡，または顕微鏡のようなある種の光学器具を用いて

レーザ出力を観察する場合 

b） 平行ビームに対しては，望遠鏡または双眼鏡のようなある

種の光学器具を用いてレーザ出力を観察する場合 

 

Class 3R 直接のビーム内観察は潜在的に危険ですが，その危険性は

Class 3Bのレーザ光に対するものよりも低い302.5～106 nm

の波長範囲で放出するレーザ光です。 

 

 注意 

本書に規定した以外の手順による制御および調整をすると，危険なレーザ放

射により，被ばくする恐れがあります。 

 

発散性ビームを放出するレーザ製品に対して，光学器具を使用すると，眼に

対する傷害を増すことになります。 

 

 

 警告 

光出力に対する安全は，光出力警告用手段の正常動作によって確保されま

す。光出力を使用する前に光出力をONにした際，光出力警告用手段の表示

が確認できない場合は，光出力警告用手段の故障が考えられます。そのとき

は本器を使用しないで安全のため，必ず当社または当社代理店に修理を依

頼してください。 

 

本 器 が 放 出 す る レ ー ザ 光 は ， Class 1 ， 1M ， 3R （ 関 連 規 格 IEC 

60825-1:2007）に相当します。 

 

Class 1Mにおいて，レーザ放射は目に危険をおよぼす場合がありますので，

光学器具を用いて直接レーザ出力を観察しないよう注意してください。 

レーザ光の安全について
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表1  製品のクラス（IEC60825-1:2007） 

 

形名 
クラ
ス 

最大光出力 
パワー［W］＊

パルス幅［s］
／ 

繰り返し比率

放出波長
［nm］ 

ビーム 
広がり角

［度］ 

内蔵レー
ザの仕様 

(表 2 参照) 

レーザ光
の 

開口位置

MU909014A 
-053/063 

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1625 11.5 d) 図 1, [1]

MU909014A1 
-053/063 

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1625 11.5 d) 図 2, [1]

3R 0.003 CW 650 11.5 f) 図 2, [2]

MU909014A 
-054/064 

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1650 11.5 e) 図 1, [1]

MU909014A1 
-054/064 

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1650 11.5 e) 図 2, [1]

3R 0.003 CW 650 11.5 f) 図 2, [2]

MU909015A6-053 1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1625 11.5 d) 図 1, [1]

MU909015A6-054 1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1650 11.5 e) 図 1, [1]

MU909014B 
MU909015B 

-056/066 

1M 0.15 
20×10–6/ 

0.015 
1310 11.5 a) 図 2, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1550 11.5 c) 図 2, [1]

MU909014B1 
MU909015B1 

-056/066 

1M 0.15 
20×10–6/ 

0.015 
1310 11.5 a) 図 2, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1550 11.5 c) 図 2, [1]

3R 0.003 CW 650 11.5 f) 図 2, [2]

MU909014C/C6 
MU909015C/C6 

-057/067 

1M 0.15 
20×10–6/ 

0.015 
1310 11.5 a) 図 3, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1550 11.5 c) 図 3, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1625 11.5 d) 図 3, [2]

MU909014C/C6 
MU909015C/C6 

-058/068 

1M 0.15 
20×10–6/ 

0.015 
1310 11.5 a) 図 3, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1550 11.5 c) 図 3, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1650 11.5 e) 図 3, [2]
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表 1  製品のクラス（IEC60825-1:2007）(続き) 

 

＊： 最大光出力パワーは合理的に予見できる個々の，そしてすべての単一

故障条件を含んだときに出力し得る光出力パワーを表しています。 

 

形名 
クラ
ス 

最大光出力 
パワー［W］＊

パルス幅［s］
／ 

繰り返し比率

放出波長
［nm］ 

ビーム 
広がり角

［度］ 

内蔵レー
ザの仕様 

(表 2 参照) 

レーザ光
の 

開口位置

MU909015C 
-059/069 

1M 0.15 
20×10–6/ 

0.015 
1310 11.5 a) 図 1, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1490 11.5 b) 図 1, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1550 11.5 c) 図 1, [1]

MU909015C6 
-059/069 

1M 0.15 
20×10–6/ 

0.015 
1310 11.5 a) 図 3, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1490 11.5 b) 図 3, [1]

1 0.15 
20×10–6/ 

0.009 
1550 11.5 c) 図 3, [1]
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表 2  内蔵レーザの仕様 

内蔵 
レーザ 

最大光出力 
パワー［W］

＊1 

パルス幅［s］／
繰り返し比率 

放出波長
［nm］ 

ビーム広がり角 
［度］

 *2 

a) 0.3 20×10–6/0.015 1310 11.5 

b) 0.3 20×10–6/0.009 1490 11.5 

c) 0.3 20×10–6/0.009 1550 11.5 

d) 0.3 20×10–6/0.009 1625 11.5 

e) 0.3 20×10–6/0.009 1650 11.5 

f) 0.003 CW 650 11.5 

＊1： 最大光出力パワーは、故障時の推定値です。 

＊2： 本器は光ファイバ出力を持つレーザダイオードモジュールを内蔵してい

ます。 

 

表 3  製品の表示ラベル 

 種類 ラベル見本 貼付位置 形名 

1 説明ラベル  図 4 A 
MU909014A 

MU909015A6 

2 説明ラベル  図 4 B 
MU909014B/C/C6

MU909015B/C/C6

3 説明ラベル  図 4 C
MU909014A1/ 
MU909014B1/ 
MU909015B1 

4 証明ラベル  図 4 D 全モジュール 

5 識別ラベル 図 4 E 全モジュール 

6 注意ラベル  図 4 F 
MU909014A1/ 
MU909014B1/ 
MU909015B1 

7 
レーザ光の 
開口位置 

 図 4 G
MU909014A1/ 
MU909014B1/ 
MU909015B1 
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レーザ光に関する表示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1  レーザ光の開口位置 (MU909014A/B，MU909015A6/B，およびMU909015C-059/069) 

 

 

 

[1][2]

 

図2  レーザ光の開口位置 (MU909014A1/B1，MU909015B1) 

 

 

 

[1][2] 

 

図3  レーザ光の開口位置 (MU909014C/C6，MU909015C/C6) 

 

 

 

 

 

[1]
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図4  ラベルの貼付位置 
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 警告 

ニッケル水素電池のリサイクルにご協力ください。 

ご使用の電池パックはニッケル水素電池を使用しています。ニッケル水素電

池は埋蔵量の少ない高価な希少資源を使用していますが，これらの貴重な

金属はリサイクルして再利用できます。このようにリサイクルすることは，ゴミ

を減らし，環境を守ることにつながります。ご使用済みの際は捨てないで，下

記の安全上の処理を電池パックに施した後に当社または当社代理店へお持

ちください。 

 

安全のため，不要になった電池パックは下記の要領で

放電してからリサイクルしてください。 

 

（1） 本器に電池パックを取り付けてください。 

（2） 本器にACアダプタが接続されている場合は，ACアダプタを外してくださ

い（ACアダプタを使用している測定器の場合）。 

（3） 本器の電源をONにしてください。 

（4） 本器が起動したら自動電源オフ，自動バックライトオフを無効にしてくだ

さい。 

（5） 本器のランプ，表示などが消えるまで放置してください（これでニッケル

水素電池は放電されます）。 

（6） 電池パックを測定器から外してください。 

（7） 電池パックの接点部またはコネクタ部にビニールテープなどの絶縁

テープを貼ってください（これでニッケル水素電池の残留電気のショート

による事故を防ぎます）。 

（8） 電池パックを当社または当社代理店へお持ちください。 

 

Ni-MH 
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 注意 

本器は，データやプログラムの外部記憶媒体として，USBメモリを使用してい

ます。USBメモリは，その使用方法に誤りがあった場合や故障などにより，大

切な記憶内容を喪失してしまう恐れがあります。 

万一のことを考えて，バックアップをしておくことをお勧めします。 

当社は，記憶内容の喪失について補償しません。 

 

下記の点に十分注意して使用してください。 

・ アクセス中にはUSBメモリを装置から抜き取らないでください。 

・ USBメモリは，落としたり，強い衝撃が加わったりすると破損する恐れが

あります。 

・ USBメモリなどの外部記憶媒体については，すべての動作を保証するも

のではありません。あらかじめご確認のうえ，使用してください。 

 

 

本器には，データやプログラムを保持するフラッシュメモリが内蔵されていま

す。この内蔵メモリはその使用方法に誤りがあった場合や故障などにより，

大切な記録内容を喪失してしまう恐れがあります。 

万一のことを考えて，バックアップをしておくことをお勧めします。 

当社は，記憶内容の喪失について補償しません。 

 

下記の点に十分注意して使用してください。 

・ 本器の動作温度範囲内の温度で使用してください。また，急激な温度変

化のある場所では使用しないでください。 

・ 電源を入れた状態で本器に振動や衝撃を与えないでください。 

 

 

本器は，工業環境用に設計されています。住宅環境で使用すると，無線障害

を起こすことがあり，その場合，使用者には適切な対策を施す必要が生じま

す。 

 

 

誤動作や故障の原因となりますので，硫化水素・亜硫酸ガス・塩化水素など

の腐食性ガスにさらさないようにしてください。また，有機溶剤の中には腐食

性ガスを発生させるものがありますので，事前に確認してください。 

外部記憶媒体について 

内蔵メモリについて 

住宅環境での使用につい

て 

腐食性雰囲気内での使

用について 
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品質証明 
アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表規格を満足していること，

ならびにそれらの検査には，産業技術総合研究所（National Institute of 
Advanced Industrial Science and Technology）および情報通信研究機構

（National Institute of Information and Communications Technology）など

の国立研究所によって認められた公的校正機関にトレーサブルな標準器を基準と

して校正した測定器を使用したことを証明します。 
 
 

保証 
アンリツ株式会社は，納入後 1 年以内に製造上の原因に基づく故障が発生した場

合は，無償で修復することを保証します。 
ただし，ソフトウェアの保証内容は「ソフトウェア使用許諾書」に基づきます。また，

次のような場合は上記保証の対象外とさせていただきます。 
 
・ この取扱説明書に別途記載されている保証対象外に該当する故障の場合。 
・ お客様の誤操作，誤使用または無断の改造もしくは修理による故障の場合。 
・ 通常の使用を明らかに超える過酷な使用による故障の場合。 
・ お客様の不適当または不十分な保守による故障の場合。 
・ 火災，風水害，地震，落雷，降灰またはそのほかの天災地変による故障の場

合。 
・ 戦争，暴動または騒乱など破壊行為による故障の場合。 
・ 本製品以外の機械，施設または工場設備の故障，事故または爆発などによる

故障の場合。 

・ 指定外の接続機器もしくは応用機器，接続部品もしくは応用部品または消耗

品の使用による故障の場合。 
・ 指定外の電源または設置場所での使用による故障の場合。 
・ 特殊環境における使用（注）による故障の場合。 
・ 昆虫，くも，かび，花粉，種子またはそのほかの生物の活動または侵入による故

障の場合。 
 
また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。 
 
なお，本製品の使用，あるいは使用不能によって生じた損害およびお客様の取引

上の損失については，責任を負いかねます。 
 
 
注： 
「特殊環境での使用」には，以下のような環境での使用が該当します。 
・ 直射日光が当たる場所 
・ 粉じんが多い環境 
・ 水，油，有機溶剤もしくは薬液などの液中，またはこれらの液体が付着する場

所 
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・ 潮風，腐食性ガス（亜硫酸ガス，硫化水素，塩素，アンモニア，二酸化窒素，塩

化水素など）がある場所 
・ 静電気または電磁波の強い環境 
・ 電源の瞬断または異常電圧が発生する環境 
・ 部品が結露するような環境 
・ 潤滑油からのオイルミストが発生する環境 
・ 高度 2000 m を超える環境 
・ 車両，船舶または航空機内など振動または衝撃が多く発生する環境 
 
 

当社へのお問い合わせ 
本製品の故障については，本書（紙版説明書では巻末，CD 版説明書では別ファ

イル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連絡くださ

い。 
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国外持出しに関する注意 

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責

任を負いかねます。 

2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合があり

ます。 

本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず当社の営業担当までご連絡ください。 

輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。 
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ソフトウェア使用許諾 
お客様は，ご購入いただいたソフトウェア（プログラム，データベース，電子機器の動作・設定などを定めるシナリオ等，

以下「本ソフトウェア」と総称します）を使用（実行，複製，記録等，以下「使用」と総称します）する前に，本ソフトウェア

使用許諾（以下「本使用許諾」といいます）をお読みください。お客様が，本使用許諾にご同意いただいた場合のみ，

お客様は，本使用許諾に定められた範囲において本ソフトウェアをアンリツが推奨・指定する装置（以下，「本装置」と

いいます）に使用することができます。 
 
第 1 条 （許諾，禁止内容） 

1. お客様は，本ソフトウェアを有償・無償にかかわら

ず第三者へ販売，開示，移転，譲渡，賃貸，頒布，

または再使用する目的で複製，開示，使用許諾す

ることはできません。 
2. お客様は，本ソフトウェアをバックアップの目的で，

1 部のみ複製を作成できます。 
3. 本ソフトウェアのリバースエンジニアリングは禁止さ

せていただきます。 
4. お客様は，本ソフトウェアを本装置 1 台で使用でき

ます。 
第 2 条 （免責） 

アンリツは，お客様による本ソフトウェアの使用また

は使用不能から生ずる損害，第三者からお客様に

なされた損害を含め，一切の損害について責任を

負わないものとします。 
第 3 条 （修補） 

1. お客様が，取扱説明書に書かれた内容に基づき

本ソフトウェアを使用していたにもかかわらず，本ソ

フトウェアが取扱説明書もしくは仕様書に書かれた

内容どおりに動作しない場合（以下「不具合」と言

います）には，アンリツは，アンリツの判断に基づい

て，本ソフトウェアを無償で修補，交換，または回

避方法のご案内をするものとします。ただし，以下

の事項に係る不具合を除きます。 
a） 取扱説明書・仕様書に記載されていない使用目的

での使用 

b） アンリツが指定した以外のソフトウェアとの相互干渉 

c） 消失したもしくは，破壊されたデータの復旧 

d） アンリツの合意無く，本装置の修理，改造がされた場合 

e） 他の装置による影響，ウイルスによる影響，災害，そ

の他の外部要因などアンリツの責とみなされない要

因があった場合 
2. 前項に規定する不具合において，アンリツが，お客

様ご指定の場所で作業する場合の移動費，宿泊

費および日当に関る現地作業費については有償と

させていただきます。 
3. 本条第 1 項に規定する不具合に係る保証責任期

間は本ソフトウェア購入後 6 か月もしくは修補後 30
日いずれか長い方の期間とさせていただきます。 

第 4 条 （法令の遵守） 

お客様は，本ソフトウェアを，直接，間接を問わず，

核，化学・生物兵器およびミサイルなど大量破壊兵

器および通常兵器およびこれらの製造設備等関連

資機材等の拡散防止の観点から，日本国の「外国

為替および外国貿易法」およびアメリカ合衆国「輸

出管理法」その他国内外の関係する法律，規則，

規格等に違反して，いかなる仕向け地，自然人もし

くは法人に対しても輸出しないものとし，また輸出さ

せないものとします。 
第 5 条 （解除） 

アンリツは，お客様が本使用許諾のいずれかの条

項に違反したとき，アンリツの著作権およびその他

の権利を侵害したとき，または，その他，お客様の

法令違反等，本使用許諾を継続できないと認めら

れる相当の事由があるときは，本使用許諾を解除

することができます。 
第 6 条 （損害賠償） 

お客様が，使用許諾の規定に違反した事に起因し

てアンリツが損害を被った場合，アンリツはお客様

に対して当該の損害を請求することができるものと

します。 
第 7 条 （解除後の義務） 

お客様は，第 5 条により，本使用許諾が解除され

たときはただちに本ソフトウェアの使用を中止し，ア

ンリツの求めに応じ，本ソフトウェアおよびそれらに

関する複製物を含めアンリツに返却または廃棄す

るものとします。 
第 8 条 （協議） 

本使用許諾の条項における個々の解釈について

疑義が生じた場合，または本使用許諾に定めのな

い事項についてはお客様およびアンリツは誠意を

もって協議のうえ解決するものとします。 

第 9 条 （準拠法） 

本使用許諾は，日本法に準拠し，日本法に従って

解釈されるものとします。 
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計測器のウイルス感染を防ぐための注意 

・ ファイルやデータのコピー 

当社より提供する，もしくは計測器内部で生成されるもの以外，計測器には

ファイルやデータをコピーしないでください。 

前記のファイルやデータのコピーが必要な場合は，メディア（USB メモリ，

CF メモリカードなど）も含めて事前にウイルスチェックを実施してください。 

・ ソフトウェアの追加 

当社が推奨または許諾するソフトウェア以外をダウンロードしたりインス

トールしないでください。 

・ ネットワークへの接続 

接続するネットワークは，ウイルス感染への対策を施したネットワークを使

用してください。 
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ウイルス感染を防ぐための注意 

インストール時 

本ソフトウェア，または当社が推奨，許諾するソフトウェアをインストールす

る前に，PC（パーソナルコンピュータ）および PC に接続するメディア（USB

メモリ，CF メモリカード等）のウイルスチェックを実施してください。 

本ソフトウェア使用時および計測器と接続時 

・ ファイルやデータのコピー 

次のファイルやデータ以外を PC にコピーしないでください。 

 ・ 当社より提供するファイルやデータ 
 ・ 本ソフトウェアが生成するファイル 

 ・ 本書で指定するファイル 

前記のファイルやデータのコピーが必要な場合は，メディア（USB メモ

リ，CF メモリカードなど）も含めて事前にウイルスチェックを実施してくだ

さい。 
・ ネットワークへの接続 

PC を接続するネットワークは，ウイルス感染への対策を施したネット

ワークを使用してください。 
 
 

 

ソフトウェアを安定してお使いいただくための注意 

本ソフトウェアの動作中に，PC 上にて以下の操作や機能を実行すると，ソフ

トウェアが正常に動作しないことがあります。 

・ 当社が推奨または許諾するソフトウェア以外のソフトウェアを同時に実行 

・ ふたを閉じる（ノート PC の場合） 

・ スクリーンセーバ 

・ バッテリ節約機能（ノート PC の場合） 

各機能の解除方法は，使用している PC の取扱説明書を参照してください。 
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はじめに 
本書は，ネットワークマスタシリーズ MT9090A メインフレーム，および次のファイ

バメンテナンステスタの操作・校正・保守の方法について記述したものです。 

・ MU909014A/A1 
・ MU909014B/B1 
・ MU909014C/C6 
・ MU909015A6 
・ MU909015B/B1 
・ MU909015C/C6 
 
 
特に，最初に「1．概要」をお読みいただくと本器の基本的な機能と操作の概要を

理解していただけます。以降の章にはより詳しい説明を記載してありますので，末

尾の索引と併せてご利用ください。 

操作の流れについては「4.1 測定手順」に記載している図を参照し，概要を把握し

てください。 
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概
要 

第1章  概要 
 
ここでは，本器の機能の概要，用途，および用語について説明します。 
 

1.1 ファイバメンテナンステスタの紹介 ................................... 1-2 
1.1.1 OTDR 機能 ....................................................... 1-4 
1.1.2 接続確認機能 .................................................... 1-6 
1.1.3 通信光検出機能 ................................................ 1-6 
1.1.4 可視光源機能 .................................................... 1-6 
1.1.5 PON パワーメータ機能 ...................................... 1-7 
1.1.6 光源機能 ........................................................... 1-7 
1.1.7 パワーメータ機能 ............................................... 1-8 
1.1.8 光ロス測定機能 ................................................. 1-8 
1.1.9 DCFL 機能 ........................................................ 1-9 
1.1.10 ファイバ端面の観察機能 .................................. 1-10 

1.2 用途 ............................................................................. 1-11 
1.3 用語 ............................................................................. 1-12 

1.3.1 用語説明 ......................................................... 1-12 
1.3.2 省略語 ............................................................. 1-14 
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1.1 ファイバメンテナンステスタの紹介 
ネットワークマスタシリーズ MT9090A メインフレームは，取り付けるモジュールに

よってさまざまな測定機能を提供するマルチプラットホームメインフレームです。 
本書では，MT9090A メインフレーム (以下，メインフレーム) とファイバメンテナン

ステスタ以下，本器) の取り扱いについて説明します。 

 

図1.1-1  本器の外観 

 

本器は，片手で持てるサイズで光ファイバシステムの損失測定や，障害点を検出

する OTDR 機能を提供します。形名により OTDR 機能以外にも PON パワーメー

タ，光源，パワーメータ，光ロス測定の機能があります。 
アクセサリーのファイバスコープを接続すると，ファイバ端面を本器に表示できます。

この機能により，ファイバ端面の傷や汚れを検査できます。 

測定した波形や画像は，USB 経由でパーソナルコンピュータに取り込むことがで

きます。 
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規格，機能の違いによって，本器には次の形名があります。 

表1.1-1  本器の形名と規格の違い 

規格 

 

 

 

形名 

波長 (nm) 

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

レ
ン

ジ
 

(d
B

) 

OTDR 以外の機能 

13
10

 

14
90

 

15
50

  

16
25

 

16
50

  

可
視

光
源

 

P
O

N
パ

ワ
ー

メ
ー

タ
 

光
源

 

パ
ワ

ー
メ

ー
タ

 

光
ロ

ス
測

定
 

フ
ァ

イ
バ

端
面

検
査

 (
V

IP
) 

MU909014A    ＊1 ＊1 30       

MU909014A1    ＊1 ＊1 30       

MU909014B      30       

MU909014B1      30       

MU909014C    ＊1 ＊1 30       

MU909014C6    ＊1 ＊1 30       

MU909015A6    ＊1 ＊1 35       

MU909015B      35       

MU909015B1      35       

MU909015C  ＊1  ＊1 ＊1 35       

MU909015C6  ＊1  ＊1 ＊1 35       

＊1： モジュールオプションにより，どちらかの波長を選択します。 

 
本書では，上記すべての機能を説明します。所有するモデルで機能の対応する部

分を参照してください。 

また，次のホームページで紹介ビデオを見ることができます。 

http://www.anritsu.tv/ja-JP/FMT-JP-2 (クリーニング作業) 
http://www.anritsu.tv/ja-JP/FMT-JP-3 (電源投入から測定，波形保存まで) 
http://www.anritsu.tv/ja-JP/FMT-JP-4 (取得した波形のマニュアル解析方法) 
http://www.anritsu.tv/ja-JP/FMT-JP-5 (PON 測定，リアルタイム測定) 
http://www.anritsu.tv/ja-JP/FMT-JP-6  

(可視高原，パワーメータ，高原，光ロス測定，PON パワーメータ) 
http://www.anritsu.tv/ja-JP/FiberVisualizer (Fiber Visualizer) 
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1.1.1 OTDR機能 
OTDR (Optical Time Domain Reflectometer) は，ファイバの損失や反射を測

定します。 

OTDR は，ファイバに光パルスを送信します。また，光パルスがファイバ内部で反

射されて戻ってくる光パルスを受信します。受信した光パルスの測定結果からファ

イバの損失を測定します。光パルスを送出してからの経過時間から，その損失を示

す点までの距離がわかります。 

損失と距離の情報はメモリに蓄えられ画面に波形として表示されます。正確な測定

をするには，送出した光がケーブル端に達して，そこでの後方散乱光が戻ってきて

から，次の光パルスを出すようにする必要があります。このため，測定しているケー

ブルの長さに応じた距離を測定条件設定画面の [距離レンジ] で指定します。[距
離レンジ] や [パルス幅] を自動設定にすると本器がそれらの最適値を探します。 

 

図1.1.1-1  OTDR 測定結果の例 
 

OTDR の測定結果から損失または反射が発生する点を検出する解析機能が，本

器にあります。検出された点をイベントと呼び，波形解析画面でイベントの表が表

示されます。 

 

図1.1.1-2  イベントの表示例 
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本器には，OTDR測定したファイバの状態が視覚的に分かるFiber Visualizer機
能があります。障害点やファイバの接続状況がグラフィックに表示され，簡単にファ

イバの状態を調べることができます。 

 

図1.1.1-3  Fiber Visualizer の表示例 
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1.1.2 接続確認機能 
接続確認機能は，OTDR 測定の開始前に本器とファイバが正しく接続されている

か確認する機能です。 

接続確認した結果は，[良]，[可]，[不可] で表示されます。 

詳しくは，「4.3 測定を開始する」を参照してください。 

1.1.3 通信光検出機能 
通信光検出機能は，OTDR 測定の開始前に光ファイバ通信に使用される光の存

在を検出する機能です。 

通信光検出機能は，波長 1550 nm の光を検出するとメッセージを表示します。 

詳しくは，「4.2.2 測定方法を設定する (測定機能設定)｣を参照してください。 

1.1.4 可視光源機能 
可視光源機能です。可視光源は，拡散する光を目視で確認することにより，デッド

ゾーンの障害を検索する際に便利です。 

詳細については，「4.10 可視光源を使用する」を参照してください。 

 

 

図1.1.4-1 可視光源機能 
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1.1.5 PONパワーメータ機能 
PON パワーメータは，PON (Passive Optical Network) の下り信号に使用され

る 2 つの波長の光パワーを同時に測定できます。 

映像通信に使用される波長 1490 nm の光のパワーと，データ通信に使用される

波長 1550 nm の光のパワーが表示されます。 

詳しくは，「第 6 章 PON システムの光パワーを測定する」を参照してください。 

 

図1.1.5-1  PON パワーメータ画面 

 

1.1.6 光源機能 
光源機能は，連続した光，または変調された光を出力する機能です。 
光源機能と光パワーメータを組み合わせて，ファイバの心線対照，光ロス測定をす

ることができます。 

詳しくは，「7.2 光源を使用する」を参照してください。 
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1.1.7 パワーメータ機能 
パワーメータ機能を使って，ファイバに光が存在するか，通信光のパワーレベルが

規定値に達しているかを確認できます。 

詳しくは，「7.3 光パワーを測定する」を参照してください。 

 

図1.1.7-1  パワーメータ画面 

 

1.1.8 光ロス測定機能 
光ロス測定機能では，光源機能とパワーメータ機能を使って，ファイバや光部品の

損失を測定できます。 

詳しくは，「第 8 章 光部品の損失を測定する」を参照してください。 

 

図1.1.8-1  損失試験画面 
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1.1.9 DCFL機能 
DCFL 機能では，ドロップケーブルに発生した障害を調査するのに便利な機能で

す。パワーメータ機能と OTDR 機能がセットになっており，測定器やアプリケーショ

ンを切り替える必要がありません。 

詳しくは，「第 5 章 ドロップケーブルの障害点を調べる」を参照してください。 

 

図1.1.9-1  DCFL 機能の画面 
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1.1.10 ファイバ端面の観察機能 
アクセサリーのファイバスコープをメインフレームに接続すると，光入出力コネクタ

およびファイバ端面を，メインフレームの LCD に拡大表示できます。 

ファイバスコープを使用すると，光入出力コネクタおよびファイバ端面の傷や汚れ

を，目視で検査できます。 

詳しくは，「第 9 章 ファイバの表面を検査する」を参照してください。 

 

図1.1.10-1  ファイバ端面の表示 

 



1.2 用途 

1-11 

1 

概
要 

1.2 用途 
ファイバの障害点探索 

通信サービス会社から各家庭 (加入者宅) まで光ファイバで接続されていてユー

ザ宅で通信の障害が発生した場合，OTDR機能，PONパワーメータ機能，パワー

メータ機能，ファイバスコープを使用して障害点を特定することができます。 

PON (Passive Optical Network)と呼ばれる通信方式では，通信サービス会社

と加入者宅の間の通信には，波長 1310/1490/1550 nm の光が使用されます。本

器の波長1310 nmまたは1550 nmの光は，通信で使用する光と同じ波長で障害

点探索ができます。 

PON のように 1 つの光ファイバに波長 1490 nm と 1550 nm の光が使用されてい

る場合，光パワーメータでは波長ごとのパワーを測定することは困難です。PONパ

ワーメータ機能では波長別に光パワー測定ができるため，どちらの波長に不具合

があるか診断できます。 

波長 1625 nm，または 1650 nm の光は，通信に使用される波長と異なるため通

信光に影響を与えることなく，障害点探索ができます。(波長1625 nmまたは1650 
nm の光が ONU/OLT に悪影響を及ぼさないために，光フィルタが必要です)。 

 幹線ケーブル 光ドロップケーブル 

局舎 ユーザ宅 

通信光 1550 nm 
1490 nm 

クロージャ

キャビ

ネット 

1310 nm

 

図1.2-1  ユーザ宅からの障害点探索 (Passive Optical Network 測定) 

 



第 1 章  概要 

1-12 

1.3 用語 
1.3.1 用語説明 

本書で使用している用語を解説します。 

BSC (Back Scattering Coefficient) 

後方散乱係数：ファイバを通過する光の，進行方向と逆方向に反射される割合 
後方散乱係数はファイバの構造，材質によって異なります。 
 
BSL (Backscatter Level) 

後方散乱光レベル:ファイバ内で反射されて，本器に戻ってくる光のレベル 
後方散乱光レベルは，後方散乱係数とパルス幅に比例し，屈折率に反比例しま

す。 

 

 

 

 

 

 

}{

)log(10

IOR

PWBSC
refP

refPBSL





 

Pref(W)

Pin(W)

光ファイバ 

 

図1.3.1-1  後方散乱レベルの定義 

 

デッドゾーン (Dead Zone) 

反射によって発生する波形によって，後方散乱レベルを正しく観測できない範囲 
「付録 A 規格」のデッドゾーンの定義は次の図のとおりです。 

距離 

レ
ベ
ル 

l1:デッドゾーン(フレネル反射) 

1.5 dB 

0.5 dB 

l2:デッドゾーン(後方散乱光) 

l1

l2

 

図1.3.1-2  デッドゾーン 
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ダイナミックレンジ (Dynamic Range) 

測定できる最大レベルと最小レベルの比率 
OTDR では，測定器との接続点におけるレベルとノイズレベルの比率です。 
ダイナミックレンジの測定方法は「11.1.4 ダイナミックレンジ」を参照してください。 
 
IOR (Index of Refraction)  

ファイバの屈折率です。OTDR は送信した光が反射して戻ってくるまでの時間と

IOR から距離を計算します。 
 
パルス幅 (Pulse Width) 

本器が送信する光パルスの幅です。パルス幅を大きくすると，ファイバや障害点で

反射される光パワーが増えるのでダイナミックレンジが広くなります。一方で，デッド

ゾーンと分解能も大きくなります。デッドゾーンと分解能を小さくするには，パルス幅

を小さくします。 
パルス幅の測定方法は「11.1.3 パルス幅」を参照してください。 
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1.3.2 省略語 
本書，および画面の英文表示で使用する省略語の一覧を以下に示します。 

表1.3.2-1  省略語 

省略語 正式名 

AC Alternating Current 

AVG Averaging 

BSC Back Scattering Coefficient 

CW Continuous Wave 

DC Direct Current 

DCFL Drop Cable Fault Locator 

IOR Index of Refraction 

LS Light Source 

LSA Least Squares Approximation 

min minute 

MM Multi Mode fiber 

MOD Modulation 

N/A Not Applicable 

ORL Optical Return Loss 

OTDR Optical Time Domain Reflectometer 

PM Power Meter 

PON Passive Optical Network 

Pt Point 

PW Pulse Width 

RES Resolution 

sec second 

SM Single Mode fiber 

S/N Signal to Noise Ratio 

TRT Total Run Time 

UPC Ultra Physical Contact 

USB Universal Serial Bus 

VIP Video Inspection Probe 

WL Wavelength 
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第2章  ご使用になる前に 
 
この章では，本器の製品構成やご使用になる前の注意について説明します。 
 

2.1 製品構成 ........................................................................ 2-2 
2.1.1 標準構成 ........................................................... 2-2 
2.1.2 オプション........................................................... 2-4 

2.2 各部の名称 .................................................................... 2-6 
2.2.1 正面................................................................... 2-6 
2.2.2 上面................................................................... 2-8 
2.2.3 背面................................................................. 2-10 
2.2.4 底面................................................................. 2-10 

2.3 使用上の基本的な注意事項 ......................................... 2-11 
2.4 電源の接続 .................................................................. 2-12 
2.5 バッテリーパックの使用方法 ......................................... 2-13 

2.5.1 バッテリーパックの取り付け .............................. 2-13 
2.5.2 バッテリーパックから単 3 形電池への交換 ........ 2-15 

2.6 光ファイバケーブルの接続 ............................................ 2-16 
2.7 光コネクタ・光アダプタのクリーニング ............................ 2-17 
2.8 光ファイバケーブルの取り扱い上の注意 ....................... 2-21 
2.9 光コネクタの交換 .......................................................... 2-23 
2.10 周辺機器の接続 ........................................................... 2-24 

2.10.1 USB (Type A) ポート ...................................... 2-25 
2.10.2 USB (Type B) ポート ...................................... 2-26 

2.11 モジュールの交換 ......................................................... 2-27 
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2.1 製品構成 
2.1.1 標準構成 

本器の標準構成には以下の製品が含まれます。不足や破損しているものがある場

合は，当社または当社代理店へご連絡ください。 

表2.1.1-1  標準構成 

項目 
形名／ 

オーダリング番号 
品名 数量 備考 

本体 MT9090A メインフレーム 1  

モジュール
＊1 

MU909014A ファイバメンテナンステスタ 1 
波長：1625 nm，あるいは 1650 
nm＊2 

MU909014A1 ファイバメンテナンステスタ 1 
可視光源， 
波長：1625 nm，あるいは 1650 
nm＊2 

MU909014B ファイバメンテナンステスタ 1 
波長：1310 /1550 nm， 
ダイナミックレンジ 30 dB 

MU909014B1 ファイバメンテナンステスタ 1 
可視光源，波長：1310/1550 nm，
ダイナミックレンジ 30 dB 

MU909014C ファイバメンテナンステスタ 1 3波長＊2，ダイナミックレンジ 30 dB,
パワーメータ 

MU909014C6 ファイバメンテナンステスタ 1 
3波長＊2，ダイナミックレンジ 30 dB,
光源，パワーメータ，PON パワー
メータ，光ロス測定 

MU909015A6 ファイバメンテナンステスタ 1 
1波長＊2，ダイナミックレンジ 35 dB,
光源，パワーメータ，PON パワー
メータ 

MU909015B ファイバメンテナンステスタ 1 
波長：1310 /1550 nm， 
ダイナミックレンジ 35 dB 

MU909015B1 ファイバメンテナンステスタ 1 
可視光源，波長：1310/1550 nm，
ダイナミックレンジ 35 dB 

MU909015C ファイバメンテナンステスタ 1 3 波長＊2，ダイナミックレンジ 35dB,
パワーメータ  

MU909015C6 ファイバメンテナンステスタ 1 
3波長＊2，ダイナミックレンジ 35 dB,
光源，パワーメータ，PON パワー
メータ，光ロス測定 

＊1： どれか 1 つ 

＊2： モジュールオプションによって，購入時に波長は指定されています。 
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表2.1.1-1  標準構成 (続き) 

項目 
形名／ 

オーダリング番号 
品名 数量 備考 

付属品 

－ 光コネクタ 1 オプションから 1 つ選択 

W3585AW 

MU909014A/A1/B/B1/C/C6, 
MU909015A6/B/B1/C/C6 
ファイバメンテナンステスタ
クイックガイド

1 和文 (印刷物) 

Z1579A 

MU909014A/A1/B/B1/C/C6, 
MU909015A6/B/B1/C/C6
ファイバメンテナンステスタ
取扱説明書 (CD-R)

1 取扱説明書，クイックガイド 
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2.1.2 オプション 
本器には以下のオプションが用意されています。必要に応じてオプションを選択し

てください。規格については，「付録 A 規格」を参照してください。 

表2.1.2-1  モジュールオプション 

形名 品名 

MU909014A-053 SMF 1625nm ファイバメンテナンステスタ(UPC) 
MU909014A1-053 SMF 1625nm ファイバメンテナンステスタ(UPC/VLD) 
MU909014A-054 SMF 1650nm ファイバメンテナンステスタ(UPC) 
MU909014A1-054 SMF 1650nm ファイバメンテナンステスタ(UPC/VLD) 
MU909014A-063 SMF 1625nm ファイバメンテナンステスタ(APC) 
MU909014A1-063 SMF 1625nm ファイバメンテナンステスタ(APC/VLD) 
MU909014A-064 SMF 1650nm ファイバメンテナンステスタ(APC) 
MU909014A1-064 SMF 1650nm ファイバメンテナンステスタ(APC/VLD) 
MU909014B-056 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(UPC) 
MU909014B1-056 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(UPC/VLD) 
MU909014B-066 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(APC) 
MU909014B1-066 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(APC/VLD) 
MU909014C-057 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (UPC) 
MU909014C6-057 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909014C-067 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (APC) 
MU909014C6-067 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
MU909014C-058 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (UPC) 
MU909014C6-058 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909014C-068 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (APC) 
MU909014C6-068 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
MU909015A6-053 SMF 1625nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909015A6-063 SMF 1625nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
MU909015A6-054 SMF 1650nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909015A6-064 SMF 1650nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
MU909015B-056 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(UPC) 
MU909015B1-056 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(UPC/VLD) 
MU909015B-066 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(APC) 
MU909015B1-066 SMF 1310/1550nm ファイバメンテナンステスタ(APC/VLD) 
MU909015C-057 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (UPC) 
MU909015C6-057 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909015C-067 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (APC) 
MU909015C6-067 SMF 1310/1550/1625nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
MU909015C-058 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (UPC) 
MU909015C6-058 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909015C-068 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (APC) 
MU909015C6-068 SMF 1310/1550/1650nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
MU909015C-059 SMF 1310/1490/1550nm ファイバメンテナンステスタ (UPC) 
MU909015C6-059 SMF 1310/1490/1550nm ファイバメンテナンステスタ (UPC/OPM/LS) 
MU909015C-069 SMF 1310/1490/1550nm ファイバメンテナンステスタ (APC) 
MU909015C6-069 SMF 1310/1490/1550nm ファイバメンテナンステスタ (APC/OPM/LS) 
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表2.1.2-2  コネクタオプション 

形名 品名 

-037 FC コネクタ 

-039 DIN 47256 コネクタ 

-040 SC コネクタ 

-025 FC-APC コネクタ (キー幅 2.0 mm) 

-026 SC-APC コネクタ 
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2.2 各部の名称 
2.2.1 正面 

本器の正面には操作キーと LCD ディスプレイがあります。 

 

⑤

⑥

① ②  ③ 

④

 

図2.2.1-1  正面 

 

① LCD ディスプレイ 

② ～  (ファンクションキー)： 
使用する画面の入力操作に応じて機能，表示内容が変わります。ディスプレ

イ右側に各キーの機能が表示されます。 

③  (スタートキー)： 
 を押すと，測定を開始します。 

測定中に  を押すと測定を停止します。 

④     (上下左右キー)：  

  キー： 

・ 波形表示画面 
測定波形を横方向に縮小するか，カーソルを左に移動します。 

・ 設定画面，その他 
選択項目を左方向に移動します。 

  キー： 

・ 波形表示画面 
測定波形を横方向に拡大するか，カーソルを右に移動します。 

・ 設定画面，その他 
選択項目を右方向に移動します。 
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 キー： 

・ 波形表示画面 
測定波形を縦方向に拡大するか，カーソルを選択しているカーソルより左

にあるイベント位置に移動します。 ([計算種別] が [イベント] のときは制

限されます)。 
・ 設定画面，その他 

選択項目を上方向に移動します。 
 キー： 

・ 波形表示画面 
測定波形を縦方向に縮小するか，カーソルを選択しているカーソルより右

にあるイベント位置に移動します ([計算種別] が [イベント] のときは制

限されます)。 
・ 設定画面，その他 

選択項目を下方向に移動します。 

⑤  (決定キー)： 

入力した内容や選択項目を決定します。 

⑥  (メニュー／電源キー)： 

・ 本器の電源が切れている場合は，本器の電源が入ります。 
・ 本器の電源が入っている場合は，メニューが表示されます。 
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2.2.2 上面 
メインフレームとモジュールの上面には測定ポート，USB ポート，DC Input コネク

タ，および充電ランプがあります。 

 ① ② ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

 

図2.2.2-1  上面 (MU909014A/B, MU909015A6/B，MU909015C-059/069) 

 

 

 

 

③④

 

図2.2.2-2  上面 (MU909014A1/B1, MU909015B1) 

 

 ⑥ ⑤

 

図2.2.2-3  上面 (MU909014C/C6, MU909015C/C6，MU909015C6-059/069) 

 

① スライドカバー 

② 測定ポート 

1625，あるいは 1650 nm OTDR (MU909014A, MU909015A6) 

1310/1550 nm OTDR (MU909014B, MU909015B) 

1310/1490/1550nm OTDR (MU909015C-059/069) 
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③ 測定ポート  

1625，あるいは 1650 nm OTDR (MU909014A1) 

1310/1550 nm OTDR (MU909014B1, MU909015B1) 

④ 可視光源ポート 

⑤ 測定ポート 
1310/1550nm OTDR (MU909014C/C6, MU909015C/C6) 
1310/1490/1550nm OTDR (MU909015C6-059/069) 

⑥ 測定ポート 
1625，あるいは 1650 nm OTDR (MU909014C/C6, MU909015C/C6) 
光パワーメータポート(MU909015C6-059/069)  

⑦ USB (Type B) ポート 

⑧ USB (Type A) ポート 

⑨ DC Input コネクタ 

⑩ 充電ランプ 
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2.2.3 背面 
背面パネルには，バッテリ収納部と，モジュールをメインフレームに固定するための

留め具があります。また，各種のコンプライアンスラベル，警告ラベル，およびモデ

ル番号/製造番号 (図 2.2.3-1の③) も明示されています。 

 ① ② ③ ④

 

図2.2.3-1  背面 

 

① バッテリカバー 

② 取り付けネジ 

③ 銘板 (形名とシリアルナンバー) 

④ コンプライアンスラベルと警告ラベル 

2.2.4 底面 
メインフレームの底面には銘板があります。 

 ①

 

図2.2.4-1  底面 

 

①  銘板 (形名とシリアルナンバー) 
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2.3 使用上の基本的な注意事項 

 注意 
コネクタ類には汚れを防ぐためのカバーが取り付けてあります。コ

ネクタを差し込むとき以外はコネクタカバーを外さないでください。 

低い温度の戸外から高い温度の室内へ持ち込んだ場合は，本器

の内部に水滴が付着することがあります。このようなときは，十分

乾燥させてから本器の電源を入れてください。 

水滴の付着などで回路がショートし，火災や感電，故障の原因とな

る恐れがあります。 

本器の使用温度範囲 (–10～+50℃) や，保管温度範囲 (–30～

+70℃) を守って使用してください。 

本器を車の中などに長時間放置すると故障する恐れがあります。 

本器専用の AC アダプタやバッテリーパック以外は，使用しないでく

ださい。 

本器の規格に合わないものを使用すると本器を破損する恐れがあ

ります。 

本器の測定ポートや光ファイバケーブルを覗かないでください。レー

ザ光が目に入ると，被ばくし，負傷する恐れがあります。 

また，本器は高出力の光パルスを出力するので受光素子が破損す

る恐れがあります。 

測定するときは，光ファイバケーブルから通信機などを外してから

測定してください。 

当社では通信機などの破損については保証できません。 

本器の検査をアンリツ計測器カストマサービスで年に 1 回実施 (有

料) することをお勧めします。 

そのほか，本書の安全に関する情報をよく読んで使用してくださ

い。 
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2.4 電源の接続 
AC アダプタの接続 

AC アダプタは，メインフレームに標準添付されているものをご使用ください。 
添付品以外の AC アダプタを使用すると，本器およびバッテリーパックを破損する

恐れがあります。 

  

図2.4-1  AC アダプタ 

 

1. DC Input コネクタのカバーを開け (図 2.2.2-1)，AC アダプタのジャックを

DC Input コネクタに差し込みます。 

2. AC アダプタの電源プラグをコンセントに差し込みます。 
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2.5 バッテリーパックの使用方法 
2.5.1 バッテリーパックの取り付け 

以下の手順でバッテリーパックを取り付けます。 

 注意 
バッテリーパックを取り外すときは，必ず電源を切った状態で取り外

してください。電源を切らずに取り外すとバッテリーパックや本器を

破損する恐れがあります。 

本器を長い期間ご使用にならないときは，本器からバッテリーパッ

クを取り外すか，またはバッテリーパックを定期的に (1，2 か月に 1

度) 充電してください。 

1. 本器の電源を切ります。AC アダプタが接続されている場合は，AC アダプタ

を取り外します。 

2. 本器の背面にあるバッテリカバー (図 2.2.3-1) の爪を引いてカバーを開け

ます。 

3. 単 3 形ニッケル水素電池が入っている場合は取り外します。 

4. バッテリーパックのコネクタを本器のバッテリーパックプラグに差し込みます。

バッテリーパックのコネクタには誤挿入防止用のリブが設けられています。無

理に本器のバッテリプラグに差し込まないでください。 

 注意 
必ずバッテリーパックの3本の端子がすべてバッテリーパックプラグ

に接続されるように差し込んでください。 

正しく接続されてない場合，バッテリーパックや本器を破損する恐

れがあります。 

5. バッテリーパックが赤いリボンの上になるよう本器に挿入します (リボンを引い

てバッテリーパックを取り外せるようにするため)。また，THIS SIDE UP と書

かれた面を上にして挿入します。 

6. バッテリカバーを元に戻します。 
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③ ④

② 

① 

 

図2.5.1-1  バッテリ部 

 

① バッテリーパックプラグ 

② モジュール取り外しラッチ 

③ バッテリーパック 

④ バッテリーパック取り外し用の赤いリボン 
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2.5.2 バッテリーパックから単3形電池への交換 
本器は単 3 形ニッケル水素電池または単 3 形アルカリ乾電池を使用できます。 

以下の手順でバッテリーパックから単 3 形電池に交換します。 

 注意 
単 3 形電池を交換するときは，必ず電源を切った状態で交換してく

ださい。 

電源を切らずに交換すると設定内容やデータが失われる恐れがあ

ります。 

本器を長時間使用しない場合は，単 3 形電池を取り外してください。 

電池を挿入したまま本器を長期間放置すると電池の腐食や液漏れ

が発生し，本器を破損する恐れがあります。 

単 3 形電池を使用するときは，その取扱説明書に従って正しく使用

してください。 

単 3 形電池を交換するときは，必ず同じメーカの同じ種類の電池を

4 本同時に使用してください。 

種類の違う電池を使用した場合，電池が発熱したり本器を破損した

りする恐れがあります。 

アルカリ乾電池を新しい電池と交換する際にはやけどに注意してく

ださい。アルカリ乾電池を 2 時間連続して測定を行うと温度が約 20

度上昇する場合があります。 

1. 本器の電源を切ります。AC アダプタが接続されている場合は，AC アダプタ

を取り外します。 

2. 本器の背面にあるバッテリカバー (図 2.2.3-1) の爪を引いてカバーを開け

ます。 

3. 赤いリボンを引いてバッテリーパックを取り外し，バッテリーパックのコネクタを

本器のバッテリーパックプラグから取り外します。 

4. 極性表示に従って 4 本の単 3 形電池を挿入します。 

5. バッテリカバーを元に戻します。 

注： 

本器では単 3 形ニッケル水素電池を充電できません。使用される電池の専

用充電器を使用して充電してください。 
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2.6 光ファイバケーブルの接続 
以下の手順で本器の測定ポートに光ファイバケーブルを接続してください。 

 注意 
光コネクタの接続面は傷つきやすいため，無理にコネクタを押し込

んだり，傾いた状態で差し込んだりしないでください。パッチコードを

装着して破損を最小限に防いでください。 

光コネクタには，シングルモードファイバを使用してください。シング

ルモードファイバとマルチモードファイバを間違えて使用すると，正

しく測定できません。 

画面に表示されるポートに，光ファイバケーブルを接続してください。

逆のポートに光ファイバケーブルを接続すると，正しく測定できませ

ん。 

1. スライドカバー (図 2.2.2-1) を開けます。 

2. 光ファイバケーブルを接続する前は，必ずコネクタ端面を清掃してください。

詳しくは，「2.7 光コネクタ・光アダプタのクリーニング」を参照してください。 

3. 光ファイバケーブルを測定ポートに差し込みます。 

 

 

図2.6-1  光ファイバケーブルの接続 
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2.7 光コネクタ・光アダプタのクリーニング 
本器内蔵のフェルール端面のクリーニング 

本器光入出力コネクタ内部のフェルールのクリーニングには，本器の関連製品の

アダプタクリーナを使用してください。フェルールは定期的にクリーニングするよう

にしてください。FC アダプタを例に説明してありますが，ほかのアダプタの場合も

同様の方法・手順でクリーニングしてください。本器が SC 固定モデルの場合は，

光コネクタが本器に装着されている状態で清掃してください。 

 警告 
フェルール端面を清掃・確認するときは，光が出射していないことを

必ず確認してください。 

 注意 
ちり，ほこりなどがフェルール端面に付着したまま使用すると性能

が満足できなくなります。 

また，この状態のまま高出力な光を使用すると，接続した光ファイ

バケーブルおよび本器のフェルール端面を焼損する可能性があり

ます。測定前には，接続する光ファイバケーブルおよび本器のフェ

ルール端面を十分クリーニングしてください。 
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1. アダプタのレバーを引き上げ，ラッチが外れたことを確認してからアダプタを

静かにまっすぐ手前に引き抜きます。 

アダプタのレバー

ラッチ

 

図2.7-1  本器内蔵のフェルール端面のクリーニング 1 

 

2. アルコールを浸したアダプタクリーナをフェルール端面・側面に押し当て，ク

リーニングします。 

アダプタクリーナ
 

図2.7-2  本器内蔵のフェルール端面のクリーニング 2 

 

3. アルコールの付いていない新しいアダプタクリーナの先端部をフェルール

端面に押し当て，一方向に 2～3 回拭きます。 

 

図2.7-3  本器内蔵のフェルール端面のクリーニング 3 

4. アダプタクリーナでアダプタの内部を清掃します。 
(下記光アダプタのクリーニング参照)  

5. アダプタを逆の手順で取り付けます。その際，フェルール端面を傷つけない

よう十分注意してください。 
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光アダプタのクリーニング 

光ファイバケーブル接続用の光アダプタのクリーニングには，本器の関連製品のア

ダプタクリーナを使用してください。FC アダプタを例に説明してありますが，ほかの

アダプタの場合も同様の方法・手順でクリーニングしてください。 

また，本器内蔵のフェルール端面のクリーニングで外したアダプタも以下の手順で

クリーニングしてください。 

アダプタクリーナを光アダプタの割スリーブ内部に挿入し，前後に動かしながら一

方向に回転させます。 

 

図2.7-4  光アダプタのクリーニング 

注： 

フェルール径を確認し，1.25 mm 専用または2.5 mm 専用のアダプタク

リーナを使用してください。 
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光ファイバケーブルのフェルール端面のクリーニング 

ケーブル端のフェルールのクリーニングには本器の関連製品のフェルールクリー

ナを使用してください。FC コネクタを例に説明してありますが，ほかのコネクタの場

合も同様の方法・手順でクリーニングしてください。 

1. フェルールクリーナのレバーを引き，清掃面を出します。 

フェルールクリーナ レバー

清掃面

 

図2.7-5  光ファイバケーブルのフェルール端面のクリーニング 1 

 

2. レバーをそのままの状態で保持し，光コネクタのフェルール端面を清掃面に

押しつけ，一方向に擦ります。 

 

図2.7-6  光ファイバケーブルのフェルール端面のクリーニング 2 

 

クリーニングの注意事項 

・ 使用済みアダプタクリーナでクリーニングしないでください。 

・ 綿棒の繊維が付着する恐れがあるため，綿棒で仕上げの清掃をしないでく

ださい。 

・ 使用していないアダプタには必ずキャップをしてください。 
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2.8 光ファイバケーブルの取り扱い上の注意 
光ファイバケーブルは適切に取り扱わないと，性能劣化や破損することがありま

す。 

下記の点に注意して取り扱ってください。 

 注意 
ケーブルを引っ張りながら，コネクタを外さないでください 

ケーブルを引っ張ると，ケーブル内部の光ファイバが破断します。 

また，ケーブルの外皮が光コネクタから外れることがあります。 

 注意 
光ファイバケーブルを強く曲げたり，折ったり，挟んだりしない

でください 

ケーブル内部の光ファイバが破断します。 

光ファイバケーブルの曲げ半径は 30 mm 以上にしてください。これ

よりも曲げ半径を小さくすると，光ファイバケーブルの損失が増加し

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 注意 
光ファイバケーブルを強く引っ張ったり，ねじったり，ケーブル

を使って物を吊り下げたりしないでください 

ケーブル内部の光ファイバが破断します。 
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 注意 
光ファイバケーブルのコネクタを落としたりして，光コネクタ端

面を床や机などにぶつけないでください 

光コネクタ端面に傷が付いて接続損失が増加します。 

 警告 
光ファイバケーブルが破断したときは切断面に触れないでく

ださい 

光ファイバが皮膚に刺さり，けがをします。 

 注意 
光コネクタを分解しないでください 

部品が破損することや，性能が劣化することがあります。 
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2.9 光コネクタの交換 
光コネクタを交換するときはレバーを手前に引き，ラッチが外れたことを確認してか

ら光コネクタを持ち上げて外してください。ただし，光コネクタが固定の場合は交換

できません。本器が SC 固定モデルの場合は，光コネクタを交換できません。 

 警告 
本器の測定ポートや光ファイバケーブルを覗かないでください。レー

ザ光が目に入ると，被ばくし，負傷する恐れがあります。 

 注意 
光コネクタを交換する場合は，光コネクタや光コネクタの接続面を

傷つけないように注意してください。 

  

ラッチ

レバー

 

図2.9-1  光コネクタの交換 

 

参考として以下にコネクタの種類を記します。 

 

本器の内部

SC ST DIN FC 

 

図2.9-2  光コネクタの種類 
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2.10 周辺機器の接続 
USB メモリを本器に接続すると，本器に保存したファイルを USB メモリにコピーで

きます。またパーソナルコンピュータ (以下，パソコン) と本器を USB ケーブルで

接続すると，本器に保存したファイルを直接パソコンにコピーや移動ができます。 

本器と USB ケーブルで接続できるパソコンの対応 OS は，Windows 2000，

Windows XP SP3，または Windows 7 (32 bit)です。 

 USB 
Type A 

USB 
Type B 

 

図2.10-1  USB ポート 
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2.10.1 USB (Type A) ポート 
本器には USB メモリ，USB イーサネットコンバータ，USB Wi-Fi ドングル，USB 
Bluetooth ドングルを接続することができます。 

本器に接続できるUSB機器はUSB1.1準拠のものです。市販されているUSB機

器は，相性などによって使用できない場合があります。 

使用可能な USB 機器については，当社までお問い合わせください。 

 

図2.10.1-1  USB メモリの接続 

 

 注意 
フォルダやファイルの読み込み，保存，コピー，または削除をしてい

るときは，USB メモリを取り外さないでください。 

USB メモリに保存されているファイルやUSB メモリ本体が破損する

恐れがあります。 

本器に USB メモリが接続されると，次のメッセージが表示されます。 

 

図2.10.1-2  USB メモリの検出メッセージ 
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2.10.2 USB (Type B) ポート 
本器とパソコンを USB ケーブルで接続すると，パソコンから本器の内蔵メモリを操

作できます。 

本器と USB ケーブルで接続できるパソコンの対応 OS は，Windows 2000，

Windows XP SP3，または Windows 7 (32 bit)です。 

本器とパソコンを接続している場合は本器を操作できません。 

 注意 
本器とパソコンの USB 接続を切り離す場合は，必ずパソコンで

ハードウェアの取り外しができる準備をしてから切り離してください。

本器の内蔵メモリが破損する恐れがあります。 

以下の手順で本器とパソコンを接続してください。 

1. ファイルユーティリティ画面または設定画面を閉じてください。 
ファイルユーティリティ画面または設定画面を表示している場合は本器とパソ

コンを接続できません。 

2. USB ネットワーク機器かファイバスコープが接続されている場合，取り外しま

す。 

3. 本器の上面にある USB (Type B) ポートに USB ケーブルを接続します。 

4. パソコンと USB ケーブルを接続します。 

 

図2.10.2-1  USB ケーブルの接続 
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2.11 モジュールの交換 
以下の手順でモジュールを交換します。 

1. 本器の電源を切ります。AC アダプタが接続されている場合は，AC アダプタ

を取り外します。 

2. バッテリカバーを開け，バッテリーパックまたは単 3 形電池が入っている場合

は取り外します。 

3. 本器の背面にある取り付けネジを緩めます。 

4. モジュール取り外しラッチ (図 2.5.1-1) を押しながらメインフレームを前に引

いてモジュールから切り離します。 

注： 

モジュールとメインフレームを切り離すときはコネクタなどを傷つけない

ように十分注意してください。 

5. 新しいモジュールの裏面にある2つの溝を，メインフレームにある爪に合わせ

ます。 

6. 損傷しない強さでメインフレームとモジュールをはめます。 

7. 取り付けネジを締めます。ネジの締め付けトルクは 0.5 Nm 以下です。 

8. バッテリーパックまたは単 3 形電池を元に戻し，バッテリカバーを閉めます。 

 

爪 

溝 

メインフレーム  

モジュール 

 

図2.11-1  爪と溝の位置 
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第3章 基本操作とシステム設定 
 
この章では，電源の投入，ファイルに関する操作などの基本操作とシステム設定に

ついて説明します。 

 

3.1 電源の投入と切断 .......................................................... 3-2 
3.1.1 電源を投入する .................................................. 3-2 
3.1.2 電源を切断する .................................................. 3-2 

3.2 画面の名称 .................................................................... 3-3 
3.3 システム設定を変更する ................................................. 3-5 

3.3.1 一般................................................................... 3-5 
3.3.2 測定機能 ........................................................... 3-8 
3.3.3 自動保存 ......................................................... 3-13 

3.4 ファイルを管理する ....................................................... 3-15 
3.4.1 フォルダを新規作成する ................................... 3-17 
3.4.2 フォルダ，ファイルを削除する ........................... 3-18 
3.4.3 フォルダ，ファイルをコピーする ......................... 3-19 
3.4.4 フォルダ名，ファイル名を変更する .................... 3-21 
3.4.5 フォルダ，ファイルを複数選択して削除または 

コピーする ........................................................ 3-23 
3.5 画面表示を保存する ..................................................... 3-25 
3.6 文字を入力する ............................................................ 3-26 
3.7 ヘルプを表示する ......................................................... 3-28 
3.8 バージョンを表示する ................................................... 3-29 
3.9 電源投入後に表示される画面を設定する ...................... 3-30 
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3.1 電源の投入と切断 
3.1.1 電源を投入する 

1. 本器に電源を供給します。詳しくは，「2.4 電源の接続」，「2.5 バッテリー

パックの使用方法」を参照してください。 

2.  を押します。 
Network Master ロゴが表示されます。ロゴが表示されている間に本器のセ

ルフテストが行われます。 

3. セルフテストをパスすると， [トップメニュー] 画面が表示されます。 
セルフテストで異常があった場合，[Initialization Failed] が表示されま

す。 

注： 

Network Master ロゴが表示されない場合は，本器が正しく起動していな

い可能性があります。電源を入れなおしてください。電源を入れなおしても

問題が発生する場合は，メインフレームとモジュールが正しく取り付けられて

いない可能性があります。「2.11 モジュールの交換」を参照して正しく取り

付けてください。問題が続く場合は，当社または当社代理店までお問い合

わせください。 

手順 3 で表示される画面を切り替えるには，「3.9 電源投入後に表示される画面を

設定する」を参照してください。 

 注意 
本器専用の AC アダプタのみ使用してください。専用品以外の AC

アダプタを本器に使用すると本器が破損する恐れがあります。 

3.1.2 電源を切断する 
1.  を押してメニューを表示します。 

2.   で [電源オフ] を選択し，  を押します。 

3. 電源オフの確認画面が表示されます。 
[はい] を選択し，  を押します。 

4. 本器の電源が切れます。 

注： 

 を 10 秒間押し続けると本器は強制終了します。 
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3.2 画面の名称 
本器の画面の名称を以下に示します。 

 

 

図3.2-1  画面の名称 

 

画面タイトル 

画面の名称が表示されます。 

測定光出力 

測定光が出力されているときは，  が表示されます。 

時刻 

時刻が表示されます。 

電源状態 

 アダプタが接続されています。 

 バッテリで動作しています。電池の残量が青色で表示されます。 

ソフトキー 

F1-F4 キーの機能，パラメータが表示されます。 

メニュー 

 を押すと，操作できる機能がメニューに表示されます。 

メニューが表示されているときに  を押すと，メニュー表示が消えます。 

     測定光出力 時刻 電源状態 

メニュー 

画面タイトル ソフトキー
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図3.2-2  ポップアップウィンドウの名称 

 

タイトル 

ポップアップウィンドウの名称が表示されます。 

タイトル 
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3.3 システム設定を変更する 
3.3.1 一般 

時刻，言語，オートパワーオフなどのシステム設定を変更できます。 

1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.   で [設定変更] を選択し，  を押すと設定画面が表示され

ます。 

3.  (一般) を押すと設定画面が表示されます。 

設定画面には，[設定 1] タブと [設定 2] タブがあります。 
 

 

図3.3.1-1  設定-一般-設定 1 タブ 

 

 

 

4.     で [設定 1] タブを選択します。 

5.   で [日付時刻] を選択します。 

(1)  を押すと日付時刻設定画面が表示されます。 

(2)    で変更したい項目を選択します。 

(3)   で設定内容を変更します。 

(4) (2)，(3)を繰り返します。 

(5) 変更が完了したら  (設定) を押します。設定内容を変更しない場合

は，  (キャンセル) を押します。 

6.   で設定内容を変更したい項目を選択します。設定項目につい

ては，「表 3.3.1-1 設定項目」を参照してください。 

7.     で設定内容を変更します。 

8. 6，7 を繰り返し，設定内容を変更します。 

9.     で [設定 2] タブを選択します。 
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図3.3.1-2  設定画面 ([設定 2]タブ) 

 

10.  で [画面の保存形式] を選択します。 

設定項目については，｢表 3.3.1-1 設定項目｣を参照してください。 

    で設定内容を変更します。 

11.  で [パスワード制限] を選択します。  

設定項目については，｢表 3.3.1-1 設定項目｣を参照してください。 

    で設定内容を変更します。  

12. パスワード制限機能を使用する場合は，パスワードを設定するために  
で [ログインパスワード] を選択します。設定項目については，｢表

3.3.1-1 設定項目｣を参照してください。 

13.  を押してログインパスワード画面を表示し，パスワードを入力します。 

注: 

パスワードを入力するときは AC アダプタを使用してください。 
また，パスワードを忘れると本器にログインできなくなるため，パスワー

ドは大切に保管してください。 
ログインパスワードの初期値は，モジュールのシリアル番号下 4 桁が設

定されています。 

14.   で [リモート GUI パスワード] を選択します。設定項目につい

ては，｢表 3.3.1-1 設定項目｣を参照してください。 

15.  を押してリモート GUI パスワード画面を表示し，パスワードを入力しま

す。 

16. 変更が完了したら     で [設定] を選択し，  を押しま

す。 

設定内容を変更しない場合は，[キャンセル] を選択し  を押します。 

 [初期設定] を選択し，  を押すと工場出荷時の状態に戻すことができま

す。詳しくは，「付録 B 初期設定値」を参照してください。 

17. 設定した内容が反映されます。 

表3.3.1-1  設定項目 
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項目名 機能 設定可能範囲 

配色 

画面表示の配色を変更します。 

本器を晴天の屋外で使用する場合は，ホ
ワイトを推奨します。 

標準, ホワイト，ブラック, オレンジ, 
グリーン 

言語 表示する言語を切り替えます。 

選択肢は以下のとおり 

English, Japanese, Chinese(T), 
Chinese(S) *1, French, German, 
Spanish(SP), Spanish(LA),  
Italian, Korean,  

Polish, Portuguese,  
Finnish, Danish,  
Swedish, Russian, Dutch 

自動バックライト オフ 

バッテリーパックから本器に電源を供給し
ているときに本器を一定時間操作しない
と，LCD ディスプレイのバックライトが自動
的に消灯します。 

ふたたびバックライトを点灯させる場合は，
任意のキーを押してください。 
設定が無効となっていても，本器がバッテ
リで動作している場合に約 1 分間キー操
作しないと，省電力モードとなりバックライト
の輝度が下がります。 

無効, 30 秒, 5 分, 10 分, 15 分, 
20 分,25 分,30 分,35 分, 40 分,  
45 分,50 分,55 分, 60 分 

自動電源オフ 
バッテリーパックから本器に電源を供給し
ているときに本器を一定時間操作しない
と，本器の電源が自動的に切れます。 

無効, 10 分, 30 分, 60 分, 90 分, 
120 分 

画面の保存形式 
メニューから [画面の保存] を選択したと
きに保存されるデータ形式を変更します。

BMP, JPEG, PNG 

パスワード制限 

パスワード制限機能を ON に設定すると，
本器の電源を入れたときにパスワードの入
力がうながされ，正しいパスワードを入力し
ログインするまで本器を操作することがで
きません。 

OFF, ON 

ログインパスワード ログイン用のパスワードを変更します。 

最大 12 文字 

初期値はモジュールのシリアル番号
下 4 桁 

リモート GUI パスワード 
リモート GUI 用のパスワードを変更しま
す。 

最大 12 文字 

*1： Chinese(S) の場合，表示が他の言語と異なる記号があります。 
例：”$”が”￥”と表示されます。 
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3.3.2 測定機能 
測定機能の設定は，OTDR 機能，Fiber Visualizer 機能，または DCFL 機能を

実行しているときに変更できます。 

1.  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [設定変更] を選択し，  を押すと設定画面が表示され

ます。 

3.  (測定機能) を押すと，測定機能に関する設定画面が表示されます。設

定画面には，[1] タブと [2] タブがあります。 

4.     で [1] タブを選択します。 

5.  で設定内容を変更したい項目を選択します。設定項目につい

ては，「表 3.3.2-1 設定項目 (測定機能)」を参照してください。 

 

図3.3.2-1  測定機能設定画面 1 (OTDR 機能の場合) 

 

注： 

DCFL 機能の場合は，[通信光チェックを有効にする] が表示されま

せん。 
Fiber Visualizer 機能と DCFL 機能の場合は，[自動解析を有効に

する] の設定を変更できません。 

6.  を押すとチェックボックスにチェックマークが入ります。 

7.  5, 6 を繰り返し，設定内容を変更します。 
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8.     で [2] タブを選択します。 

 

図3.3.2-2  測定機能設定画面 2 (OTDR 機能，DCFL 機能の場合) 

 

注： 

Fiber Visualizer 機能の場合は，[アイコンの動作]，[全反射減衰量

の計算]が表示されます。 

 

図3.3.2-3  測定機能設定画面 2 (Fiber Visualizer 機能の場合) 

 

9.   で設定内容を変更したい項目を選択します。設定項目につい

ては，｢表 3.3.2-1 設定項目｣を参照してください。 

    で設定内容を変更します。 

10. ファイバタイプを変更する場合は，   で [ファイバタイプ] を選択

し，  を押してファイバタイプ画面を表示します。 
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11.   で [タイプ] を選択し，変更したいグループを     で選択し

ます。変更できるグループは，2 もしくは 3 のみです。 

 

図3.3.2-4  ファイバタイプ画面 

 

12.   で IOR と BSC の設定画面に表示させたいファイバタイプを選

択し，  を押してチェックを付けます。 

13. タイプの変更が完了したら  (設定) を押します。 

設定内容を変更しない場合は，  (キャンセル) を押します。 

14. 変更が完了したら    で [設定] を選択し，  を押します。 

設定内容を変更しない場合は，[キャンセル] を選択し  を押します。 
[初期設定] を選択し，  を押すと工場出荷時の状態に戻すことができま

す。詳しくは，「付録 B 初期設定値」を参照してください。 

15. 設定した内容が反映されます。 
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表3.3.2-1  設定項目 (測定機能) 

項目名 機能 設定値 

接続チェックを有効にする 
測定開始時に被測定ファイバの接続状態をチェック
するかどうかを選択します。 

オフ，オン 

通信光チェックを有効にする 
測定開始時に被測定ファイバ内の通信光の有無を
チェックするかどうかを選択します。 

オフ，オン 

自動解析を有効にする 

測定終了時に波形解析を自動的に実行するかどう
かを選択します。 

注： 

Fiber Visualizer 機能の場合は，必ず有効に

なります。 

オフ，オン 

ダミーファイバ表示を有効にす
る 

波形表示画面上に本器に内蔵されているダミーファ
イバの波形を表示するかどうかを選択します。 

オフ，オン 

IOR とカーソルの連動表示を
有効にする 

設定画面内の IOR 値を設定するときに，カーソルの
現在の距離を表示するかどうかを選択します (図
3.3.2-5, 3.3.2-6 参照) 。 

オフ，オン 

距離の単位 

設定画面や波形表示画面で表示される距離の単位
を選択します。 

mi (マイル)，ft (フィー
ト)，kf (キロフィート)，m 
(メートル)，km (キロメー
トル) 

波形の保存形式 

測定した波形の保存ファイル形式を選択します。
XML，SOR&XML を選択すると，ファイルサイズが
SOR と比べて大きくなり，保存処理に時間がかかる
ことがあります。 

ZIP を選択すると，波長が異なる複数の波形ファイ
ルを１つのファイルに保存します。 

SOR， 
XML， 
SOR&XML, 
ZIP 

ファイバタイプ 

IOR と BSC の設定画面に表示されるファイバタイプ
を選択します。 

注： 

グループ 1 は変更できません。 
選択したファイバタイプはすべて表示されま

す。 

グループ 1,  

グループ 2, 

グループ 3 

アイコンの動作＊ Fiber Visualizer 画面で左右キーを押したとき，ど
ちらの方向へアイコンを移動させるか選択します。 

左から右，右から左 

全反射減衰量の計算*1 
全反射減衰量の計算に遠端イベントを含めるかどう
かを選択します。 

遠端を含める，遠端を含
めない 

＊： Fiber Visualizer 機能の場合のみ表示されます。 
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図3.3.2-5  IOR と BSC の設定画面  

(IOR とカーソルの連動表示を有効にする: Off 時) 

 

 

図3.3.2-6  IOR と BSC の設定画面  

(IOR とカーソルの連動表示を有効にする: On 時) 

 



3.3 システム設定を変更する 

3-13 

3 

基
本
操
作
と
シ
ス
テ
ム
設
定 

3.3.3 自動保存 
1. OTDR 機能を実行している状態で  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [設定変更] を選択し，  を押すと設定画面が表示され

ます。 

3.  (自動保存) を押すと，自動保存の設定画面が表示されます。 

4.   で設定内容を変更したい項目を選択します。設定項目につい

ては，「表 3.3.3-1 設定項目 (自動保存)」を参照してください。 

 

図3.3.3-1  自動保存設定画面 

 

5.  を押すとチェックボックスにチェックマークが入ります。 

6. 測定結果の保存先を変更する場合は，   で[保存先]を選択し，

 を押すとフォルダ選択画面が表示されます。 

7.  測定結果を保存したいフォルダを選択し，  (選択) を押します。 

8. 測定結果を保存するファイル名に特定の文字列を含めたい場合は，  
 で[ファイル名]を選択し，  を押すと文字入力画面が表示されま

す。 

9.  入力が完了したら  (確定) を押します。 

10. ファイル名に付ける連番を変更する場合は，   で[連番開始番

号]を選択し，  を押すと文字入力画面が表示されます。 

11.  入力が完了したら  (確定) を押します。 

12. 変更が完了したら     で [設定] を選択し，  を押しま

す。 
設定内容を変更しない場合は，[キャンセル] を選択し  を押します。 
[初期設定] を選択し，  を押すと工場出荷時の状態に戻すことができま

す。詳しくは，「付録 B 初期設定値」を参照してください。 

13. 設定した内容が反映されます。 
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表3.3.3-1  設定項目 (自動保存) 

項目名 機能 設定値 

ファイル名を自動で生成 

ファイル名で設定された名前に連続番号を
付加しファイル名を作成します。 

日付や波長の情報を追加可能です。 

オフ，オン 

自動保存を有効 

測定終了時に自動的に波形ファイルを保
存します。 

リアルタイム測定時は測定を終了しても保
存されません。 

オフ，オン 

自動保存するメディア 
自動保存を有効にチェックが入っている場
合，ファイルを保存するデバイスを表示しま
す。 

内蔵メモリまたは USB メモリ。 

USB メモリが挿されている時は
USB メモリにのみ保存可。 

保存先 測定結果の保存先を設定します。 フォルダ名 

ファイル名 
ファイル名を自動で生成にチェックが入って
いる場合，設定されたファイル名で測定結
果が保存されます。 

アルファベット，数字，記号。 

最大 21 文字入力可。 

連番開始番号 

ファイル名に指定された番号を付加します。

保存が完了するごとに自動的に+1 ずつイ
ンクリメントされます。 

0～9999 

日付を付加 ファイル名に日付情報を付加します。 オフ，オン 

波長を付加 

ファイル名に測定波長情報を付加します。 

注： 

波形の保存形式で ZIP を選択した場

合, 本設定はオフ固定になります。 

オフ，オン 

 
ファイル名の命名ルールは以下のとおりです。波形の保存形式で SOR を選択して

いる場合は.sor と表示され，XML を選択している場合は.xml と表示されます。 
SOR & XML を選択している場合は.sor (.xml) と表示されます。ZIP を選択して

いる場合は.zip と表示されます。 

ファイル名_日付_波長_連続開始番号.sor 

例) 

ファイル名  auto 
日付を付加  2011/10/27 
波長を付加  1310nm 
連続開始番号  1 
 
auto_27102011_1310nm_001.sor 
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3.4 ファイルを管理する 
本器の内蔵メモリ，および USB メモリのファイルを操作できます。内蔵メモリに保存

した画面の画像ファイルや，波形データのファイルを USB メモリにコピーするとき

に，ファイル操作を使用します。 
ファイルユーティリティ画面では次の操作ができます。 

・ フォルダの新規作成 
・ フォルダ，ファイルの削除 
・ フォルダ，ファイルのコピー 
・ フォルダ名，ファイル名の変更 

 

図3.4-1  ファイルユーティリティ画面 

 

1. トップメニューで  (ファイルユーティリティ) を押すと，ファイルユーティリ

ティ画面が表示されます。 
トップメニュー以外の以下のいずれかの画面で  を押すと，メニューが表

示されます。メニューの [ファイルユーティリティ] を   で選択し，

 を押すとファイルユーティリティ画面が表示されます。測定中または接続

確認中は，ファイルユーティリティ画面を表示できません。 

・ 接続チェック画面 
・ 測定条件設定画面 
・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 
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2. ファイル操作が完了したら  (終了) を押し，ファイルユーティリティ画面を

閉じます。 

注： 

・ 本器の文字入力画面で設定できない文字が使用されているフォルダや

ファイルがある場合，フォルダやファイルの名称が正しく表示されません。

パソコンなどで名称を変更してから読み込みを行ってください。本器で

正しく表示できる文字については，「3.6 文字を入力する」を参照してく

ださい。 

・ 内蔵メモリの/Logs フォルダ，/Properties フォルダ，/Screen Captures
フォルダは本器が使用するシステムフォルダです。システムフォルダは

操作しないでください。 
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3.4.1 フォルダを新規作成する 
1. ファイルユーティリティ画面を表示します。 

2.     でフォルダを新規作成するメディアを選択します。選択できるメディア

 は，[内蔵メモリ] または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は，[USB] を選択できません。 

3. 複数選択がオフに設定されていることを確認します。 
オフに設定されている場合，  には [複数選択オフ] と表示されます。[複
数選択オン] と表示されている場合は，  を押すとオフに切り替えることが

できます。 

4.   で新規作成したい場所を選択し，  を押します。フォルダ

は，[ ] で囲まれて表示されます。 
現在のフォルダから 2 階層以上下位にあるフォルダに移動する場合は，この

操作を繰り返します。上位の階層のフォルダに移動する場合は，[..] を選択

し，  を押します。 

注： 

500 個以上のファイルがあるフォルダを選択した場合は，ファイル

ユーティリティ画面にフォルダの内容が表示されるまでに時間がかか

ることがあります。 

5.  (ファイル操作) を押します。 

6.   で [新規フォルダ作成] を選択し，  を押します。 

7. newFolder という名前のフォルダが作成されます。 

注： 

同 名 の フ ァ イ ル ， ま た は フ ォ ル ダ が す で に 存 在 す る 場 合 は ，

newFolder の後に数字が付加された，重複しない名称のフォルダが

作成されます。 
たとえば，newFolderがすでに存在する場合は newFolder1が，さら

に newFolder1 もすでに存在する場合は newFolder2 が作成されま

す。 



第 3 章  基本操作とシステム設定 

3-18 

3.4.2 フォルダ，ファイルを削除する 
1. ファイルユーティリティ画面を表示します。 

2.     でフォルダまたはファイルを削除するメディアを選択します。選択できる

 メディアは，[内蔵メモリ] または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は，[USB] を選択できません。 

3. 複数選択がオフに設定されていることを確認します。 
オフに設定されている場合，  には [複数選択オフ] と表示されます。[複
数選択オン] と表示されている場合は，  を押すとオフに切り替えることが

できます。 

4.   で削除したいフォルダまたはファイルの場所を選択し，  を

押します。フォルダは，[ ] で囲まれて表示されます。 
現在のフォルダから 2 階層以上下位にあるフォルダに移動する場合は，この

操作を繰り返します。上位の階層のフォルダに移動する場合は，[..] を選択

し，  を押します。 

注： 

500 個以上のファイルがあるフォルダを選択した場合は，ファイルユー

ティリティ画面にフォルダの内容が表示されるまでに時間がかかること

があります。 

5.   で削除したいフォルダまたはファイルを選択します。フォルダ

は，[ ] で囲まれて表示されます。 

6.  (ファイル操作) を押します。 

7.   で [削除] を選択し，  を押すと以下のメッセージが表示さ

れます。 

 

ここに表示されるファイル／フォルダが削除されます 
 

図3.4.2-1  削除確認メッセージ 

 

8. 表示されているフォルダ名 (ファイル名) でよければ     で [はい] を選

択し，  を押します。削除しない場合は，[いいえ] を選択します。 

9. 選択したフォルダまたはファイルが削除されます。 
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3.4.3 フォルダ，ファイルをコピーする 
1. ファイルユーティリティ画面を表示します。 

2.     でコピー元のメディアを選択します。選択できるメディアは，[内蔵メモ

リ]，または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は [USB] を選択できません。 

3. 複数選択がオフに設定されていることを確認します。 
オフに設定されている場合，  には [複数選択オフ] と表示されます。[複
数選択オン] と表示されている場合は，  を押すとオフに切り替えることが

できます。 

4.   でコピーしたいフォルダまたはファイルの場所を選択し，  
を押します。フォルダは，[ ] で囲まれて表示されます。 
現在のフォルダから 2 階層以上下位にあるフォルダに移動する場合は，この

操作を繰り返します。上位の階層のフォルダに移動する場合は，[..] を選択

し，  を押します。 

注： 

500 個以上のファイルがあるフォルダを選択した場合，ファイルユー

ティリティ画面にフォルダの内容が表示されるまでに時間がかかること

があります。 

5.   でコピーしたいフォルダまたはファイルを選択します。フォルダ

は，[ ] で囲まれて表示されます。 

6.  (ファイル操作) を押します。 

7.   で [コピー] を選択し，  を押すとコピー先を指定する画面

が表示されます。 

8.     でコピー先のメディアを選択します。選択できるメディアは，[内蔵メモ

リ]，または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は [USB] を選択できません。 

9.   でコピー先のフォルダを選択し，  (貼り付け) を押します。

コピーしない場合は，  (キャンセル) を押します。 

10. 選択したフォルダまたはファイルがすでにコピー先にある場合は，上書き確

認メッセージが表示されます。表示されない場合は，手順 12 へ進みます。 
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11. ひとつのファイルを上書きする場合：  

  で [はい] を選択し，  を押します。 

上書きしない場合は，[いいえ] を選択して  を押します。  

複数のファイルを上書きする場合 (1 ファイルずつ) ： 

  で [はい]を選択して  を押すと，ファイルが上書きされま

す。[いいえ]を選択すると，上書きされません。 
上書きが完了するか，上書きしなかった場合は，次のファイルの上書

き確認メッセージが表示されます。選択しているすべてのファイルが

完了するまで，メッセージは表示されます。 

上書きをキャンセルする場合は，[キャンセル] を選択して  を押

します。 

複数のファイルを上書きする場合 (全ファイル) ： 

  で [全て]を選択して  を押すと，自動的にすべてのファイ

ルが上書きされます。 

上書きしない場合は，[キャンセル] を選択して  を押します。  

12. コピーが成功すると以下のメッセージが表示されます。 

 

図3.4.3-1  コピー完了メッセージ 

 

13.  を押すとメッセージが消えます。 
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3.4.4 フォルダ名，ファイル名を変更する 
1. ファイルユーティリティ画面を表示します。 

2.     でフォルダ名またはファイル名を変更するメディアを選択します。選択

 できるメディアは，[内蔵メモリ]，または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は，[USB] を選択できません。 

3. 複数選択がオフに設定されていることを確認します。 
オフに設定されている場合，  には [複数選択オフ] と表示されます。[複
数選択オン] と表示されている場合は，  を押すとオフに切り替えることが

できます。 

4.   で名前を変更したいフォルダまたはファイルの場所を選択し，

 を押します。フォルダは，[ ] で囲まれて表示されます。 
現在のフォルダから 2 階層以上下位にあるフォルダに移動する場合は，この

操作を繰り返します。上位の階層のフォルダに移動する場合は，[..] を選択

し，  を押します。 

注： 

500 個以上のファイルがあるフォルダを選択した場合，ファイルユー

ティリティ画面にフォルダの内容が表示されるまでに時間がかかること

があります。 

5.   で名前を変更したいフォルダまたはファイルを選択します。

フォルダは，[ ] で囲まれて表示されます。 

6.  (ファイル操作) を押します。 

7.   で [名前の変更] を選択し，  を押すと文字入力画面が表

示されます。 

(1)     入力したい文字を選択します。 

(2)  を押すと文字が入力されます。 

(3) (1)，(2) を繰り返します。入力できる文字数は 23 文字です。 

(4) 入力が完了したら  (確定) を押します。設定内容を変更しない場合

は，  (キャンセル) を押します。 

 文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 
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8. 選択したフォルダまたはファイルが入力した名前に変更されます。 
同じ名前のファイルが存在する場合は，次のメッセージが表示されます。 
[はい] を選択すると，ファイルは上書きされます。 
[いいえ] を選択すると，ファイル名の変更が中止されます。 

 

図3.4.4-1  ファイル/フォルダ名の上書き確認メッセージ 

 

同じ名前のフォルダが存在する場合は，次のメッセージが表示されます。 
この場合，フォルダの名称は変更されません。 

 

図3.4.4-2  ファイル/フォルダ名変更不可のメッセージ 
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3.4.5 フォルダ，ファイルを複数選択して削除またはコピーする 
同一フォルダ内の複数のフォルダ，ファイルを選択して，コピーや削除が一度にで

きます。 

 

図3.4.5-1  ファイルユーティリティ画面 (複数選択オン) 

 

1. ファイルユーティリティ画面を表示します。 

2.     でフォルダまたはファイルを削除 (コピー) するメディアを選択します。 

選択できるメディアは，[内蔵メモリ]，または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は [USB] を選択できません。 

3.  (複数選択オフ) を押すと，設定値 (赤字) がオンに設定されます。オン

に設定されている場合，  には [複数選択オン] と表示され，フォルダ，

ファイル名の前にチェックボックスが表示されます。 

注： 

複数選択がオンに設定されている場合，現在のフォルダから上位また

は下位のフォルダに移動できません。 

4.   で削除 (コピー) したいフォルダまたはファイルを選択し，  
を押すとファイル名の前にチェックが表示されます。再度  を押すとファ

イル名の前のチェックがなくなります。チェックが表示されているフォルダまた

はファイルが削除 (コピー) 対象になります。フォルダは，[ ] で囲まれて表

示されます。 
なお，  (ファイル操作) を押して   で [全て選択] を選択し 

 を押すと，選択可能なすべてのファイル，フォルダにチェックが表示され

ます。 
また，  (ファイル操作) を押して   で [全て選択解除] を選

択し  を押すと，選択可能なすべてのファイル，フォルダからチェックが

なくなります。 
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5.  (ファイル操作) を押します。 

6.   で [削除]，または [コピー] を選択し，  を押します。 

7. ここから先の操作は，「3.4.2 フォルダ，ファイルを削除する」または「3.4.3 
フォルダ，ファイルをコピーする」を参照してください。 
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3.5 画面表示を保存する 
LCD ディスプレイに表示されている画面を，BMP，JPEG，または PNG のデータ

形式で本器の内蔵メモリに保存できます。測定結果や波形などを，画像として保存

したいときに使用します。ただし，メニューとメッセージは保存できません。 

画面の保存形式 (BMP，JPEG，PNG) の選択方法については，｢3.3.1 一般｣

を参照してください。 

1. 保存したい画面を表示します。 

2.  を押すとメニューが表示されます。 

3.   で [画面の保存] を選択して，  を押します。 
本器の内蔵メモリの/Data フォルダに，以下の名称でファイルが保存されま

す。 

yyyy-mm-dd@HH-MM-SS.bmp 

yyyy ： 画面が保存された日時の年 

mm ： 画面が保存された日時の月 

dd ： 画面が保存された日時の日 

HH ： 画面が保存された日時の時 

MM ： 画面が保存された日時の分 

SS ： 画面が保存された日時の秒 

注： 

本器では保存したファイルを表示できません。保存したファイルは，パ

ソコンなどにコピーして表示してください。 

4. 画面が保存されると，以下のメッセージが表示されます。 
画面の保存には，数秒かかります。 

 

図3.5-1  保存確認メッセージ 

 

5.  を押すとメッセージが消えます。 
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3.6 文字を入力する 
文字入力画面での文字入力の方法について説明します。本器は，フォルダやファ

イル名に英数字のみを使用できます。 

 

図3.6-1  入力文字の遷移 

 

次の操作で文字を入力できます。 

・ ファィルユーティリティの  (ファイル操作) [名前の変更] 
・ ファィルユーティリティ(保存) [ファイル名] 
・ 設定画面の  (自動保存) [ファイル名]，[連番開始番号] 
・ ファイバスコープ画面の  (保存) [ファイル名] 
・ PNG ファイルの保存画面 [ファイル名] 
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1. 次のどれかの操作をします。 

・ ファイルユーティリティ画面で，  (ファイル操作) から [名前の変更] 
を選択して，  を押します。 

・ 設定変更画面で，  (自動保存) から [ファイル名] を選択して，  
を押します。 

・ 設定変更画面で，  (自動保存) から [連続開始番号] を選択して，

 を押します。 

・ ファイバスコープ画面で，  (保存) を押してから [ファイル名] を選択

して，  を押します。 

・ ファイバスコープ画面で  を押し，[PNG 画像に保存] を選択してか

ら  を押します。次に [ファイル名] を選択して  を押します。 

・ ファイバスコープ画面で  を押し，[PDF レポートの作成] を選択し

てから  を押します。次に  (レポートの作成) を押し，[ファイル名] 
を選択してから  を押します。 

2.  を押すごとに入力できる文字の種類が，図 3.6-1のようにアルファベット，

数字，記号に切り替わります。  を押して，入力する文字の種類を選択しま

す。  の表示内容が，現在選択されている文字の種類です。 

3.     で入力する文字を選択します。 

4.  を押すと文字が入力されます。文字を削除する場合は  (削除) を

押します。 

5. 2～4 を繰り返し，文字を入力します。 

6. 入力が完了したら  (確定) を押します。入力をキャンセルする場合は 
 (キャンセル) を押します。 



第 3 章  基本操作とシステム設定 

3-28 

3.7 ヘルプを表示する 
1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.   で [ヘルプ] を選択して，  を押すとヘルプが表示されま

す。 

注： 

ファイルユーティリティ画面，Fiber Visualizer 画面では，メニューに 
[ヘルプ] が表示されません。 

3.      のどれかを押すとヘルプが消えます。 

図3.7-1  ヘルプメッセージの例 
 

ヘルプメッセージ 
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3.8 バージョンを表示する 
メインフレームやモジュールのシリアルナンバー，ソフトウェアバージョンなどが表示

できます。モジュールやオプションによって表示される内容が異なります。 

 

図3.8-1  バージョン情報画面 

 

1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.   で [設定変更] を選択して，  を押すと設定画面が表示さ

れます。 

3.  を押すとメニューが表示されます。 

4.   で [バージョン情報] を選択して，  を押すとバージョン情

報画面が表示されます。 

5.     で [OK] を選択し，  を押すとバージョン情報画面が閉じます。 

[保存] を選択し，  を押すとバージョン情報が本器の内蔵メモリの/Data
フォルダに Versions.txt という名称のテキストファイルが保存されます。 

 ----------------------------------------------------------------------------- 
ｿﾌﾄｳｴｱ ﾊﾞー ｼﾞｮﾝ1.03 
 
OS :4.32 
SDK :4.56 
 
OTDR :1.00 
パワーメータ :1.00 
 
ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑSN： 6200894971 
ﾓｼﾞｭｰﾙ SN： 6200654320 
 
稼働時間(ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ)：244 時間 
稼働時間(ﾓｼﾞｭｰﾙ )：851 時間 
-----------------------------------------------------------------------------  

図3.8-2  バージョン情報保存例 

 

注： 

本器では保存したファイルを表示できません。パソコンなどで表示してください。 



第 3 章  基本操作とシステム設定 

3-30 

3.9 電源投入後に表示される画面を設定する 
電源投入後に表示される画面を，次の画面に変更できます。 

・ トップメニュー 
・ OTDR 
・ Fiber Visualizer 
・ DCFL 
・ PON パワーメータ＊ 
・ 光源＊  
・ パワーメータ＊ 
・ 光ロス測定＊ 

＊： 設定できる機能と形名との対応は「表 1.1-1」を参照してください。 

 

 

図3.9-1  トップメニュー画面 (MU909014C6/MU909015C6 の場合) 

 

1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.   で [トップメニュー] を選択し，  を押します。 

3. 確認メッセージが表示されます。   で [はい] を選択し，  を押すとトッ

プメニュー画面が表示されます。 

4.  (自動起動) を押します。 

 

図3.9-2  自動起動ポップアップウィンドウ 

 



3.9 電源投入後に表示される画面を設定する 

3-31 

3 

基
本
操
作
と
シ
ス
テ
ム
設
定 

5. 電源投入後に表示される画面をトップメニュー画面に設定するときは，  
 で [自動起動有効] を選択し，  を押してチェックを外します。 

6. 電源投入後に表示される画面をトップメニュー以外の画面に設定するとき

は，   で [自動起動有効] を選択し，  を押してチェックをつ

けます。 

7.   で [アプリケーション] を選択し，    で画面を選択します。 

8. 変更が完了したら     で [設定] を選択し，  を押しま

す。設定内容を変更しない場合は，[キャンセル] を選択し  を押しま

す。 
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第4章  ファイバの障害点を調べる 
 
ここでは，OTDR 機能や Fiber Visualizer 機能を使ってファイバの損失測定，お

よび障害点の検出方法について説明します。 
ファイバの接続方法，取り扱い上の注意は，第 2 章を参照してください。 

Fiber Visualizer 機能を使う場合は，「4.12 Fiber Visualizer で測定する」を参

照してください。 

4.1 測定手順 ........................................................................ 4-2 
4.2 測定条件を設定する ....................................................... 4-3 

4.2.1 測定条件を設定する (測定条件設定) ................ 4-4 
4.2.2 測定方法を設定する (測定機能設定) .............. 4-12 
4.2.3 保存方法を設定する (自動保存) ...................... 4-15 

4.3 測定を開始する ............................................................ 4-18 
4.3.1 接続をチェックする ........................................... 4-18 
4.3.2 接続チェック結果に対する操作 ......................... 4-19 

4.4 波形を観測する ............................................................ 4-20 
4.4.1 波形を表示する (波形表示) ............................. 4-20 
4.4.2 カーソルを使用する (カーソル) ......................... 4-24 
4.4.3 波形を拡大表示する (ズーム) .......................... 4-26 
4.4.4 波形を切り替える ............................................. 4-28 

4.5 波形を解析する ............................................................ 4-29 
4.5.1 波形を解析する (波形解析) ............................. 4-29 
4.5.2 イベント検出条件を設定する (解析しきい値) .... 4-33 
4.5.3 判定条件を設定する (良否判定しきい値) ......... 4-35 

4.6 波形ファイルにヘッダーを設定する ............................... 4-37 
4.7 波形を保存する (ファイルユーティリティ保存) ............... 4-39 
4.8 波形を読み込む (ファイルユーティリティ読み込み) ....... 4-42 
4.9 設定を初期化する (全設定初期化) .............................. 4-44 
4.10 計算方法 ...................................................................... 4-45 

4.10.1 損失測定 ......................................................... 4-45 
4.10.2 イベントの判定 ................................................. 4-49 

4.11 可視光源を使用する ..................................................... 4-52 
4.12 Fiber Visualizer で測定する ......................................... 4-53 
4.13 サマリを作成する .......................................................... 4-64 
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4.1 測定手順 
OTDR 機能を使って光ファイバシステムの損失，距離を測定する手順を次の図に

示します。 

本器に光ファイバケーブルを接続する 

    を押して測定を開始する 

入力光が検出されているか？ 

接続チェックで光ファイバケーブルの接続状態をチェッ
クする 

測定条件を設定する 

はい 

いいえ 

[接続チェックを有効にする]をチェックしているか？ 

はい 

いいえ 

    を押して測定を続行する 

良，可の場合 

不可の場合 

光ファイバケーブルのコ
ネクタをクリーニングする

測定が完了するまで待つ 

[自動解析を有効にする]をチェックしているか？ 

    を押して波形を解析する 

はい 

いいえ 
イベントを正しく検出しているか? 

測定結果(距離，損失，反射減衰量)を確認する 

[通信光チェックを有効にする]をチェックしているか? 通信光（入力光）を
遮断する 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ 

イベントの検出条件
を変更する 

 

図4.1-1  光ファイバシステムの測定手順 
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4.2 測定条件を設定する 
測定する前に次の項目を設定します。 

・測定条件 
ファイバの特性 (IOR，BSC) 
波長 
測定条件 (測定距離，分解能，パルス幅，平均化処理時間) 
損失測定方法 

 
・測定方法 

測定前に接続チェックの実施をするかどうか 
測定前に通信光の存在のチェックを実施するかどうか 
測定後に波形解析の実行をするかどうか 

 
・測定結果 

測定器内部のファイバ波形の表示をするかどうか 
ファイバの特性 (IOR，BSC) 設定時のカーソル位置を表示するかどうか 
距離の単位の設定をするかどうか 

 
・測定結果の保存方法 

ファイル保存時にファイル名を自動生成するかどうか 
自動生成するファイル名に文字列，日付，波長，開始番号を含むかどうか 
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4.2.1 測定条件を設定する (測定条件設定) 
測定条件設定画面で次の項目を設定します。 

表4.2.1-1  ファイバの測定条件の設定項目  

項目名 機能 入力可能範囲 初期値 

全て自動設定 

距離レンジ，分解能，パルス幅，および
平均化の値を自動設定します。 

本機能をオンにすると，[全波長に反映
する] がオンになります。 

オフ, オン オン 

全波長に反映する 

以下の項目を，すべての波長で同じ設
定値にします。 

距離レンジ，分解能，パルス幅，平均化 

オフ, オン オン 

距離レンジ 
＊1,＊2,＊3,＊4 

最大測定距離を設定します。 単位 mi の場合:  
自動設定, 0.3, 0.6, 1.6, 3.1, 
6.2, 15.5, 31.1, 46.6, 77.7, 
155.3 

単位 ft の場合:  
自動設定, 1640, 3281, 8202, 
16404, 32808, 82021, 
164042, 246063, 410105, 
820210 

単位 kf の場合:  
自 動 設 定 , 1.64, 3.281, 
8.202, 16.404, 32.808, 
82.021, 164.042, 246.063, 
410.105, 820.210 

単位 m の場合:  
自動設定, 500, 1000, 2500, 
5000, 10000, 25000, 50000, 
75000, 125000, 250000 

単位 km の場合:  
自動設定, 0.5, 1, 2.5, 5, 10, 
25, 50, 75, 125, 250 

自動設定 
＊5 

分解能＊2 表示分解能を設定します。 標準，高密度，超高密度 高密度 

パルス幅＊1,＊2 
パルス幅を設定します。 
us の表示は，µs を表します。 

自動設定, 5 ns, 10 ns, 20 ns, 50 
ns, 100 ns, 200 ns, 500 ns,  
1 us, 2 us, 5 us, 10 us, 20 us 

自動設定 
＊5 

平均化＊2 
測定モードが平均化のときに，平均化処
理の時間を設定します。 

自動設定, 1, 5, 10, 15, 30, 45, 60, 
90,120, 180 

自動設定 

＊1： 距離レンジの値と，設定可能なパルス幅の組み合わせは，表4.2.1-2 を参照

してください。 

＊2： [全て自動設定] がオフのときだけ設定できます。 

＊3： 波長ごとに設定可能なファイバが異なります。詳しくは，｢表4.2.1-3 波長と

ファイバの組み合わせ」を参照してください。 

＊4： DCFL の場合は，自動設定，0.5～10 km のみ設定できます。 

＊5： DCFL の場合は 1 km / 10ns。 
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表4.2.1-1  ファイバの測定条件の設定項目 (続き) 

項目名 機能 入力可能範囲 初期値 

マクロベンド解析 
マクロベンドの検出を有効にします。この
機能を使用する場合は，測定モードを 2
波長測定に設定する必要があります。 

オフ，オン オフ 

PON  

スプリッタの数と各スプリッタの分岐数を
設定します。 

距離レンジ，パルス幅，平均化が自動設
定の場合，スプリッタの数と各スプリッタ
の分岐数に応じてユーザ宅からの PON
障害点探索に適した値に変更されます。

・ スプリッタの数 

 検出の場合は自動でスプリッタ数を検
出します。 

・ 各スプリッタの分岐数 

 1×??の場合は自動で分岐数を検出し
ます。 

スプリッタの数:  

1, 2, 3, 検出, 無し 

 

スプリッタの分岐数: 

1×2, 1×4, 1×8, 1×16, 1×32, 
1×64, 1×128, 1×?? 

無し 

ファイバ＊3 
接続するファイバの種類を設定します。 ｢表4.2.1-3 波長とファイバの組み

合わせ」を参照してください 
その他 

IOR 

接続するファイバの群屈折率を設定しま
す。 

1.3000～1.7000，0.0001 間隔 1.4677＊6 

1.4680＊7 

1.4682＊8 

1.4685＊9 

BSC 

特殊なファイバを使用している場合は，
後方散乱係数を設定します。 

通常の障害判定では変更しません。 

–90.0～–40.0，0.01 間隔 –78.50＊6 

–81.10＊7 

–81.50＊8 

–82.50＊9 

解析方法 

波形表示画面に表示される損失の測定
方法を設定します。 

2 点間損失, 接続損失 (LSA),  
伝送損失 2PA, 伝送損失 LSA (A), 
伝送損失 LSA (B), 全反射減衰量
＊10, イベント 

イベント＊11

2 点間損失
＊12 

測定モード＊15 
設定した時間，平均化処理をするか設定
します。 

平均化，リアルタイム，2 波長測定 平均化 

波長 
＊13, ＊14, ＊15 

測定光の波長を設定します。 

画面の図には，光が出力されるコネクタ
に矢印が表示されます。 

1310 nm，1490 nm，1550 nm， 
1625 nm，1650 nm 

1310 nm 

 

＊6： 波長 1310 nm 

＊7： 波長 1490 nm 

＊8： 波長 1550 nm 

＊9： 波長 1625 nm，1650 nm 

＊10： 分解能が超高密度の場合は，全反射減衰量の測定に数分かかることがあり

ます。 
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＊11： 測定モードが [平均化] の場合 

＊12： 測定モードが [リアルタイム] の場合 

＊13： 2 波長または 3 波長モデルのみ表示されます。 

＊14： モデルによって異なります。表 1.1-1 を参照してください。 

＊15： DCFL の場合は，設定を切り替えることができません。 

 

 

図4.2.1-1  測定条件設定画面  

 

以下の手順で測定条件を設定します。 

1. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 接続チェック画面 (接続チェック中止時) 
・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 (測定停止中) 

2. 測定モードを設定します。 
 (測定条件設定) を押して [平均化] ，[リアルタイム] または [2 波長測

定] を選択します。 

注： 

2 波長測定を選択する場合は，1310，あるいは 1550 nm の波長に設

定する必要があります。 

3.  (波長) を押して波長を選択します。 
 

また，画面下に使用する光コネクタと波長,使用する光ファイバの種類，レー

ザの出力を表す上矢印が表示されます。 

注： 

2 波長測定を選択している場合は，1310，あるいは 1550 nm の波長

のみ選択することができます。 

4.     で設定する項目を選択します。 
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5. 次の項目を自動で設定する場合は，[全て自動設定] を選択します。 
 を押してチェックをつけます。 

・ 距離レンジ 
・ 分解能 
・ パルス幅 
・ 平均化 
・ 全波長に反映する 
注： 

[全て自動設定] にチェックすると，枠内の 4 項目は以下のとおりに表

示が変わります。 
距離レンジ，パルス幅：[自動設定] 

平均化：測定モードがリアルタイム以外のとき [自動設定] 
       測定モードがリアルタイムのとき [リアルタイム] 

分解能：測定モードが平均化または 2 波長測定で， 
        PON 構成が「無し」のとき [高密度]  
        PON 構成が「無し」以外のとき [標準] 
       測定モードがリアルタイムのとき [標準]  
全波長に反映する：オン 

6. 次の項目が自動設定の場合，ユーザ宅からの PON 障害点探索に適した値

を設定するためにスプリッタ設定をします。 

・ 距離レンジ 
・ パルス幅 
・ 平均化 
注： 

自動設定となっている項目にのみ自動設定が適用されます。 

(1)    で PON を選択し，  を押します。PON 設定をす

るポップアップウィンドウが表示されます。 

 

図4.2.1-2  PON 設定ポップアップウィンドウ 

 

(2)  (スプリッタ) を押してスプリッタ数を設定します。 

(3)   でスプリッタを選択し，  で分岐数を設定します。 

(4)  を押します。 
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7. [全て自動設定] をチェックしない場合，以下の設定をします。 

(1)    で，距離レンジ,パルス幅，または分解能を選択しま

す。 

(2)  を押します。値を入力するポップアップウィンドウが表示されます。 

 

図4.2.1-3  距離レンジ:分解能:パルス幅設定ポップアップウィンドウ 

 

(3)    で変更したい項目を選択します。 

(4)   で設定内容を変更します。 

(5) (3)，(4) を繰り返します。 

(6) 変更が完了したら  を押します。 

(7) 測定モードが [平均化] の場合，       で，[平均化]を選

択します。 

(8)  を押すと，値を入力するポップアップウィンドウが表示されます。 

 

図4.2.1-4  平均化時間設定ポップアップウィンドウ 

 

(9)   で設定内容を変更します。 
分解能が超高密度の時は，自動設定または 30 以上のみ選択できま

す。 

(10) 変更が完了したら  を押します。 

(11)      で，[全波長に反映する] を選択します。 

(12) 全波長に設定値を反映させる場合は，  を押してチェックを付けま

す。 

(13)     で，[マクロベンド解析] を選択します。 

(14)マクロベンドを検出する場合は，  を押してチェックを付けます。 
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8.     で [IOR] または [BSC] を選択し，  を押します。 

IOR と BSC の設定ポップアップウィンドウが表示されます。 
波長が 1310 nm，1550 nm，1625 nm の場合はファイバの選択が可能で

す。ファイバを変更すると，選択されたファイバの IOR と BSC の値が表示さ

れます。 

測定機能設定画面の [IOR とカーソルの連動表示を有効にする] をチェック

している場合は，波形表示画面で選択したカーソルの位置が表示されます。

IOR を変更すると，カーソル位置が変わります。 

ファイバの長さが既知の場合は，カーソルをファイバの端に合わせてカーソ

ル位置がファイバの長さに等しくなるように IOR を設定します。 

(1)   で変更したい項目を選択します。 

(2)    で設定内容を変更します。 

(3) (1)，(2) を繰り返します。 

(4) 変更が完了したら  を押します。 

注: 

IOR，BSC を変更すると，波形表示，波形解析画面の損失が再計算されま

す。 

 

図4.2.1-5  IOR と BSC の設定ポップアップウィンドウ (カーソル表示あり) 

 

 

図4.2.1-6  IOR と BSC の設定ポップアップウィンドウ (カーソル表示なし) 

 

9.   で [解析方法] を選択します。 

10.     で損失の検出方法を選択します。 
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表4.2.1-2  距離レンジ，パルス幅の組み合わせ 

 距離レンジ 

 Mile 0.3 0.6 1.6 3.1 6.2 15.5 31.1 46.6 77.7 155.3

 ft 1640 3281 8202 16404 32808 82021 164042 246063 410105 820210

 km 0.5 1 2.5 5 10 25 50 75 125 250 

パ
ル

ス
幅

 

5 ns           

10 ns           

20 ns           

50 ns           

100 ns           

200 ns           

500 ns           

1 us           

2 us           

5 us           

10 us           

20 us           

:設定可能 
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表4.2.1-3  波長とファイバの組み合わせ 

ファイバ 
波長 

1310 1490 1550 1625 1650 

AT&T TrueWave 95      

Alcatel ESF      

Alcatel SF      

Alcatel TL Metro      

Alcatel TL Ultra      

Alcatel Teralight      

Corning LEAF      

Corning SMF-28/e      

Corning SUB SMF-ls      

G.652      

G.653      

G.655      

IOR=1.48      

Lucent AllWave      

Lucent TW 97      

Lucent TW RS 98      

Pirelli      

SIECOR/Corning SMF-28e      

Sumitomo PureGuide      

Sumitomo SM OF SE-3      

その他      

:設定可能 
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4.2.2 測定方法を設定する (測定機能設定) 
測定機能設定画面で，次の項目を設定します。 

表4.2.2-1  測定機能設定画面の設定項目  

項目名 機能 初期値 

接続チェックを有効にする 測定開始前に接続チェックを実施します。 オン 

通信光チェックを有効にする 
接続チェック前，または測定開始前にファイバに通信用信号
が存在するかチェックします。 

オン 

自動解析を有効にする 

測定終了後に波形解析を実施します。 

波形が検出されない場合は，波形解析を実施しません。 

注： 

Fiber Visualizer 機能の場合は，必ず有効になります。 

オン 

ダミーファイバ表示を有効に
する 

波形表示画面に，本器内部のファイバの波形を表示します。 オン 

IOR とカーソルの連動表示を
有効にする 

測定条件設定画面の IOR と BSC の設定ポップアップウィンド
ウに，カーソル位置を表示します。 

オフ 

距離の単位 

波形表示画面，波形解析画面に表示する距離の単位です。 

mi (マイル)，ft (フィート)，kf (キロフィート)，m (メートル)，km 
(キロメートル) から選択します。 

km (キロメートル)

波形の保存形式 

測定した波形の保存ファイル形式を選択します。 

XML，SOR&XML 形式で保存すると，ファイルサイズが
SOR と比べて大きくなり，保存処理に時間がかかることがあり
ます。 

ZIP を選択すると，波長が異なる複数の波形ファイルを 1 つの
ファイルに保存します。 

SOR 

ファイバタイプ IOR と BSC の設定画面に表示されます。グループ 2 か 3 の
み設定が保存されます。グループ 1 は設定できません。 

グループ 1 

アイコンの動作＊ Fiber Visualizer 画面で左右キーを押したとき，どちらの方
向へアイコンを移動させるか選択します。 

左から右 

全反射減衰量の計算＊ 
全反射減衰量の計算に遠端イベントを含めるかどうかを選択
します。 

遠端を含める 

＊：Fiber Visualizer 機能の場合のみ表示されます。 
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1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.   で [設定変更] を選択し，  を押すと設定画面が表示され

ます。 

3.  (測定機能) を押すと測定機能設定画面が表示されます。設定画面に

は，[1] タブと [2] タブがあります。 

4.     で [1] タブを選択します。 

 

図4.2.2-2  測定機能設定画面 1 

 

5.   で設定する項目を選択します。 
 を押すと，チェックボックスを変更できます。 

6. 変更が完了したら     で [2] タブ を選択し，  を押しま

す。 

 

図4.2.2-3  測定機能設定画面 2 

 

注： 

Fiber Visualizer 機能の場合は，[アイコンの動作]，[全反射減衰量

の計算]が表示されます。 
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図4.2.2-4  測定機能設定画面 2 

 

7.   で [距離の単位] を選択します。 

8.     で表4.2.2-1 に示す距離の単位を選択します。 

9.   で [波形の保存形式] を選択します。 

10.     で形式を選択します。 

11.   でファイバタイプを選択し，  を押すとファイバタイプ画面が

表示されます。 

12.   でタイプを選択します。 

13.     でグループを選択します。 

14.   で目的のファイバを選択し，  でチェックを付けます。 
使用しない場合は，チェックを外します。 

 を押すと，すべてのファイバが選択されます。 

 を押すと，すべてのファイバが非選択になります。 

15.  を押すと，変更内容が反映されます。 

 を押すと変更内容がキャンセルされ，ファイバタイプ画面を閉じます。 

16.   で [アイコンの動作] を選択します。 

17.     でアイコンの移動方向を選択します。 

18.   で [全反射減衰量の計算] を選択します。 

19.     で計算式に遠端イベントを含めるかどうかを選択します。 

20. すべての変更が完了したら，     で [設定] を選択し，  

を押します。 
設定内容を変更しない場合は，[キャンセル] を選択し  を押します。 
[初期設定] を選択し，  を押すと表4.2.2-1の初期値に設定されます。 
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4.2.3 保存方法を設定する (自動保存) 
自動保存画面で，次の項目を設定します。 

表4.2.3-1  自動保存画面の設定項目  

項目名 機能 初期値 

ファイル名を自動で生成 保存するファイル名を自動生成します。 オフ 

自動保存を有効 測定終了後，ファイルを自動保存します。 オフ 

自動保存するメディア ファイルを保存するメディアが表示されます。 ＊ 

ファイル名 自動生成するファイル名に付加する文字列を設定します。 auto 

日付を付加 自動生成するファイル名に日付を付加します。 オフ 

波長を付加 

自動生成するファイル名に波長を付加します。 

注： 

波形の保存形式で ZIP を選択した場合, 本設定はオフ固定に

なります。 

オフ 

連番開始番号 自動生成するファイル名の開始番号を設定します。 1 

＊： USB メモリが挿されていない場合は， [内蔵メモリ]，USB メモリが挿されて

いるときは [USB] になります。 

 

以下の手順で自動保存設定を変更します。 

1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.   で [設定変更] を選択し，  を押すと設定画面が表示され

ます。 

3.  (自動保存) を押すと自動保存設定画面が表示されます。 

 

図4.2.3-1  自動保存設定画面 

 

4.   で [ファイル名を自動で生成] を選択します。 

5.  を押すとチェックが表示されファイル名自動生成機能が有効になります。

すでにチェックが表示されている場合は，チェックの表示がなくなりファイル

名が自動生成されません。 
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チェックされていないときは，ファイルを保存するときにファイル名を入力でき

ます。 

6.   で [自動保存を有効] を選択します。 

7.  を押すとチェックが表示され自動保存機能が有効になります。 
すでにチェックが表示されている場合は，チェックの表示がなくなり自動保存

機能が無効になります。 

8.   で [保存先] を選択します。 

(1)  を押すとフォルダの選択画面が表示されます。 

(2)     で測定結果を保存したいフォルダを選択します。 

(3)  (選択) を押すと選択したフォルダが設定され，フォルダ選択画面が

閉じます。 

(4) 選択したフォルダのパスが設定画面の保存先に表示されます。 

9.   で [ファイル名] を選択します。 

(1)  を押すと文字入力画面が表示されます。 

(2)     で入力したい文字を選択します。 

(3)  を押すと文字が入力されます。 

(4) (2)，(3) を繰り返します。入力できる文字数は 21 文字です。 

(5)入力が完了したら  (確定) を押します。文字入力を中止する場合は，

 (キャンセル) を押します。 

 文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

10.    で [日付を付加] を選択します。 

11.  を押すとチェックが表示され，自動生成されるファイル名に日付が付加

されます。すでにチェックが表示されている場合は，チェックの表示がなくなり

自動生成されるファイル名に日付は付加されません。 

12.    で [波長を付加] を選択します。 

13.  を押すとチェックが表示され，自動生成されるファイル名に波長が付加

されます。すでにチェックが表示されている場合は，チェックの表示がなくなり

自動生成されるファイル名に波長は付加されません。 

14.   で [連続開始番号] を選択します。 

(1)  を押すと数値入力画面が表示されます。 

(2)   で自動生成されるファイル名の開始番号を，4 桁以内の

数字で設定します。 

(3)  を押すと数値が入力されます。 

15. 枠内に最初に自動保存されるファイルの名前が表示されます。 
図 4.2.3-1では，auto_13072014_1490nm_0001.sor です。 
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16.  変更が完了したら     で [設定] を選択し，  を押しま

す。設定内容を変更しない場合は，[キャンセル] を選択し  を押します。 
[初期設定] を選択し，  を押すと表4.2.3-1 の初期値に設定されます。 
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4.3 測定を開始する 
次の画面で  を押すと，測定を開始します。 
・ 接続チェック画面 
・ 測定条件設定画面 
・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 
測定機能設定画面で [通信光チェックを有効にする] をチェックした場合，通信光

の存在をチェックします。通信光が存在した場合は，メッセージが表示され測定が

中止されます。 

測定機能設定画面で [接続チェックを有効にする] をチェックした場合，接続

チェック画面が表示されます。 

4.3.1 接続をチェックする 
 

 

① 

② 

③

④

⑤

⑥ 

 

図4.3.1-1  接続チェック画面 

 

① 接続状態インジケータ 
ファイバのコネクタ接続状態が，本インジケータに良 (背景色は緑)，可 (背
景色は黄)，不可 (背景色は赤) で表示されます。 

② 接続状態詳細表示エリア 
現在のコネクタ接続状態の詳細が表示されます。 

③  (測定条件設定) 
測定条件設定画面を表示します。 

④  (中断) 
接続チェックを中止します。 
接続チェックを再開するには，  を押します。 

⑤  (続行) 
接続チェック結果が表示された後，測定を開始します。 

⑥ 接続図 
測定する波長のポートが表示されます。 
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4.3.2 接続チェック結果に対する操作 
接続チェックの結果によって次の操作をします。 

注： 

テストモードが DualWL の場合，接続チェックは 1550 nm で実施されま

す。 

・ 接続状態が [良] の場合： 
良の状態が 3 秒持続すると自動的に波形表示画面が表示されます。  また

は  (続行) を押すと，波形表示画面が即時に表示されます。 
・ 接続状態が [可] の場合： 

 または  (続行) を押すと波形表示画面が表示されます。 
・ 接続状態が [不可] の場合： 

以下の要因が考えられます。 
コネクタ接続状態が悪い 

コネクタの接続状態が悪い恐れがあります。  (中断) を押し，接続

チェックを中断してからコネクタを清掃してください。清掃が完了したら 
 を押して再度，接続チェックを実行してください。 

 

図4.3.2-1  接続状態の不良 

 

パッチコードなどの短いファイバを複数接続している 

接続チェックが判定不能になっている恐れがあります。この場合は，  
または  (続行) を押して測定してください。 

 

図4.3.2-2  短いファイバを接続 

 

注： 

本機能は，コネクタ接続がない 50 m 以上のファイバの接続状態をチェッ

クする機能です。パッチコードなどの短いファイバを複数つなぎ合わせて

接続する場合は，本機能を無効にしてください。 
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4.4 波形を観測する 
4.4.1 波形を表示する (波形表示) 

測定が開始されると，波形表示画面が表示されます。 
測定を停止するには，  を押します。 

または以下のどちらかの操作をすると，波形表示画面が表示されます。 

・ 測定条件設定画面で，  (波形表示) を押す 
・ 波形解析画面で，  (波形表示) を押す 
 

 

図4.4.1-1  波形表示画面 (解析方法 がイベント以外のとき) 

 

 

図4.4.1-2  波形表示画面 (解析方法がイベントのとき) 

② 

④ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑥ 
⑩ 

③ 

⑤ 

① 

⑧

⑦ ⑬ 
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図4.4.1-3  波形表示画面 (ダミーファイバ表示あり) 

 

 

図4.4.1-4  波形表示画面 (ダミーファイバ表示なし) 

 

① 解析方法，損失測定値 
損失の解析方法，および損失量が次の単位で表示されます。 
[2 点間損失]，[接続損失 (LSA)]，[全反射減衰量]，[イベント]： dB 
[伝送損失 (2PA)]，[伝送損失 (LSA)]： dB/km 
アベレージ測定中は表示されません。 

② カーソル A-B 間距離／ファイバ遠端位置表示エリア 
解析方法がイベント以外の場合，カーソル A とカーソル B の間の距離が，測

定機能設定画面で設定した距離単位 (km，m，ft，kf，mi) で表示されま

す。 
解析方法がイベントの場合，ファイバの遠端位置が，測定機能設定画面で

設定した距離単位で表示されます。 

③ 波形グラフ表示エリア 
測定した波形が表示されます。 

④ グラフの縦軸 
波形レベル (dB) の目盛りが表示されます。 

⑤ グラフの横軸 
距離の目盛りが表示されます。距離の単位は測定機能設定画面で設定した

距離単位 (km，m，ft，kf，mi) が表示されます。 
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⑥ レベルインジケータ 
選択しているカーソルの波形レベルがグラフの縦軸に アイコンで表示され

ます。カーソルの選択方法については，⑧を参照してください。 

⑦ 測定条件 
次の値が表示されます。 
波長，SM：シングルモードファイバ，パルス幅，分解能 

⑧ カーソル A，カーソル B／イベントカーソル 
解析方法がイベント以外の場合はカーソル A，カーソル B が，解析方法がイ

ベントの場合はイベントカーソルが，波形グラフ上に縦線で表示されます。

カーソル上部には，カーソルの位置 [0 m (または 0 feet) 地点からの距離] 
が表示されます。イベントカーソルの上部には，損失の値とカーソルの位置

が表示されます。距離の単位は測定条件設定画面で設定した距離単位 
(km，m，ft，kf，mi) です。カーソルの操作については以下のとおりです。 

 カーソルを操作する前に，  が [カーソル] と表示されていることを確認し

てください。[ズーム]と表示されている場合は，  を押して [カーソル] に

モードを変更します。 

カーソル A，カーソル B の場合 

・  を押すごとに選択されているカーソルが切り替わります。 
選択されているカーソルは赤色表示になり，選択されていないカーソルは

青色表示になります。 

・    を押すと，選択されているカーソルが左右方向へ移動します。   

を押し続けると，カーソルが連続して早く移動します。 

    を押したときの波形グラフ表示エリアでのカーソル，波形の移動の

動作は，表示基点の設定により異なります。表示基点の設定は⑪を参照

してください。 

・   を押すと，選択されているカーソルがイベント位置に移動し

ます。  を押すと，現在のカーソル位置から波形の始点 (左) 方向

に一番近いイベントにカーソルが移動します。  を押すと，終点 (右)  
方向に一番近いイベントにカーソルが移動します。 

イベントカーソルの場合 

・ カーソルは常に青色表示となり，イベント位置に表示されます。 

・    または   を押すと，カーソルが隣接するイベントに移動

します。 

・   または  を押すと，現在のカーソル位置から波形の始点 (左) 方

向に一番近いイベントにカーソルが移動します。 

・   または  を押すと，終点 (右) 方向に一番近いイベントカーソル

が移動します。 

カーソルの操作手順については，「4.4.2 カーソルを使用する (カーソル)」を

参照してください。 
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⑨  (測定条件設定) 
 (測定条件設定) を押すと測定条件設定画面が表示されます。 

詳しくは，「4.2.1 測定条件を設定する (測定条件設定)」を参照してくださ

い。 

⑩  (カーソル)，  (ズーム) 
 を押すごとにカーソルとズームが切り替わります。 

⑪  (表示基点／口元位置)，  (表示基点／A)， 
 (表示基点／B)，  (表示基点／イベント) 

 を押すごとに波形の表示基点が切り替わります。  の表示内容が，現

在の設定です。 

 表示基点の設定とその動作については，以下のとおりです。 

・ 口元位置： 波形グラフ表示エリアの横軸の始点 (左端) が測定波形の始

点になります。 
ダミーファイバ表示が有効の場合，波形グラフ表示エリアの横

軸の始点はダミーファイバの始点になります。 
ダミーファイバ表示が無効の場合は，波形グラフ表示エリアの

横軸の始点は本器のコネクタ口元位置になります。 
波形全体または始点周辺の波形を確認したいときなどに選択

します。 
・ A： 波形グラフ表示エリアの横軸の中心が，カーソル A の位置で

固定されます。 

この状態でカーソル A を選択し    を押すと，測定波形全

体が左右方向へ移動します。 
カーソル A 周辺の波形を確認したいときなどに選択します。 

・ B： 波形グラフ表示エリアの横軸の中心が，カーソル B の位置で

固定されます。 

この状態でカーソル B を選択し    を押すと，測定波形全

体が左右方向へ移動します。 
カーソル B 周辺の波形を確認したいときなどに選択します。 

・ イベント： 波形グラフ表示エリアの横軸の中心が，イベントカーソルの位

置で固定されます。この状態で    を押すと，イベントカー

ソルが左右のイベントに移動します。 
  イベント周辺の波形を確認したいときなどに選択します。 

⑫  (波形解析)／  (モード) 
平均化測定時の測定停止中： 

 (波形解析) を押すと波形解析画面が表示されます。 
波形解析画面は，「4.5 波形を解析する」を参照してください。 
リアルタイム測定時： 

 (モード) を押すごとに高速と高SNが切り替わります。高速に設定すると，

測定時間が速くなります。 
高 SN に設定すると，ノイズが抑圧されます。 

⑬ イベントカーソル 
波形解析画面でイベントが検出された場合に，対応するイベントを表示しま

す。イベントの詳細は，「表 4.5.1-1 イベント種別表」を参照してください。 
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4.4.2 カーソルを使用する (カーソル) 
カーソルモード 

カーソルモードでは，波形グラフ表示エリア上のカーソルを移動することができます。

カーソル間の距離，損失量を解析する場合に使用します。また，ズームモードを組

み合わせると，より詳細に解析できます。以下の手順でカーソルを移動させます。 

1.  を押して波形の表示基点を切り替えます。 

2. ズームモードの場合は，  (ズーム) を押してカーソルモードに切り替えま

す。 

3. カーソル A，カーソル B の場合は，  を押して移動するカーソルを選択し

ます。選択しているカーソルは，赤色で表示されます。イベントカーソルの場

合は，常に青色で表示されます。 

4. カーソル A，カーソル B の場合は，   を押すと，選択されているカーソル

が左右方向に移動します。   を押し続けると，カーソルが連続して速く移

動します。 

イベントカーソルの場合は，   を押すとカーソルが左右方向に一番近い

イベント位置に移動します。 

5. カーソル A，B を選択しているときに   を押すと，イベント位置

にカーソルが移動します。 

イベントカーソルの場合，隣接するイベント位置をカーソルが移動します。 

 
解析方法の設定によって，表示されるカーソルが異なります。 
 

表4.4.2-1  波形表示画面 

解析方法 
 

カーソル 

2 点間 
損失 

接続損失 
(LSA) 

伝送損失 
(2PA) 

伝送損失 
(LSA) 

反射 
減衰量 

イベント 

カーソル A      – 

カーソル B      – 

LSA1 –  –  – – 

LSA2 –  –  – – 

LSA3 –  –  – – 

LSA4 –  –  – – 

イベント – – – – –  

:表示されるカーソル 

–:表示されないカーソル 

カーソル LSA1, LSA2, LSA3, LSA4 の動作は，解析方法によって変わります。 
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解析方法が接続損失 (LSA) の場合 

 

0     200     400     600    800 

A B

LSA 1

LSA 3

LSA 2

LSA 4 

 

図4.4.2-1  接続損失 (LSA) のカーソル表示 

 

 を押すと，カーソルは A→B→LSA 1→LSA 2→LSA 3→LSA 4 の順に選択

されます。 
カーソル B の左側にカーソル LSA 1，LSA 2 が表示されます。 
カーソル LSA 1 はカーソル LSA 2 の左側に表示されます。 
カーソル B の右側にカーソル LSA 3，LSA 4 が表示されます。 
カーソル LSA 3 はカーソル LSA 4 の左側に表示されます。 
カーソル B を移動すると，LSA カーソルが追従して移動します。 
 
解析方法が伝送損失 (LSA) の場合 

 

0     200     400     600    800 

A B

LSA 1

LSA 3

LSA 2

LSA 4 

 

図4.4.2-2  伝送損失 (LSA) のカーソル表示 

 

 を押すと，カーソルは A→B→LSA 1→LSA 2→LSA 3→LSA 4 の順に選択

されます。 
カーソル A の左右にカーソル LSA 1，LSA 2 が表示されます。 
カーソル LSA 1 はカーソル LSA 2 の左側に表示されます。 
カーソル B の左右にカーソル LSA 3，LSA 4 が表示されます。 
カーソル LSA 3 はカーソル LSA 4 の左側に表示されます。 
カーソル A を移動すると，カーソル LSA 1，LSA 2 が追従して移動します。 
カーソル B を移動すると，カーソル LSA 3，LSA 4 が追従して移動します。 
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4.4.3 波形を拡大表示する (ズーム) 
 

ズームモード 

ズームモードでは，波形グラフ表示エリアに表示されている波形を拡大表示するこ

とができます。イベントの状態を詳細に確認する場合に使用します。 

ズームモードで波形が拡大 (縮小) される様子は，表示基点の設定により異なりま

す。 

・ A，B：  で選択されている表示基点のカーソルの位置，波形レベルを

中心に波形が拡大 (縮小) されます。 
・ 口元位置： 波形の始点，波形レベル 0 dB を中心として波形が拡大 (縮小) さ

れます。 
・ イベント： イベントカーソルの位置，波形レベルを中心として波形が拡大 (縮

小) されます。 
 
以下の手順で波形を拡大 (縮小) します。 

表示基点がカーソル A またはカーソル B の場合： 

1. カーソルモードの場合は，  (カーソル) を押してズームモードに切り替え

ます。 

2.  を押すと，拡大 (縮小) の中心となるカーソルが切り替わります。縦方向

に拡大 (縮小) する場合は，  で選択されている表示基点のカーソルの

波形レベルが中心になります。横方向に拡大 (縮小) する場合は，  で

選択されている表示基点のカーソルの位置が中心になります。 

3.  で選択されている表示基点のカーソルと同じカーソルを，  を押して

選択します。選択されているカーソルは赤色で表示されます。 

4.   を押すと，  で選択されている表示基点のカーソルを中心に，波形が

横方向に縮小されます。 

   を押すと，  で選択されている表示基点のカーソルを中心に，波形が

横方向に拡大されます。 

  を押すと，  で選択されている表示基点のカーソルの波形レベル

を中心に，波形が縦方向に拡大されます。 

  を押すと，  で選択されている表示基点のカーソルの波形レベル

を中心に，波形が縦方向に縮小されます。 

解析方法が接続損失 (LSA) ，または伝送損失 (LSA) のときは，カーソルLSA1
～LSA4 を中心にして，波形の拡大，または縮小ができます。 
 

1.  を押してカーソル LSA を選択します。選択しているカーソルは，赤色で

表示されます 

2.    を押して，波形を拡大／縮小します。 
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中心に設定できるカーソル LSA と，解析方法，表示基点の組み合わせを次の表

に示します。 
 

表4.4.3-1  カーソル LSA を拡大/縮小の中心にできる組み合わせ 

  表示基点 

  A B 

解析方法 接続損失 
(LSA) 

– LSA1，LSA2，
LSA3，LSA4 

伝送損失 
(LSA) 

LSA1，LSA2 LSA3，LSA4 

 

表示基点が口元位置の場合： 

1. カーソルモードの場合は，  (カーソル) を押してズームモードに切り替え

ます。 

2.  を押して  (表示基点／口元位置) に切り替えます。 

3.   を押すと，波形の始点を中心に，波形が横方向に縮小されます。 

   を押すと，波形の始点を中心に，波形が横方向に拡大されます。 

  を押すと，波形レベル 0 dB を中心に，波形が縦方向に拡大されま

す。 

  を押すと，波形レベル 0 dB を中心に，波形が縦方向に縮小されま

す。 

表示基点がイベントの場合： 

1. カーソルモードの場合は，  (カーソル) を押してズームモードに切り替え

ます。 

2.   を押して  (表示基点／イベント) に切り替えます。 

3.    を押すと，イベントカーソルを中心に，波形が横方向に縮小されます。 

   を押すと，イベントカーソルを中心に，波形が横方向に拡大されます。 

 を押すと，イベントカーソルの波形レベルを中心に，波形が縦方向に

拡大されます。 

 を押すと，イベントカーソルの波形レベルを中心に，波形が縦方向に

縮小されます。 
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4.4.4 波形を切り替える 
測定が DualWL で行われている場合，その 2 波形がトレース画面上に表示されま

す。電流波形は 1310 nm および 1550 nm の波形を切り替える事ができます。 

 

波形を切り替えるには： 

1. 測定後に  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で Swap Traces を選択し，  で波形を切り替えます。 

3. 現在表示中の波形が赤で示されます。 
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4.5 波形を解析する 
測定した波形を解析して，損失や反射が発生している位置，およびファイバの遠端

などをイベントとして検出します。 

4.5.1 波形を解析する (波形解析) 
測定機能設定画面で [自動解析を有効にする] をチェックした場合，平均化測定

して波形が得られると，波形解析画面が表示されます。 

または以下のいずれかの操作をします。 
・ 測定条件設定画面で  (波形解析) を押す 
・ 波形表示画面で，  (波形解析) を押す 
注： 

測定中，または波形が存在しないときは  (波形解析) を押しても，波形

解析画面が表示されません。 

波形解析画面に波形の解析結果が表示されます。 

注： 

トレース分析の結果は，ファイバ上のすべてのイベントを完全にはカバーし

ていない可能性があります。OTDR のトレースを見ることを強く推奨します。 

 

① 

② 

⑤

⑥

⑦

③ 

④

 

図4.5.1-1  波形解析画面 

 

① ファイバ模式図 
障害判定が完了すると，イベントテーブルに表示されているすべてのイベント

が表示されます。また，ファイバ遠端を除いて，選択したイベント位置がファイ

バの模式図上に△アイコンで表示されます。 
ファイバの遠端／断線位置は，◎アイコンで表示されます。遠端，およびレン

ジ外を検出できた場合に表示されます。 
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口元位置 ：選択したイベントの位置 

：ファイバの遠端 

ファイバ遠端位置
 

図4.5.1-2  ファイバ模式図 

 

② 結果表示エリア 
解析結果が表示されます。 
イベント数：検出したイベント数 
遠端/断線までの距離 
全ファイバ損失 
伝送損失： 全ファイバ損失を終端または障害点までの距離で除算した値 
波長 

 ファイバの遠端が検出されなかった場合は，全ファイバ損失，および伝送損

失に，＊＊＊が表示されます。 

③ イベントテーブル 
波形解析が完了すると，ファイバのイベント情報が表示されます。設定したし

きい値以上の接続点，ファイバの遠端／断線が表形式で表示されます。

  でイベントを選択し，  を押すと障害原因がイベント詳細に

表示されます。  

 

図4.5.1-3  イベント詳細 

 

     で [はい] を選択し，  を押すと イベント詳細が閉じます。 

     でオートズームを選択し，  を押すと選択したイベントのオートズーム 

の波形表示が表示されます。  
イベントテーブルに表示される情報は以下のとおりです。 

・ No： ファイバ模式図の左端から数えた障害点のイベント番号が

表示されます。 
・ 距離： 本器の口元からイベントまでの距離が表示されます。 
・ タイプ： イベントの種別を表示します。反射，非反射，グループ，遠

端，レンジ外，スプリッタがあります。イベントによって以下の

いずれかのアイコンが表示されます。 
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表4.5.1-1  イベント種別表 

アイコン 種別名 説明 
 

 反射 コネクタ接続点などのフレネル反射です。 

 

 

 

 
非反射 

融着点などであり，反射ではありません。 

損失がマイナスの場合は，右上がりのアイコンが表
示されます。 

 グループ 
複数のイベントが重なりあい，分離して解析できな
い場合にグループイベントとして表示されます。 

 

 遠端 ファイバの遠端／断線です。 

 

?  レンジ外 

ダイナミックレンジ外か距離レンジ外です。 

・ ダイナミックレンジ外 
光ファイバケーブルの遠端／断線を検出する前
に波形がノイズに到達した場合はダイナミックレ
ンジ外となります。 

・ 距離レンジ外 
光ファイバケーブルの遠端／断線を検出する前
に波形の終わりに到達した場合は距離レンジ外
となります。 

 

 スプリッタ ファイバの分岐による損失です。 

 

 Macro 
Bend 

指定されたしきい値を超える場合は，"マクロベンド
"イベントとして報告されます。イベントの損失量に
M のマークが表示されます。 

 
・ 損失： イベントの損失量が表示されます。イベントがファイバの遠端／

断線の場合は，[遠端] が表示されます。 
・ 反射： 反射イベントの反射減衰量が表示されます。非反射イベントの

場合は＊＊＊が表示されます。正しく測定されなかったときは，

反射イベントの数値に S または＞のマークが表示されます。 
S： 

反射イベントのレベルが飽和して，正しく測定できません。 

＞： 
デッドゾーンに対して表示分解能が大きく設定されているた

め，反射点のレベルを正しく測定できません。 
注： 

イベントが接近しているなどの理由で測定値が求められない場合

は，＊＊＊と表示されます。イベント自動検出機能は測定を簡単に

するための補助機能であり，測定値を保証するものではありません。

イベントを誤検出する場合がありますので，測定結果の最終的な合

否は波形を見たうえで判断してください。 
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④  (測定条件設定) 
 (測定条件設定) を押すと測定条件設定画面が表示されます。 

⑤  (解析しきい値) 
 (解析しきい値) を押すと解析しきい値画面が表示されます。 

⑥  (良否判定しきい値) 
 (良否判定しきい値) を押すと良否判定しきい値画面が表示されます。 

⑦  (波形表示) 
 (波形表示) を押すと波形表示画面が表示されます。 

このとき，カーソル A は 0 の位置に，カーソル B はイベントテーブルで選択さ

れているイベントの位置に置かれます。解析方法がイベントのときは，選択し

たイベントの位置にイベント用のカーソルが置かれます。 

注： 

波形表示画面から波形解析画面を表示させ，イベントテーブルで選択

されているイベントを変更せずに，再度波形表示画面を表示させた場

合は，カーソル A，カーソル B の位置とグラフの表示範囲は変更されま

せん。 
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4.5.2 イベント検出条件を設定する (解析しきい値) 
イベント検出条件を設定します。 

表4.5.2-1  解析しきい値画面の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値 

遠端 ファイバの端だと判断する損失を設定します。 1～99 3 

損失 
反射イベント，または非反射イベントと判断する損失の絶対値を
設定します。 0.01～9.99 0.05 

反射減衰量 反射イベントと判断する反射減衰量を設定します。 20.0～70.0 60.0 

マクロベンド＊1 
マクロベンドとして判断する時の損失を設定します。計測条件設
定画面で，マクロベンド測定がチェックされている時に使用され
ます。 

0.3～2.0 0.3 

1×2＊ 1×2 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 0.1～1×4 の設定
値–0.1 3.0 

1×4＊ 1×4 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 
1×2 の設定値

+0.1～1×8 の設
定値–0.1 

6.0 

1×8＊ 1×8 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 
1×4 の設定値

+0.1～1×16 の設
定値–0.1 

9.0 

1×16＊ 1×16 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 
1×8 の設定値

+0.1～1×32 の設
定値–0.1 

12.0 

1×32＊ 1×32 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 
1×16 の設定値

+0.1～1×64 の設
定値–0.1 

15.0 

1×64＊ 1×64 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 
1×32 の設定値
+0.1～1×128 の

設定値–0.1 
18.0 

1×128＊ 1×128 分岐スプリッタとして判断する損失を設定します。 1×64 の設定値
+0.1～30.0 21.0 

＊： DCFL では表示されません。 
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1. 波形解析画面で  (解析しきい値) を押すと，解析しきい値画面 (1/2) 
が表示されます。 

 

図4.5.2-1  解析しきい値ポップアップウィンドウ (1/2) 

2.   で [遠端] を選択し，   でイベントと判断する損失を設定

します。 

3.   で [損失] を選択し，   でイベントと判断する損失を設定

します。 

4.   で [反射減衰量] を選択し，   で反射と判断する反射減

衰量を設定します。 

5.   で [マクロベンド] を選択し，   でマクロベンドイベントと判

断する損失を設定します。 

6.  (ページ (1/2)) を押すと，解析しきい値画面 (2/2) が表示されます。 

 

図4.5.2-2  解析しきい値ポップアップウィンドウ (2/2) 

 

7.   で 分岐数 を選択し，   でスプリッタイベントと判断する損

失を設定します。 

8. 変更が完了したら  (設定) を選択します。波形解析が実行され解析結

果が更新されます。 

設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 
 (初期設定) を押すと，表4.5.2-1 の初期値が設定されます。 
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4.5.3 判定条件を設定する (良否判定しきい値) 
損失または反射減衰量の良否判定をする条件を設定します。 

表4.5.3-1  良否判定しきい値画面の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値 

非反射 

イベントの損失の良否を判定する値を設定します。 

非反射イベントの損失がこの値よりも大きいと，損失の値が
赤字で表示されます。 

0.05～30.00 0.20 

反射 

イベントの損失の良否を判定する値を設定します。 

反射イベントの損失がこの値よりも大きいと，損失の値が赤
字で表示されます。 

0.05～30.00 0.50 

スプリッタ＊2 

イベントのスプリッタの良否を判定する値を設定します。 

スプリッタイベントの損失が，解析しきい値で設定している
スプリッタ値に，良否判定しきい値を足した値よりも大きい
場合は，損失の値が赤字で表示されます。 

0.1～20.0 3.0 

反射減衰量 

イベントの反射減衰量の良否を判定する値を設定します。

この値よりもイベントの反射減衰量が小さいと，反射減衰量
の値が赤字で表示されます。 

10.0～50.0 20.0 

全ファイバ損失 

ファイバ全体の損失を判断する損失を設定します。 

この値よりもファイバ全体の損失が大きいと，全ファイバ損
失の値が赤字で表示されます。 

0.1～40.0 10.0 

全反射減衰量＊1, ＊2 

ファイバ全体の反射減衰量を判断する全反射減衰量を設
定します。 

この値よりも全反射減衰量が小さいと，全反射減衰量の値
が赤字で表示されます。 

0.0～60.0 27.0 

＊1： OTDR では表示されません。 

＊2： DCFL では表示されません。 

 

1. 波形解析画面で  (良否判定しきい値) を押すと，良否判定しきい値画

面が表示されます。 

 

図4.5.3-1  良否判定しきい値ポップアップウィンドウ 
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2.   で [非反射] を選択し，   で非反射イベントの損失の判定

値を設定します。 

3.   で [反射] を選択し，   で反射イベントの損失の判定値を

設定します。 

4.   で [スプリッタ] を選択し，   でイベントのスプリッタの判定

値を設定します。 

5.   で [反射減衰量] を選択し，   でイベントの反射減衰量の

判定値を設定します。 

6.   で [全ファイバ損失] を選択し，    でファイバ損失の判定

値を設定します。 

7.   で [全反射減衰量] を選択し，    でイベントの全反射減

衰量の判定値を設定します。 

8. 変更が完了したら  (設定) を選択します。波形解析が実行され解析結

果が更新されます。 

設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 
 (初期設定) を押すと，表4.5.3-1 の初期値に設定されます。 
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4.6 波形ファイルにヘッダーを設定する 
測定の実行結果を波形ファイルに保存する際，ヘッダーを一緒に入れ込むことが

できます。 

注： 

・ 波形ファイルを読み込むと，波形ファイルに保存されているヘッダーが

ヘッダー画面に表示されます。 

・ ファームウェアバージョン 2.22 以前で保存した波形ファイルを読み込ん

だ場合，連番は 0 になります。 

 

表4.6-1  ヘッダーの設定項目  

項目名 入力内容 設定範囲 初期値 

ケーブル ID 測定したケーブルの ID を入力します。 最大 30 文字 空欄 

ファイバ ID 測定したファイバの ID を入力します。 最大 30 文字 空欄 

連番 
自動保存画面で設定している連番開始番号
が反映されます。 0～9999 

自動保存画面の
連番開始番号 

起点 測定開始地点の名称を入力します。 最大 30 文字 空欄 

終点 測定終了地点の名称を入力します。 最大 30 文字 空欄 

方向 測定する方向を選択します。 － 起点→終点 

オペレータ 測定した人の氏名を入力します。 最大 30 文字 空欄 

 

1. 波形の保存画面で  (ヘッダー) を押すと，ヘッダー画面が表示されま

す。 

 

図4.6-1  ヘッダーポップアップウィンドウ 

 

2.   で [ケーブル ID] を選択し，  を押すと文字入力画面が表

示されます。 

3.     で入力したい文字を選択し，  を押します。 
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4. 入力が完了したら  (確定) を押します。設定内容を変更しない場合は，

 (キャンセル) を押します。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

5. 以降，同じようにファイバ ID，起点，終点，オペレータを入力します。 

6.   で [方向] を選択し，   で[起点→終点]もしくは[終点→

起点]を選択します。 

7. 変更が完了したら  (設定) を選択します。 
設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 

 (初期設定) を押すと，表4.6-1 の初期値に設定されます。 
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4.7 波形を保存する (ファイルユーティリティ保存) 
内蔵メモリや USB メモリに，測定の実行結果を波形ファイルとして保存します。実

行結果を残しておきたい場合に使用します。 

 

図4.7-1  波形の保存画面 

 

以下の手順で障害判定の実行結果を波形ファイルに保存します。 

1. 以下のいずれかの画面で  を押します。 

・ 測定条件設定画面 
・ 波形表示画面 
・ 波形解析画面 

2.   で [波形の保存] を選択し，  を押すとファイルユーティリ

ティ (保存) 画面が表示されます。 

注： 

測定中，または波形が表示されていないときは，[波形の保存] が表

示されません。 

ファイル名から省略された拡張子はウィンドウタイトルとして表示されま

す。保存形式については設定変更-測定機能から変更することができ

ます。 

3. [ファイル名] を選択し，  を押すと文字入力画面が表示されます。 

 ファイル名が選択されていない場合は，   で [ファイル名] を選

択してください。 

(1)     で入力したい文字を選択します。 

(2)  を押すと文字が入力されます。 

(3) (1)，(2) を繰り返します。入力できる文字数は 19 文字です。ファイルの

拡張子は自動で付加されます。 

(4) 入力が完了したら  (確定) を押します。設定内容を変更しない場合

は，  (キャンセル) を押します。 

文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 



第 4 章  ファイバの障害点を調べる 

4-40 

4.   で [メディア] を選択します。 

5.     で波形ファイルを保存するメディアを選択します。選択できるメディア

は，[内蔵メモリ] または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は [USB] を選択できません。 

6.   で波形ファイルを保存するフォルダを選択し，  を押しま

す。フォルダは，[ ] で囲まれて表示されます。 
現在のフォルダから 2 階層以上下位にあるフォルダに移動する場合は，この

操作を繰り返します。上位の階層のフォルダに移動する場合は，[..] を選択

し，  を押します。 

注： 

・ 内蔵メモリに波形ファイルを保存する場合，/Data フォルダ，または

/Data フォルダより下位の階層にあるフォルダにのみ保存できます。 

・ 500 個以上のファイルがあるフォルダを選択した場合，ファイルユー

ティリティ画面にフォルダの内容が表示されるまでに時間がかかるこ

とがあります。 

7.  (ヘッダー) を押すと，ヘッダー画面が表示されます。 
ヘッダーを波形ファイルに保存する場合は，ヘッダーを入力します。 

 

図4.7-2  ヘッダー画面 

8. 変更が完了したら  (設定) を選択します。 

設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 
 (初期設定) を押すと，表 4.6-1の初期値が設定されます。 

9.  (波形を保存) を押すと，波形ファイルが保存されます。 
ファイル保存を中止する場合は，  (終了) を押します。 
同じ名前のファイルが存在する場合は，次のメッセージが表示されます。 
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図4.7-3  波形保存エラーメッセージ 

 

 [はい] を選択すると，ファイルが上書き保存されます。 
[いいえ] を選択すると，波形の保存を中止します。 

注： 

・ 本器の文字入力画面で設定できない文字が使用されているフォルダや

ファイルがある場合，フォルダやファイルの名称が正しく表示されません。

パソコンなどで名称を変更してから読み込みを行ってください。本器で

正しく表示できる文字については，「3.6 文字を入力する」を参照してく

ださい。 

・ 内蔵メモリの/Logs フォルダ，/Properties フォルダ，/ScreenCaptures
フォルダは本器が使用するシステムフォルダです。システムフォルダを

操作しないでください。 
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4.8 波形を読み込む (ファイルユーティリティ読み込み) 
内蔵メモリや USB メモリから，保存した波形ファイルを読み込みます。以前に測定

したファイバの波形データを確認したい場合に使用します。 

 

図4.8-1  ファイルユーティリティ (読み込み) 画面 

 

以下の手順で波形ファイルを読み込みます。 

1. 以下のいずれかの画面で  を押します。 

・ 測定条件設定画面 
・ 接続チェック画面 
・ 波形表示画面 
・ 波形解析画面 

2.   で [波形の読み込み] を選択し，  を押すとファイルユー

ティリティ (読み込み) 画面が表示されます。 

注： 

測定中または接続チェック中は，[波形の読み込み] が表示されませ

ん。 

3.     で波形ファイルが保存されているメディアを選択します。選択できるメ

ディアは，[内蔵メモリ] または [USB] です。 

注： 

USB メモリが接続されていない場合は [USB] を選択できません。 

4.   で波形ファイルが保存されているフォルダを選択し，  を押

します。フォルダは，[ ] で囲まれて表示されます。 
現在のフォルダから 2 階層以上下位にあるフォルダに移動する場合は，この

操作を繰り返します。上位の階層のフォルダに移動する場合は，[..] を選択

し，  を押します。 

注： 

500 個以上のファイルがあるフォルダを選択した場合，ファイルユー

ティリティ画面にフォルダの内容が表示されるまでに時間がかかること

があります。 
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5.   で読み込みたい波形ファイルを選択し，  (波形を読み込

む) を押します。波形表示画面に波形が表示され，波形ファイルの内容が測

定条件設定画面にも反映されます。 
波形の読み込みを中止する場合は，  (終了) を押します。 

注： 

[波形表示] に表示される，次のパラメータは読み込まれた波形の値を示し

ます。現在のモジュールの波形の値ではありません。 

 波長 

 パルス幅 

 分解能 
[測定条件設定] の次のアイテムは読み込まれた波形の値に置き換えられ

ます。 

 IOR 

 BSC 
[全て自動設定] をオンにして波形を読み込むと [解析方法] はイベントと

して表示されます。 

当社の次の形名の機種で保存したファイルのみ，読みとることができます。 

・ MU909014A 
・ MU909014A1 
・ MU909014B 
・ MU909014B1 
・ MU909014C 
・ MU909014C6 
・ MU909015A6 
・ MU909015B 
・ MU909015B1 
・ MU909015C 
・ MU909015C6 
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4.9 設定を初期化する (全設定初期化) 
日付時刻，配色，および言語を除く一般設定，および測定条件を初期化できます。 
設定を初期化すると，測定した波形は削除されます。 
内蔵メモリに保存されているファイルは削除されません。 

表4.9-1  全設定初期化で初期化される項目 

初期化される項目 設定値 

測定条件設定  表 4.2.1-1参照 

設定 (一般) 
(日付時刻，配色，言語，保存フォー
マット，Use Login Password, Login 
Password, Remote Control 
Password を除く) 

自動バックライトオフ: 5 分 

自動電源オフ: 10 分 

測定機能設定 表 4.2.2-1参照 

自動保存設定 表 4.2.3-1参照 

波形表示 F2:ズーム 
F3:表示基点 口元位置  
F4:モード 高速＊ 

波形解析-解析しきい値 表 4.5.2-1参照 

波形解析-良否判定しきい値 表 4.5.3-1参照 

ヘッダー 表4.9-2参照 

＊： 測定モードがリアルタイムの場合のみ，測定中に表示されます。 

1. 以下の画面から，  (測定条件設定) を押します。 

 接続チェック (接続確認が停止したとき) 

 波形解析   

 波形表示 (測定が停止したとき) 
2.  を押すとメニューが表示されます。 

3.   で [全設定初期化] を選択し，  を押します。 
初期値に設定することを確認するメッセージが表示されます。 

4.     で [はい] を選択します。  を押すと設定が初期化されます。 
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4.10 計算方法 
4.10.1 損失測定 

波形表示画面に表示される損失の計算方法は次のとおりです。 
2 点間損失 

2 点間損失は，カーソル A とカーソル B のレベル差を損失測定結果として dB 単

位で表示します。 
カーソル A のレベルがカーソル B のレベルより大きいときに，損失は正の値になり

ます。 

BA LLLoss   
Loss:損失 (dB) 
LA:カーソル A のレベル 
LB:カーソル B のレベル 

BSC が異なるファイバが接続されている場合は，損失が負の値になることがありま

す。 
2 点間損失はファイバの 2 点間の損失測定に使用します。 

 

距離 

A B 

Loss 

レ
ベ
ル 

 

図4.10.1-1  2 点間損失の測定方法 
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接続損失 (LSA)  

コネクタ，融着接続，カプラなどでファイバを接続した点の損失を測定します。 
ファイバの接続点の測定波形は，次の図に示す実線のようになります。パルス幅や，

サンプリング数の設定によって，距離ΔLの幅にわたって損失が発生しているように

観測されます。 
実際は点線のように，接続点のみで損失が発生します。解析方法が 2 点間損失で

は点線部分の損失を測定できません。 

 

距離 

接続点 

L 

Loss 

レ
ベ
ル 

 

図4.10.1-2  ファイバ接続の測定例 

 

接続損失 (LSA) では，LSA カーソルの範囲から最小二乗法によって，2 本の近

似直線を作成します。カーソル B の距離における近似直線のレベル差を接続点の

損失とします。 

 

距離 

A BLSA 1

LSA 3 

LSA 2

LSA 4 

LSA 1，LSA 2 間 
波形の近似直線 

LSA 3，LSA4 間 
波形の近似直線 

Loss 

レ
ベ
ル 

 

図4.10.1-3  接続損失 (LSA) の測定方法 
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伝送損失 (2PA)  

伝送損失 (2PA) は，2 点間損失をカーソル間の距離で除算して求めます。 

AB

BA

DD

LL
Loss




  

Loss:損失 (dB/km) 
DA:カーソル A の距離 (km) 
DB:カーソル B の距離 (km) 
LA:カーソル A のレベル 
LB:カーソル B のレベル 

伝送損失 (LSA)  

伝送損失 (LSA) は，接続損失 (LSA) と同様に近似直線を使用して 1 km あた

りの損失を求めます。 

AB

BA

DD

LL
Loss




  

Loss:損失 (dB/km) 
DA:カーソル A の距離 (km) 
DB:カーソル B の距離 (km) 
LA:カーソル A の近似直線上のレベル 
LB:カーソル B の近似直線上のレベル 

カーソル A のレベルは，カーソル LSA 1，LSA 2 の範囲の波形から求めた近似直

線から得られます。 
カーソル B のレベルは，カーソル LSA 3，LSA 4 の範囲の波形から求めた近似直

線から得られます。 

 

距離 

A B 

LSA 1

LSA 3

LSA 2

LSA 4 

LSA 1，LSA 2 間 
波形の近似直線 

LSA 3，LSA4 間 
波形の近似直線 

レ
ベ
ル 

DA DB 

LA

LB

 

図4.10.1-4  伝送損失 (LSA) の測定方法 

 



第 4 章  ファイバの障害点を調べる 

4-48 

反射減衰量 

反射減衰量は，カーソル A の位置におけるレベルに対する，反射光レベルの比率

です。反射光レベルは，カーソル A とカーソル B の間の波形から反射される光パ

ワーです。 
反射減衰量は dB 単位で表示され，反射レベルが小さくなると反射減衰量の値が

大きくなります。 

IOR

PWcBSC
BSL

PBSL

tP
tR

PWPEin

dttRPBSLdttPER

dttRPWBSL
Ein

ER
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ORL:反射減衰量 (dB)  

ER： カーソル A とカーソル B の範囲から反射される光のエネルギー (J) 

Ein： カーソル A の位置の入射光エネルギー (J) 

BSL： 後方散乱光レベル 

PW： 入射光のパルス幅 

P(t)： パルス送出後，時刻 t 経過後の OTDR 測定パワー (W) 

a： カーソル A の位置から反射する光を OTDR が受信する時刻 

b： カーソル B の位置から反射する光を OTDR が受信する時刻 

Pa： カーソル A の位置を通過する光パルスのピークパワー 

R(t)： OTDR 測定パワー (W) を，カーソル A の位置の後方散乱光レベル 
(W) で正規化した値 

BSC: 後方散乱光係数 

R: レイリー散乱損失 

c: 光速度 3×108 (m/s) 

IOR: 群屈折率 
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









inE

ER
ORL 10log10

距離 

A B 
レ
ベ
ル 

入射エネルギー Ein

反射エネルギー ER

 

図4.10.1-5  反射減衰量の測定方法 

 

4.10.2 イベントの判定 
波形解析画面に表示されるイベントの発生要因と判定方法は，次のとおりです。 
反射 

光コネクタやメカニカルスプライスなどの，フレネル反射が発生しています。 
次のどちらかの点が反射イベントと判定されます。 
・ 反射率測定結果が，解析しきい値画面の反射設定値以上である点 
・ 損失測定結果が，解析しきい値画面の損失設定値以上である点 
イベントテーブルの反射率測定方法は次のとおりです。 
波形の極大レベル L1 を検出します。 
極大レベルの直前のレイリー散乱レベル L2 を測定します。 

 

距離 

レ
ベ
ル

L2

L1

 

図4.10.2-1  反射減衰量の測定方法 
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次の計算式で反射減衰量を求めます。 

IOR

PWcBSC
BSL

BSLORL

R

LL









2

)}110(log)({log10 5
1010

12

  

ORL: 反射減衰量 (dB) 
R: レイリー散乱損失 
c: 光速度 3×108 (m/s) 
BSC: 後方散乱光係数 
IOR: 群屈折率 
PW: パルス幅 
L1: 極大レベル 
L2: 直前のレイリー散乱レベル 

非反射 

融着接続やファイバの曲げ損失などの，フレネル反射を伴わない損失が発生して

います。 
損失測定結果が，解析しきい値画面の損失設定値以上である点が，非反射イベン

トと判定されます。 
非反射イベントでは，反射減衰量が [N/A] と表示されます。 
グループ 

損失測定結果に，解析しきい値の損失設定値よりも大きい点が複数存在し，その

間隔が短いため 1 つ 1 つのイベントの損失を測定できない点がグループイベントと

判定されます。 
損失測定結果には，複数の損失点の合計損失が表示されます。 
パルス幅を小さくすると，イベントを分離できることがあります。 

 

距離 

レ
ベ
ル 

損失

 

図4.10.2-2  グループイベントの損失  

 

遠端 

ファイバの終端，または切断点です。 
ノイズレベルとの境界に位置する点が，遠端イベントと判定されます。 
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レンジ外 

ファイバの長さまたは損失が，画面の範囲外に存在します。 
遠端イベントが存在しない場合で，次の点がレンジ外イベントと判定されます。 
・ ノイズレベルまでレベルが下がる位置 
・ 波形の右端 

 

距離 

レ
ベ
ル レベルがノイズレベ

ルまで下がる位置 

距離 

レ
ベ
ル 波形の右端

 

図4.10.2-3  レンジ外イベントの位置 

 

スプリッタ 

光カプラなどで，ファイバが分岐する点です。 
損失測定結果が，解析しきい値画面のスプリッタ設定値よりも大きい点で，ノイズレ

ベルとの境界に位置しない点が，スプリッタイベントと判定されます。 
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4.11 可視光源を使用する 
可視光源は，目視によるファイバ心線対照，曲げによる心線対照，OTDR のデット

ゾーン内の破断点検出などに使用できます。 

可視光源はオプションです。可視光源オプションが搭載されている本器でのみ使

用できます。 

以下の手順で可視光源を操作します。 

1. OTDR 機能，または Fiber Visualizer 機能を起動し，  を押すと図

4.10-1 のようなメニューが表示されます。 

2.   で [可視光源] を選択し，  を押すと可視光源画面が表示

されます。 

 

 

図4.11-1  可視光源の操作 

 

3.   で以下のいずれかを選択し，  を押します。 

・ 消灯： 可視光源が消灯します。 
・ 点灯： 可視光源が点灯します。 
・ 点滅： 可視光源が点滅します。 

4. 点灯または点滅を選択した場合は，画面上部に可視光源が出力されている

ことを示すアイコンが表示されます。 

 可視光源出力表示 

 

図4.11-2  可視光源出力の表示 
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4.12 Fiber Visualizer で測定する 
Fiber Visualizer は，光ファイバの接続状況や障害点をグラフィカルなアイコンで

簡単に確認することができます。 

 

 ① 

③ 

⑤

⑥

⑦

④ 

② 

⑧

 

図4.12-1  Fiber Visualizer (サマリ) 画面 

 

① 波長，イベント数，遠端表示エリア 
測定に使った波長やイベント数，遠端位置が表示されます。 

② 模式図 
イベント位置や表示しているイベントアイコンの位置を表します。良否判定し

きい値を超えているイベントは，赤色で表示されます。 

③ 良否判定結果 
設定している良否判定しきい値をすべてクリアしている場合は，OK と表示さ

れます。ひとつでも満たしていない項目がある場合は，NG と表示されます。 

④ 全体結果 
波長ごとに全損失と全反射減衰量の値を表示します。 

⑤  (測定条件設定) 
測定条件設定画面を表示します。 

⑥  (モード) 
イベント画面でマーカ選択モードとイベント編集モードを切り替えます。 

⑦  (イベント) 
イベント画面に切り替えます。 

⑧  (波形表示) 
波形表示画面に切り替えます。 
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 ① 

② 

⑥

⑦

⑧

⑤ ⑨

③ 

④ 

 

図4.12-2  Fiber Visualizer (イベント) 画面 

 

① 波長，イベント数，遠端表示エリア 
測定に使った波長やイベント数，遠端位置が表示されます。 

② 模式図 
イベント位置や表示しているイベントアイコンの位置を表します。良否判定し

きい値を超えているイベントは，赤色で表示されます。 

③ イベントアイコン表示エリア 
波形を自動解析し，ファイバの接続点や融着点，スプリッタなどをアイコンで

表示します。良否判定しきい値を超えているアイコンは，赤色で表示されま

す。 

＜イベントアイコンの詳細＞ 

 

 
A 
B 
C 

D 

A. イベント距離：OTDR 側からの距離 

B. イベント番号：OTDR 側から順番に振った番号

C. アイコン種別：イベントタイプ 

D. 接続損失：イベント点の接続損失 (dB) 

 

④ イベント間距離と損失 
設定した A－B イベント間の距離と損失を表示します。 

⑤ 全体結果 
波長ごとに全損失と全反射減衰量の値を表示します。 

⑥  (測定条件設定) 
測定条件設定画面を表示します。 

⑦  (モード) 
A マーカ，B マーカまたはイベント編集を切り替えます。 

⑧  (サマリ) 
サマリ画面に切り替えます。 

⑨  (波形表示) 
波形表示画面に切り替えます。 
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以下の手順で Fiber Visualizer を操作します。 

1.  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [トップメニュー] を選択し，  を押すとトップメニュー画

面が表示されます。 

3.     で，[Fiber Visualizer] を選択します。Fiber Visualizer 画面が表示

されます。 

 

図4.12-3  Fiber Visualizer 画面 

 

4.  を押すと，測定を開始します。 
工場出荷状態の場合は，すべて自動設定で測定されます。 
測定条件を手動で設定する場合は，「4.2 測定条件を設定する」を参照して

ください。 

5. 接続チェックを有効にしている場合は，接続チェック画面が表示されます。 
詳しくは，「4.3 測定を開始する」を参照してください。 

6. 測定が始まると，現在の進捗状況がバーグラフに表示されます。 
測定を停止する場合は，  を押します。 

 

図4.12-4  測定画面 

[全て自動設定] が有効の場合は，パルス幅を自動的に切り換えて測定し，

イベントをより高精度に検出します。イベントの検出過程が画面下部のアイコ

ンに表示されます。 
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図4.12-5  測定画面 (全て自動設定の場合) 

注： 

[全て自動設定] で測定した波形ファイルを読み込み，再度波形解析

を実行することはできません。 

 

7. 測定が完了すると，サマリ画面が表示されます。 

 

図4.12-6  Fiber Visualizer 画面 (サマリ)  

 

8. OK と表示されている場合：14 に進み，測定結果をレポートに出力します。 
NG と表示されている場合：  (イベント) を押します。 
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9. イベント画面が表示されます。 

 

図4.12-7  Fiber Visualizer 画面 (イベント) 

 

イベントアイコンの種別は以下のとおりです。良否判定しきい値によってアイ

コンの色が変わります。 

アイコンが青色：しきい値を超えていない  
(画面の中央に表示されている状態) 

アイコンが灰色：しきい値を超えていない 

アイコンが赤色：しきい値を超えている 
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表4.12-1  イベント種別表 

アイコン 種別名 説明 

 反射 コネクタ接続点などのフレネル反射です。 

 非反射 

融着点などであり，反射ではありません。 

損失がマイナスの場合は，右上がりのアイコンが表
示されます。 

 グループ 
複数のイベントが重なりあい，分離して解析できな
い場合にグループイベントとして表示されます。 

 遠端 ファイバの遠端／断線です。 

 レンジ外 

ダイナミックレンジ外か距離レンジ外です。 

・ ダイナミックレンジ外 
光ファイバケーブルの遠端／断線を検出する前
に波形がノイズに到達した場合はダイナミックレ
ンジ外となります。 

・ 距離レンジ外 
光ファイバケーブルの遠端／断線を検出する前
に波形の終わりに到達した場合は距離レンジ外
となります。 

 スプリッタ ファイバの分岐による損失です。 

 Macro 
Bend 

指定されたしきい値を超える場合は，"マクロベンド
"イベントとして報告されます。 

 

10.     で赤く表示されているイベントアイコンを選択すると，画面下にイベント

の詳細が表示されます。良否判定しきい値を超えている場合は，赤字で表

示されます。 

 

図4.12-8  Fiber Visualizer 画面 (イベント) 
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11. イベント間の損失や距離を測定する場合は，マーカを設定したいイベントを 

    で選択し，  を押します。A マーカ，B マーカは，  (モード) を押

すごとに切り替わります。 

12. イベント種別の変更は以下の手順で行います。 

(1)  (モード) を押して，イベント編集にします。 

(2)    で編集するイベントを選択します。 

(3)  を押すと変更可能なイベントの一覧が表示されます。 

(4)  でイベント種別を選択します。 

(5)  を押すと確定します。 

 

13.  (波形表示) を押すと，選択しているイベントの波形が表示されます。 

 

図4.12-9  Fiber Visualizer 画面 

 

14. 波形表示画面の操作は，「4.4 波形を観測する」を参照してください。 

15. すべてのイベントが PASS になったら，測定データをレポートに出力します。 

16.  を押してメニュー画面を表示します。 

17.   で [PDF レポートの作成] を選択し，  を押します。 
測定結果がない場合は，メニューに PDF レポートの作成が表示されません。 



第 4 章  ファイバの障害点を調べる 

4-60 

18. PDF レポート作成画面が表示されます。初めて起動する場合は，基本設定

タブが表示されます。 

 

図4.12-10  PDF レポート作成画面 (基本設定タブ) 

 

19.    で [基本設定タブ] を選択します。 

20.   でレポートに出力したい項目を選択し，  を押します。 
チェックマークが付いている項目が出力されます。 

 

図4.12-11  PDF レポート作成画面 (基本設定タブ） 

 

21. 設定が完了したら，  で [コメントタブ] を選択します。レポートヘッダーに

チェックマークが付いている場合，コメントタブで設定した内容が出力されま

す。 
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22.   で編集したい項目を選択し，  を押します。 

 

図4.12-12  PDF レポート作成画面 (コメントタブ) 

 

23. 文字入力画面が表示されます。文字入力については，「3.6 文字を入力す

る」を参照してください。 

24. 設定が完了したら，  で [ロゴタブ] を選択します。 

 

図4.12-13  PDF レポート作成画面 (ロゴタブ) 

 

25. レポートにロゴを出力したい場合は，   で [ロゴを挿入する] を

選択し，  を押してチェックマークを付けます。 

26.   で [ロゴ] を選択し，  を押します。 
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27. ファイルユーティリティ画面が表示されます。 

 

図4.12-14  ファイルユーティリティ画面 

 

28. 出力したいロゴファイルを   で選択し，  (画像読込) を押しま

す。 

29. ロゴに選択した画像のパスが表示されます。 

30. すべての設定が完了したら，  (レポートの作成) を押します。 

31. ファイルユーティリティ画面が表示されます。 

 

図4.12-15  ファイルユーティリティ画面 

 

32. ファイル名，保存先を設定し，  (レポートを作成) を押します。 
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33. 設定した名前の PDF ファイルが作成されます。 
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4.13 サマリを作成する 
保存した波形ファイル（.sor）からテキスト形式のサマリを出力することができます。 

 

図4.13-1  サマリ 

 

サマリを作成する 

1. トップメニュー画面で  を押してメニューを表示します。  

2.   で[サマリの作成]を選択し，  を押します。 

3.   でサマリを作成したい波形ファイルを選択します。 

複数の波形ファイルを選択する場合は，  (複数選択)を押して複数選択を

オンにし，   で波形ファイルを選択します。  を押すと，選ん

だ波形ファイルが選択されます。 

4. フォルダ内の波形ファイルをすべて選択する場合は，  (複数選択)を押し

て複数選択をオンにします。次に  (選択)を押し，  で[全て選

択]を選択してから  を押します。 

すべての選択を解除する場合は，[全て選択解除]を選択します。 

5. 波形ファイルを選択したら，  (サマリを作成) を押します。サマリの保存画

面が表示されます。 

波形ファイルを選択していない場合は，  が灰色になり，押せません。 
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図4.13-2  サマリの保存画面 

 

6. サマリに出力する全反射減衰量（Tot ORL 列）を計算する際，遠端を含まな

い場合は，  (全反射減衰) を押し，遠端除外にします。 

遠端を含む場合は，遠端含むに設定します。 

7.   でファイル名を選択し，  を押すと，ファイル名が入力でき

ます。ファイル名は，あらかじめ”DATE@TIME”と入力されています。 

文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

8. 保存先のフォルダを選択します。 

9.  (保存)を押すと，サマリをテキストファイルに保存します。 
 (終了) を押すと，保存されません。 
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第5章 ドロップケーブルの障害点を調べる 
 
ここでは，DCFL (ドロップケーブルフォルトロケータ) を使って，ドロップケーブル

の損失測定，および障害点の検出方法について説明します。 
ファイバの接続方法，取り扱い上の注意は，第 2 章を参照してください。 

5.1 使用可能モデル ............................................................. 5-2 
5.2 測定手順 ........................................................................ 5-3 
5.3 ドロップケーブルを測定する ............................................ 5-4 

5.3.1 DCFL を起動する .............................................. 5-4 
5.3.2 出力パワーを確認する ....................................... 5-4 
5.3.3 OTDR 測定をする .............................................. 5-7 

5.4 波形を観測する ............................................................ 5-10 
5.5 波形を保存する ............................................................ 5-10 
5.6 波形を読み込む ........................................................... 5-10 
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5.1 使用可能モデル 
DCFL 機能は，以下のモデルでのみ使用できます。 

表5.1-1  使用可能モデル 

形名 備考 

MU909014C6-058 3 波長，光源，PON パワーメータ，光ロス測定モデル

 

注： 

・ オプション 059/-069 の 1310/1490/1550 nm モデルでは使用できま

せん。 

・ 上記以外のモデルでは，トップメニュー画面に DCFL アプリケーショ

ンが表示されません。 
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5.2 測定手順 
DCFL 機能を使ってドロップケーブルの損失や障害点を確認する手順を次の図に

示します。トップメニューから DCFL を起動し，以下の手順に従って測定してくださ

い。 

 

本器にドロップケーブルを接続する 

    を押してOTDR測定を開始する 

 ※ あらかじめ測定条件が分かっている場合は， 
   測定条件を設定してから押す 

接続チェック画面でドロップケーブルの接続状態を 
チェックする 

光出力パワーを測定する 

[接続チェックを有効にする]をチェックしているか？ 

はい 
いいえ 

    を押して測定を続行する。 

 ※ 良の場合は自動的に測定が開始される。 

良，可の場合 

不可の場合 

光ファイバケーブルのコ
ネクタをクリーニングする

測定が完了するまで待つ 

自動的にドロップケーブルの障害点が検出される 

はい 
いいえ 

障害点を正しく検出しているか？ 

測定結果（障害点位置，損失や反射減衰量など）を確認する 

検出条件を変更する

十分なパワーが検出されているか？ 

測定終了

はい 
いいえ 

1625/1650nmのポートを遮光し，ゼロオフセットを実行 

 

図5.2-1  ドロップケーブルの測定手順 
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5.3 ドロップケーブルを測定する 
DCFL 機能は，電柱から加入者宅へ光ファイバを引き込む際に使用されるドロップ

ケーブルに発生した障害点を簡単に検出するための機能です。 
ドロップケーブルに発生した障害点を検出する手順について説明します。 

5.3.1 DCFLを起動する 
トップメニュー画面で DCFL を選択して起動します。 

5.3.2 出力パワーを確認する 
DCFL を起動すると，パワーメータ画面が表示されます。 
ドロップケーブルから十分な光が出力されているか確認します。 

 

図5.3.2-1  パワーメータ画面 (DCFL) 

 

パワーメータ画面 (DCFL) では，以下の項目を設定ができます。 

表5.3.2-1  パワーメータ画面 (DCFL) の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値 

波長 測定する光の波長帯域 (nm) 1310，1490，1550， 
1625，1650 1310 

しきい値 入力パワーの合否判定 (dBm) –50.00～26.00 
オフ 
(–26.00) 

測定条件 OTDR の測定条件を設定 「4.2 測定条件を設定する」を参照 左記 

ゼロオフセット ゼロオフセット処理の実行 なし なし 

 
パワーメータ測定値 

光パワー測定値が絶対値 (dBm)，または差分値 (dB) で表示されます。測

定値が，測定レベルの上限より高いときは [Over Range] が，下限より低い

ときは [Under Range] が表示されます。 

良否判定 

光パワー測定値としきい値 (dBm) を比較して判定します。 
OK：光パワーがしきい値以上 
NG：光パワーがしきい値未満 



5.3 ドロップケーブルを測定する 

5-5 

5 

ド
ロ
ッ
プ
ケ
ー
ブ
ル
の
障
害
点
を
調
べ
る 

ゼロレベルの校正 

測定開始前に，本器内部のゼロレベルを校正します。 

1.  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [トップメニュー] を選択し，  を押してトップメニュー画

面を表示します。 

3.     で，[DCFL] を選択します。 

4.  を押します。 

5. 本器から光ファイバを取り外します。 

6. スライドカバーを閉めます。 

7.  (ゼロオフセット) を押します。ゼロオフセットの確認画面が表示されま

す。 

8.     で [開始] を選択して，  を押します。 

 ゼロオフセット実行中は，[Zeroing...] が表示されます。 

9. 次が表示されたら，ゼロレベルの校正は終了です。 
 dBm 表示： [Under Range] 
 dB 表示：  [-----] 
 オフセット実行中は，  だけが操作できます。 

ゼロレベルの校正が正しくできなかった場合は，次のメッセージが表示されます。 

 

ゼロオフセットを再度実行する場合は，スライドカバーがしっかり閉まっていることを

確認して [リトライ] を選択します。  を押すとゼロオフセットを実行します。 
[OK] を選択して  を押すと，PON パワーメータ画面に戻ります。 
ゼロオフセットが繰り返し失敗する場合は，当社または販売代理店に連絡してくだ

さい。 

 

パワーメータ測定条件の設定 

1. DCFL を起動します。 

2.  (波長) を押して，波長を選択します。 
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しきい値の設定 

光パワー測定値を良否判定する場合は，しきい値を設定します。 

1. DCFL を起動します。 

2.  (しきい値) を押します。 

 

3.   で [しきい値を有効にする] を選択します。 

4.  で，チェックを付けます。 

5.   で テキストボックスに移動します。 

6.     で，しきい値とするレベルを設定します。 

7.  を押すと，しきい値の設定を終了します。 

8. パワーメータ画面に [OK]，または [NG] が表示されます。 

 
パワーメータを終了する場合は，  を押してトップメニューを表示します。 

十分な出力パワーが検出できなかったときは，  を押して OTDR 測定を開始し

ます。 
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5.3.3 OTDR測定をする 
十分な出力パワーを検出できなかった場合は，パワーメータ画面で  を押して

OTDR測定を開始します。OTDR測定すると，パワーメータだけでは分からない障

害点の位置やドロップケーブルの損失を測定することができます。 

パワーメータ画面で  を押すと，波形解析画面が表示されます。 

注： 

測定機能設定画面で [接続チェックを有効にする] をチェックした場合，接

続チェック画面が表示されます。接続チェック画面については，「4.3.1 接

続をチェックする」を参照してください。 

 

 

図5.3.3-1 波形解析画面 (DCFL) 

 

波形解析画面 (DCFL) では，以下の項目を設定ができます。 

表5.3.3-1  波形解析画面 (DCFL) の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値

測定条件設定 OTDR の測定条件を設定 「4.2 測定条件を設定する」を参照 左記 

解析しきい値 
障害点として検出する 
しきい値(dB) 

「4.5.2 イベント検出条件を設定する
（解析しきい値）」を参照 

左記 

良否判定しきい値 
計算結果に対する 
良否判定しきい値 (dB) 

「4.5.3 判定条件を設定する (良否
判定しきい値)」を参照 

左記 

波形表示 測定波形を表示 なし なし 
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測定条件の設定 

1. DCFL を起動します。 

2. 以下のいずれかの画面から測定条件画面を表示します。 

・ パワーメータ画面で  (測定条件) を押す 
・ 波形解析画面で  (測定条件設定) を押す 
・ 波形表示画面で  (その他) を押し，測定条件設定を選択する 

3. 測定条件を設定します。 
詳しくは，「4.2 測定条件を設定する」を参照してください。 

 

4. 設定が完了したら，  (終了) を押します。 

 

OTDR 測定の開始 

1. DCFL を起動します。 

2. パワーメータ画面または接続チェック画面で  を押すと，波形解析画面

が表示されます。 

3. 測定が完了すると，解析結果が表示されます。 
詳しくは，「4.5 波形を解析する」を参照してください。 

 

 



5.3 ドロップケーブルを測定する 

5-9 

5 

ド
ロ
ッ
プ
ケ
ー
ブ
ル
の
障
害
点
を
調
べ
る 

解析しきい値の設定 

1. 測定完了後，以下のいずれかの画面から解析しきい値画面を表示します。 

・ 波形解析画面で  (解析しきい値) を押す 
・  を押し，解析しきい値設定を選択する 

2. 障害点と判定するしきい値を設定します。 
詳しくは，「4.5.2 イベント検出条件を設定する (解析しきい値)」を参照してく

ださい。 

3. しきい値を設定したら，   (設定) を押します。 
設定が完了すると，自動的に再解析します。 

 

良否判定しきい値の設定 

1. 測定完了後，以下のいずれかの画面から良否判定しきい値画面を表示しま

す。 

・ 波形解析画面で  (良否判定しきい値) を押す 
・  を押し，良否判定しきい値設定を選択する 

2. 良否判定したい項目のしきい値を設定します。 
詳しくは，「4.5.3 判定条件を設定する (良否判定しきい値)」を参照してくだ

さい。 

3. しきい値を設定したら，  （設定）を押します。 
設定が完了すると，自動的に再判定されます。 

 

リアルタイム測定の開始 

1. 測定完了後，波形解析画面で  (波形表示) を押し，波形表示画面を表

示します。 

2.  (リアルタイム) を押すと，リアルタイム測定が開始されます。 

3. リアルタイム測定中に  (モード) を押すと，高速／高 SN を切り替えられ

ます。高 SN にするとノイズが抑圧されますが，測定時間が長くなります。 

4.  を押すと，測定が停止します。 

 

OTDR 測定を終了する場合は，  を押してトップメニューを表示します。 

 を押すと，再度，パワーメータ画面が表示されます。 
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5.4 波形を観測する 
ドロップケーブルの障害点を正しく検出できない場合は，測定した波形を確認しま

す。 

詳しくは，「4.4 波形を観測する」を参照してください。 

 

5.5 波形を保存する 
測定した結果は，ファイルに保存することができます。パワーメータの値は，パワー

メータ画面で  を押したときの値が記録されます。 

注： 

本器では保存したパワーメータの値を表示できません。 

保存の手順については，「4.6 波形を保存する」を参照してください。 

 

5.6 波形を読み込む 
保存した波形ファイル (.sor) を読み込むことができます。 

注： 

本器では保存したパワーメータの値を表示できません。 

 

読み込みの手順については，「4.7 波形を読み込む (ファイルユーティリティ読み

込み)」を参照してください。 
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第6章 PON システムの光パワーを測定する 
 
ここでは，PON パワーメータ機能の使用方法について説明します。 
 

6.1 PON パワーメータを使用する ........................................ 6-2 
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6.1 PON パワーメータを使用する 
PON パワーメータは，PON の下り信号の波長を分離して 2 つのパワーを同時に

測定できます。 

 

図6.1-1  PON パワーメータ画面 
 

表6.1-1  PON パワーメータ画面の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値 

しきい値 
測定した測定値 (dBm)
に対しての良否を判定
するしきい値 

1490 nm：–50.00～13.00 –26.00 

1550 nm：–50.00～26.00 –7.00 

しきい値を有
効にする 判定結果の表示設定 オフ，オン オフ 

基準値 差分表示の基準レベル 
(dBm) –99.99～99.99 –––––– 

dB/dBm 絶対値  (dBm)/相対値 
(dB) 表示の切り替え dB，dBm dBm 

 
各波長の光パワー測定値が絶対値 (dBm)，または差分値 (dB) で表示されます。

測定値が，測定レベルの上限 より高いときは [Over Range] が，下限より低いと

きは [Under Range] が表示されます。 

光パワー測定値がしきい値で設定した値より高いときには [OK] が，低いときには 
[NG] が表示されます。 
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1.  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [トップメニュー] を選択し，  を押すとトップメニュー画

面が表示されます。 

3.   で，[PONパワーメータ] を選択します。PONパワーメータ画面が表示

されます。 

PON パワーメータを終了するときは，  を押してトップメニュー画面を表示しま

す。 

 
ゼロレベルの校正 
測定開始前に，本器内部のゼロレベルを校正します。 

1. 本器から光ファイバを取り外します。 

2. スライドカバーを閉めます。 

3.  (ゼロオフセット) を押します。ゼロオフセットの確認画面が表示されま

す。 

4.   で [開始] を選択して，  を押します。 

 ゼロオフセット実行中は，[Zeroing...] が表示されます。 

5. 次が表示されたら，ゼロレベルの校正は終了です。 
 dBm 表示： [Under Range] 
 dB 表示：  [-----] 
 オフセット実行中は，  だけが操作できます。 

ゼロレベルの校正が正しくできなかった場合は，次のメッセージが表示されます。 

 

ゼロオフセットを再度実行する場合は，スライドカバーがしっかり閉まっていることを

確認して [リトライ] を選択します。  を押すとゼロオフセットを実行します。 
[OK] を選択して  を押すと，PON パワーメータ画面に戻ります。 
ゼロオフセットが繰り返し失敗する場合は，当社または販売代理店に連絡してくだ

さい。 
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しきい値の設定 
光パワー測定値の合否判定をする場合は，しきい値を設定します。 

1.  (しきい値) を押します。 

 
2.   で 1490 nm の [しきい値を有効にする] を選択します。 

3. で，チェックを付けます。 

4.   で 1490 nm のテキストボックスに移動します。 

5.   で，しきい値とするレベルを設定します。 

6. 1550 nm についても手順 2 から 5 の設定をします。 

7.  (設定) を押すと，しきい値の設定を終了します。 
設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 

 (初期設定) を押すと，表6.1-1 の初期値が設定されます。 

8. PON パワーメータ画面に [OK]，または [NG] が表示されます。 

レベルの差分表示 
差分表示では，0 dB とする基準値を設定します。 

1.  (基準値) を押すと，そのときの光パワーが基準値に設定されます。 
 設定した基準値は画面に表示されます。ただし，次の場合は基準値が表示

されません。 

・ 光パワー測定値が [Over Range]，または [Under Range] の場合 

・ 光パワー測定値が [Over Range]，または [Under Range] のときに

 (基準値) を押した場合 

2.  (dB/dBm) を押して，dB を選択します。 

 基準値からの差分が PON パワーメータ画面に表示されます。ただし，光パ

ワー測定値が [Over Range]，または [Under Range] の場合は値が表示

されません。 
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ここでは，ファイバの接続先の確認方法，本器の光源機能とパワーメータの使用方

法について説明します。 

 

7.1 ファイバの接続先の確認 (芯線対照) .............................. 7-2 
7.2 光源を使用する .............................................................. 7-3 
7.3 光パワーを測定する ....................................................... 7-5 
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7.1 ファイバの接続先の確認 (芯線対照) 
光ファイバケーブルには，多数のファイバが収められています。ケーブルの両端で，

どのコネクタがつながっているのか調べることを芯線対照と呼びます。 

 光ファイバケーブル

光源 パワーメータ

 

図7.1-1  芯線対照の接続図 

 

光ファイバケーブルのコネクタに光源を接続し，反対側のコネクタにパワーメータを

接続して光源が出力した光を検出します。 

ファイバには，通信に使用している光が存在することがあるため，パワーメータで光

パワーを測定しただけでは，芯線対照用光源からの光を受信しているか区別でき

ません。 
芯線対照用の光を識別するため，光源の光に 270 Hz，1 kHz，または 2 kHz の

変調をかけます。パワーメータでは変調光のパワーを測定して，芯線対照用の光

を検出します。 

次のページ以降で，本器の光源とパワーメータの操作方法を説明します。 



7.2 光源を使用する 

7-3 

7 

フ
ァ
イ
バ
の
接
続
先
を
調
べ
る 

7.2 光源を使用する 
光源機能ではOTDRに使用している波長の光を連続，または変調して出力します。

光パワーメータを一緒に使用することにより，光ファイバの芯線対照や，損失測定

などに使用できます。 

以下の手順で光源を操作します。 

1.  を押すとメニューが表示されます。 

2.  で [トップメニュー] を選択し，  を押してトップメニュー画面

を表示します。 

 

3.    で [光源] を選択し，  を押すと光源画面が表示され

ます。 

 

4.  (波長) を押して波長を選択します。光が出力されるコネクタに矢印が表

示されます。 

5.  (変調) を押して，変調周波数を選択します。[CW] を選択すると，出力

される光は変調されません。 

6.  を押すと，表示が [On] に変わり光が出力されます。 

 また，測定光出力のアイコンが表示されます。 
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7. 光出力が停止するには，もう 1度  を押します。表示が [Off] に変わりま

す。 

表7.2-1  光源画面の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値 

波長 出力する光の波長帯域 (nm) 表7.2-2 参照 表7.2-2 参照

変調 変調周波数 (Hz) CW，270，1k，2k CW 

 
注： 

電源を一度オフにすると，変調の設定は [CW] になります。 

 
表7.2-2  波長の設定項目 

形名，オプション 設定範囲 初期値 

MU909014C/C6-057/067 1310，1550，1625 1310 

MU909014C/C6-058/068 1310，1550，1650 1310 

MU909015A6-053/063 1625 1625 

MU909015A6-054/064 1650 1650 

MU909015C/C6-057/067 1310，1550，1625 1310 

MU909015C/C6-058/068 1310，1550，1650 1310 

MU909015C/C6-059/069 1310，1490，1550 1310 
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7.3 光パワーを測定する 
パワーメータは，1310 nm から 1650 nm までの波長の光パワーを測定できます。

また，変調された光のパワーも測定できます。 

 

図7.3-1 パワーメータ画面 

 

表7.3-1  パワーメータ画面の設定項目  

項目名 機能 設定範囲 初期値

波長＊1 
測定する光の波長帯域 
(nm) 

1310，1490，1550，
1625，1650 1310 

変調＊2 光の変調周波数 CW，270 Hz，1 kHz，2 
kHz CW 

しきい値 
パワー，または損失の合否
判定するしきい値 (dBm) –50.00～26.00 0.00*3 

基準値 損失の基準値 (dBm) –50.00～26.00 0.00 

＊1： MU909014C，MU909015C では 1625，1650 を選択できません。 

＊2： MU909014C，MU909015C では変調を変更できません。 

＊3： DCFL アプリケーションの場合は-26.00 です。 

パワーメータ測定値 

光パワー測定値が絶対値 (dBm)，または差分値 (dB)で表示されます。測

定値が，測定レベルの上限より高いときは [Over Range] が，下限より低い

ときは [Under Range] が表示されます。 

レベルの差分 

基準値に対するレベル差が表示されます。 
測定値が基準値より高いときは，正の値が表示されます。 
測定値が基準値より低いときは，負の値が表示されます。 

良否判定 

光パワー測定値としきい値 (dBm) を比較して判定します。 
OK：光パワーがしきい値以上 
NG：光パワーがしきい値未満 
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パワーメータ測定条件の設定 

1.  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [トップメニュー] を選択し，  を押してトップメニュー画

面を表示します。 

3.     で，[パワーメータ] を選択します。 

4.  を押します。 

5.  (波長) を押して，波長を選択します。 

6. MU909014C6/MU909015A6/C6 では，  (変調) を押して変調周波数

を設定します。 

パワーメータを終了するときは，  を押してトップメニューを表示します。 

ゼロレベルの校正 

測定開始前に，本器内部のゼロレベルを校正します。 

1. 本器から光ファイバを取り外します。 

2. スライドカバーを閉めます。 

3.  (ゼロオフセット) を押します。ゼロオフセットの確認画面が表示されま

す。 

4.     で [開始] を選択して，  を押します。 

 ゼロオフセット実行中は，[Zeroing...] が表示されます。 

5. 次が表示されたら，ゼロレベルの校正は終了です。 
 dBm 表示： [Under Range] 
 dB 表示：  [-----] 
 オフセット実行中は，  だけが操作できます。 

ゼロレベルの校正が正しくできなかった場合は，次のメッセージが表示されます。 

 

ゼロオフセットを再度実行する場合は，スライドカバーがしっかり閉まっていることを

確認して [リトライ] を選択します。  を押すとゼロオフセットを実行します。 
[OK] を選択して  を押すと，PON パワーメータ画面に戻ります。 
ゼロオフセットが繰り返し失敗する場合は，当社または販売代理店に連絡してくだ

さい。 



7.3 光パワーを測定する 

7-7 

7 

フ
ァ
イ
バ
の
接
続
先
を
調
べ
る 

しきい値の設定 

光パワー測定値の良否判定をする場合は，しきい値を設定します。 

1.     で [しきい値] を選択し，  を押します。 

 

2.   で [しきい値を有効にする] を選択します。 

3.  で，チェックを付けます。 

4.   で テキストボックスに移動します。 

5.     で，しきい値とするレベルを設定します。 

6.  を押すと，しきい値の設定を終了します。 

7. パワーメータ画面に [OK]，または [NG] が表示されます。 

 
差分の設定 

差分表示をする場合は，0 dB とする基準値を設定します。 

1.     で [基準値] を選択し，  を押します。 

 

2.   で [基準値を有効にする] を選択します。 

3.  で，チェックを付けます。 

4.   で テキストボックスに移動します。 

5.     で，基準値を設定します。 

 (コピー) を押すと，表示されている光パワーが基準値に設定されます。

[Over Range]，または [Under Range] が表示されている場合は，  を
操作できません。 

6.  (設定) を押すと，基準値の設定を終了します。 
設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 

 (初期設定) を押すと，表7.3-1 の初期値が設定されます。 

7. 測定値から基準値を引いた値が差分に表示されます。 
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第8章 光部品の損失を測定する 
 
ここでは，光ロス測定機能を使用して，光部品の損失を測定する方法について説

明します。 

 

8.1 光ロス測定の設定 .......................................................... 8-2 
8.2 光ロスの測定手順 .......................................................... 8-6 
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8.1 光ロス測定の設定 
光ロス測定では，光源機能とパワーメータ機能を使って，ファイバや光部品の損失

を測定できます。 

 

 

図8.1-1  光ロス測定画面 

 

表8.1-1  光ロス測定画面の設定項目 (パワーメータ) 

項目名 機能 設定範囲 初期値

波長 測定する光の波長帯域 (nm) 1310, 1490, 1550, 
1625, 1650 1310 

変調 光の変調周波数 (Hz) CW，270，1k，2k CW 

しきい値 
測定した測定値 (dBm) に対し
ての良否を判定するしきい値 –50.00～26.00 –10.00

しきい値を有
効にする 

判定結果の表示設定 オフ，オン オン 

基準値 
光 ロ ス 測 定 の 基 準 レ ベ ル
(dBm) –50.00～26.00 0.00 

基準値を有
効にする 

判定結果の表示設定 オフ，オン オフ 

 
表8.1-2  光ロス測定画面の設定項目 (光源) 

項目名 機能 設定範囲 初期値

波長＊ 測定する光の波長帯域 (nm) 1310, 1490, 1550 1310 

変調 光の変調周波数 (Hz) CW，270，1k，2k CW 

＊： 形名によって異なります。表 1.1-1 を参照してください。 

注： 

電源を一度オフにすると，変調の設定は [CW] になります。 
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1.  を押すと，メニューが表示されます。 

2.   で [トップメニュー] を選択し，  を押すとトップメニュー画

面が表示されます。 

3.     で，[光ロス測定] を選択します。光ロス測定画面が表示されます。 

光ロス測定を終了するときは，  を押してトップメニューを表示します。 

 
光源を設定する 

1.  (設定) を押して，表示を [光源設定] にします。 

2.  (波長) を押して，光源の波長を選択します。 

3.  (変調) を押して，光源の変調周波数を設定します。 

4.  を押すと，表示が [On] に変わり光が出力されます。 

5. 光出力を停止するには，もう一度  を押します。表示が [Off] に変わり

ます。 

 
パワーメータを設定する 

1.  (設定) を押して，表示を [パワーメータ設定] にします。 

 

2.  (波長) を押して，パワーメータの波長を選択します。 

3.  (変調) を押して，パワーメータの変調周波数を設定します。 

4. パワーメータのゼロレベルの校正，しきい値の設定，および基準値の設定を

します。設定方法は，次ページ以降を参照してください。 
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ゼロレベルの校正 

測定開始前に，本器内部のゼロレベルを校正します。 

1. 本器から光ファイバを取り外します。 

2. スライドカバーを閉めます。 

3.  (ゼロオフセット) を押します。ゼロオフセットの確認画面が表示されま

す。 

4.     で [開始] を選択して，  を押します。 

 ゼロオフセット実行中は，[Zeroing...] が表示されます。 

5. 次が表示されたら，ゼロレベルの校正は終了です。 
 dBm 表示： [Under Range] 
 dB 表示：  [-----] 
 オフセット実行中は，  だけが操作できます。 

ゼロレベルの校正が正しくできなかった場合は，次のメッセージが表示されます。 

 

ゼロオフセットを再度実行する場合は，スライドカバーがしっかり閉まっていることを

確認して [リトライ] を選択します。  を押すとゼロオフセットを実行します。 
[OK] を選択して  を押すと，PON パワーメータ画面に戻ります。 
ゼロオフセットが繰り返し失敗する場合は，当社または販売代理店に連絡してくだ

さい。 

 
しきい値の設定 

光パワー測定値の良否判定をする場合は，しきい値を設定します。 

1.     で [しきい値] を選択し，  を押します。 

 

2.   で [しきい値を有効にする] を選択します。 

3.  で，チェックを付けます。 

4.   で テキストボックスに移動します。 

5.     で，しきい値とするレベルを設定します。 
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6.  を押すと，しきい値の設定を終了します。 

7. パワーメータ画面に [OK]，または [NG] が表示されます。 

 
差分の設定 

差分表示をする場合は，0 dB とする基準値を設定します。 

1.     で [基準値] を選択し，  を押します。 

 

2.   で [基準値を有効にする] を選択します。 

3.  で，チェックを付けます。 

4.   で テキストボックスに移動します。 

5.     で，基準値を設定します。 

 (コピー) を押すと，表示されている光パワーが基準値に設定されます。

[Over Range]，または [Under Range] が表示されている場合は，  を

操作できません。 

6.  (設定) を押すと，基準値の設定を終了します。 
設定を中止する場合は，  (キャンセル) を押します。 

 (初期設定) を押すと，表8.1-1 の初期値が設定されます。 

7. 測定値から基準値を引いた値が差分に表示されます。 
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8.2 光ロスの測定手順 
1. 本器の 2 つの光コネクタに，それぞれシングルモードファイバで接続します。 

2. 2 本のシングルモードファイバを光アダプタで接続します。 

 

シングルモード
ファイバ 

光アダプタ 

 

3.  (設定) を押して，表示を [光源設定] にします。 

4.  (波長) を押して，光源の波長を選択します。 

5.  (変調) を押して，光源の変調周波数を設定します。 

6.  を押して，光を出力します。 

7.  (設定) を押して，表示を [パワーメータ設定] にします。 

8.  (波長) を押して，パワーメータの波長を光源と同じ波長に設定します。 

9.  (変調) を押して，パワーメータの変調周波数を光源と同じ周波数に設

定します。パワーの表示が [Over Range]，または [Under Range] でない

ことを確認します。 

10.     で [基準値] を選択し，  を押します。 

11.   で [基準値を有効にする] を選択します。 

12.  で，チェックを付けます。チェックをしない場合，損失の表示は***になり

ます。 

13.   で テキストボックスに移動します。 

14.  (コピー) を押します。ただし，[Over Range]，または [Under Range] 
が表示されている場合は，  を操作できません。 

 基準値を数値入力する場合は，   で，基準値を設定します。 

15.  (設定) を押します。 

16. 手順 2 の光アダプタを外し，被測定物に接続します。 
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シングルモード
ファイバ 

被測定物 

 

17. 被測定物の損失が表示されます。 
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第9章 ファイバの端面を観察する 
 
オプションのファイバスコープ (VIP：Visual Inspection Probe) を使用すると，

ファイバの端面を観察できます。 
ファイバスコープの使用方法について説明します。 
 

9.1 ファイバスコープの構成 .................................................. 9-2 
9.2 ファイバスコープを接続する ............................................ 9-4 
9.3 VIP を使用する .............................................................. 9-6 
9.4 VIP イメージを分析する ................................................ 9-11 
9.5 レポートを作成する ....................................................... 9-13 
9.6 VIP イメージファイルを操作する .................................... 9-18 
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9.1 ファイバスコープの構成 
本器では以下のファイバスコープを使用できます。 
OPTION- 545 VIP 倍率 200/400 
G0293A  倍率 400 
G0306A  倍率 400 
 
ここでは，OPTION-545 VIP について説明します。他のファイバスコープについ

ては，それぞれの取扱説明書を参照してください。 

ファイバスコープの構成は以下のとおりです。 

表9.1-1  ファイバスコープの構成 

品名 
数量 

OPTION- 545 VIP 

ファイバスコープ本体 1 

USB コンバータ 1 

フェルールアダプタ 5 

ソフトケース 1 

 

 

図9.1-1  ファイバスコープ 

 

注： 

アプリケーションソフトウェアは，パソコンで使用するソフトウェアです。詳しく

は，アプリケーションソフトウェアのヘルプを参照してください。 

 

① 

③

②

OPTION- 545 VIP
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① ファイバスコープ本体 

ファイバスコープ本体には LED と CCD ビデオカメラが搭載されています。 

 防塵キャップ プローブ 

ピント調整ノブ ×200，×400倍率切り替えノブ 
 

図9.1-2  ファイバスコープ本体 

 

② USB コンバータ 

③ フェルールアダプタ 

フェルールアダプタには 3 つの標準アダプタ (FC,ST,および SC) と 2 つのユニ

バーサルアダプタ (ø1.25 mm と ø2.5 mm) があります。 

標準アダプタ 

標準アダプタは光入出力コネクタ端面の検査に使用します。 

PON(Passive Optical Network)において， 

FCアダプタ STアダプタ SCアダプタ 

 

図9.1-3  標準アダプタ 

 

ユニバーサルアダプタ 

ユニバーサルアダプタはファイバ端面の検査に使用します。ø1.25 mm ユニ

バーサルアダプタは ø1.25 mm フェルール(LC, MU コネクタタイプ)，ø2.5 mm
ユニバーサルアダプタは ø2.5 mm フェルール (FC, ST, SC コネクタタイプ) 用
です。 

 

 2.5mmユニバーサル 
アダプタ 

1.25mmユニバーサル
アダプタ 

 

図9.1-4  ユニバーサルアダプタ 
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9.2 ファイバスコープを接続する 
ここでは，OPTION-545 VIP について説明します。他のファイバスコープについ

ては，それぞれの取扱説明書を参照してください。 

フェルールアダプタの装着 

以下の手順でフェルールアダプタをプローブに装着します。 

1. プローブから防塵キャップを取り外します。防塵キャップについては，図

9.1-2を参照してください。フェルールアダプタがすでに取り付けられている

場合，プローブナット (アダプタ側) を緩めてフェルールアダプタを取り外し

てください。 

注： 

プローブのレンズ表面は，直接手で触れないでください。 
プローブをファイバスコープ本体から外さないでください。誤って取り外した

場合は，ファイバスコープ本体のプローブ取り付けネジにあるピンにプロー

ブの切り欠きをあわせて挿入し，プローブナット (ファイバスコープ本体側) 
を締めて固定してください。 

 

① フェルールアダプタ 
② プローブナット（アダプタ側）
③ プローブ 
④ レンズ 

フェルールアダプタ装着後

フェルールアダプタ装着前 

 

図9.2-1  フェルールアダプタ 

 

2. 適切なフェルールアダプタを用意します。プローブ先端部の根元の切り欠き

に，フェルールアダプタのピンをあわせるように奥まで差し込みます。詳しく

は，図 9.2-2を参照してください。 

注： 

ø1.25 mm，ø2.5 mm ユニバーサルアダプタにはピンがありませんので，切

り欠きにあわせる必要はありません。 

 
① フェルールアダプタ（FC） 

② プローブナット（アダプタ側）

③ ピン 

④ 切り欠き 

① ②

③ 
④

 

図9.2-2  フェルールアダプタ装着 
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3. プローブナット (アダプタ側) を締めてフェルールアダプタを固定します。 

USB コンバータへの接続 

OPTION- 545 VIP では，以下の手順でファイバスコープ本体を USB コンバータ

に接続します。 

1. ファイバスコープ本体のカールコード側コネクタをUSBコンバータのレセプタ

クルの溝にあわせて挿入します。 

2. ナットを締めてコネクタを固定します。 

 ① ファイバスコープ本体
② コネクタ 
③ レセプタクル 
④ USBコンバータ 
⑤ USBコネクタ 

①

③ ②

⑤

④ 

 

図9.2-3  USB コンバータへの接続 

 

本器への接続 

以下の手順でファイバスコープを本器に接続します。 

1. 本器の USB (Type A) ポートのカバーを開けます (USB ポートの位置は，

図 2.2.2-1 を参照してください)。 

2. USB コネクタを本器の USB (Type A) ポートに接続します。 

注: 

測定中にファイバスコープを本器に接続すると，ファイバスコープ画面が表

示されます。 
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9.3 VIP を使用する 
VIP を開始する 

以下の手順でファイバスコープを操作します。キャプチャされた画像は，ライブ画

像の様になります。ファイルから読み込んだ場合，ファイル名が画面のタイトルとし

て表示されます。 

   を用いて，キャプチャされた画像の拡大縮小や表示位置を移

動することができます。 

 

図9.3-1  VIP 画面 

 

1.  を押すとメニューが表示されます。   

2.   で [ファイバスコープ] を選択し，  を押します。 

3. ファイバスコープの×200，×400 倍率切り替えノブ (図 9.1-2) を回すと，表

示倍率を切り替えられます。 

4. ピント調整ノブ (図 9.1-2) を回すと，画像のピントを調節できます。 
ピントが合うと画面上部に表示されているフォーカスメーターが動き，一番ピ

ントが合ったときの状態を赤いバーで示します。 

5. 正確な分析を行うためにテスト設定を変更する場合は，  (設定) を押しま

す。 

6.   で設定したい項目を選択し，  を押します。 

7. すべての設定が完了したら，  を押すことで画面がキャプチャされます。  

8. モードをパンに切り替えるには，  を押します。  が画面右下隅に表示

されます。 

9.     を押して，画像を移動させることができます。 

10. モードをズームに切り替えるには，  を押します。  が画面右下隅に表

示されます。 

11.  を押すと，画像が拡大されます。範囲は 50～200%です。 
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 を押すと，画像が縮小されます。 

12. キャプチャした画像をフルスクリーンモードで表示したい場合は，  を押し

てメニューを表示します。 

13.   で [フルスクリーン] を選択して  を押すと，フルスクリーン

表示に切り替わります。 

14. キャプチャした画像がフルスクリーンで表示されます。     で

拡大縮小や表示位置を変更できます。 

 

図9.3-2  フルスクリーン画面 

 

15.  (終了) を押すと，フルスクリーン画面を終了します。 
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プローブを設定する 

1. VIP 画面上で  (設定) を押すと，VIP の設定メニューが表示されます。 

2.   で[プローブ]を選択し，  で選択すると，プローブ選択のダ

イアログボックスが表示されます。 

 

図9.3-3  プローブの選択画面 

 

3.   でプローブを選択し，  を押すと，プローブが設定されま

す。 

注: 

リスト内のプローブのみ使用することができます。 

フェルールアダプタを設定する 

1. VIP 画面上で  (設定) を押すと，VIP の設定メニューが表示されます。 

2.   で[フェルールアダプタ]を選択し，  で選択すると，フェ

ルールアダプタ選択のダイアログボックスが表示されます。 

 

図9.3-4  フェルールアダプタ (545VIP 用) の選択画面 

 

3.   でフェルールアダプタを選択し，  を押すと，フェルールア

ダプタが設定されます。 

注: 

リスト内のフェルールアダプタのみ使用することができます。 
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ファイバタイプ (使用するファイバの種類) を選択する 

1. VIP 画面上で  (設定) を押すと，VIP の設定メニューが表示されます。 

2.   で [ファイバタイプ] を選択し，  で選択すると，ファイバタ

イプ選択のダイアログボックスが表示されます。 

 

図9.3-5  ファイバタイプの選択画面 

 

3.   でファイバタイプを選択し，  を押すと，ファイバタイプが設

定されます。 

自動保存の設定をする 

1. VIP 画面上で  (設定) を押すと，VIP の設定メニューが表示されます。 

2.   で [自動保存設定] を選択し，  で選択すると，自動保存

設定画面が表示されます。 

 

図9.3-6  自動保存設定画面 

 

3.   で [合否判定の実行] を選択し，  でチェックを入れると，

画像をキャプチャした後に合否判定が自動的に行われます。 

4.   で [ファイル名の設定] を選択し，  でチェックを入れると，

保存時のファイル名を自動的に設定されます。 

ファイル名の設定にチェックを入れない場合は，手順 14 に進みます。 

5.   で [保存先フォルダ] を選択します。 

(1)  を押すとフォルダの選択画面が表示されます。 

(2)     で測定結果を保存したいフォルダを選択します。 

(3)  (選択) を押すと選択したフォルダが設定され，フォルダ選択画面が
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閉じます。 

(4) 選択したフォルダのパスが設定画面の保存先に表示されます。 

6.   でファイル名を選択し，  を押すと，文字入力画面が表示さ

れます。 

 文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

7.   で [連番開始番号] を選択し，  を押すと，文字入力画面

が表示されます。 

8. ファイル名に付ける連番の開始番号を設定します。番号の範囲は 0 から

9999 までです。 

9.   で [日付を付加] を選択し，  でチェックを入れると，保存

時の日付がファイル名に付加されます。 

ファイル名の命名規則は以下のとおりです。 

File Name Prefix_Date_Sequence Number.vipi 

例: vip_06082012_001.vipi 

ファイルの拡張子：  vipi 
ディレクトリ名：  Data 
ファイル名：  vip 
日付：   2012 年 6 月 12 日 
連番開始番号  1 

10. 設定が完了したら，  (設定) を押します。 

設定内容を変更しない場合は，  (キャンセル) を押します。 

工場出荷時の初期状態に戻す場合は，  (初期設定) を押します。 

VIP を終了する 

1.  を押してメニューを表示します。 

2.   で [終了] を選択し，  を押すと，VIP が終了します。 



9.4 VIP イメージを分析する 

9-11 

9 

フ
ァ
イ
バ
の
端
面
を
観
察
す
る 

9.4 VIP イメージを分析する 
VIP でキャプチャした画像は本器で解析することができます。 

 

図9.4-1  解析後の画面 

 

VIP イメージを解析する 

1. 画像をキャプチャするか，VIP イメージを読み込みます。 

2. VIP の設定を変更する場合は，  (設定) を押して設定を変更します。 

3.  (解析) を押すと VIP イメージの解析が開始されます。進行状況はプロ

グレスバーに表示されます。 

4. 解析が正常に完了すると，解析範囲を示す円と，OK/NG が表示されます。 

5. 解析後に  (解析結果の詳細表示) を押すと，解析結果の詳細が表示さ

れます。解析した結果，問題のある箇所は赤色で表示されます。 

 

図9.4-2  解析結果の詳細 
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プローブの倍率が正しくなかったり，VIP の設定が間違っていたりすると，

VIP イメージを解析することができません。 

 

図9.4-3  解析の失敗メッセージ 
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9.5 レポートを作成する 
解析結果は，PDF ファイルとして出力することができます。 

  

図9.5-1  PDF レポート 

 

注: 

• VIP 画面で拡大率 100%の画像が PDF ファイルに出力されます。 

• VIP ファイルに保存した内容が PDF ファイルに出力されます。 

レポートを作成する 

1. イメージをキャプチャ，または VIP イメージを読み込みます。 

2.  を押してメニューを表示します。  

3.   で[PDF レポートの作成]を選択し，  を押します。 

4. レポートの設定を変更する場合は，     を使用して目的のタ

ブを選択し，設定を変更します。 

5.  (レポートを作成) を押すと，PDF レポートの保存画面が表示されます。 

VIP イメージがない場合は，  が灰色になり，押せません。 

  

図9.5-2  PDF レポートの保存画面 
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基本設定 

1. 画像をキャプチャするか，VIP イメージを読み込みます。 

2.  を押してメニューを表示します。 

3.   で[PDF レポートの作成]を選択し，  を押します。 

4.     で基本設定のタブを選択します。 

  

図9.5-3  基本設定タブ 

 

5.   で[解析結果を含む]を選択し，  でチェックを入れると，解

析結果がレポートに出力されます。 

6.   で[解析結果の詳細を含む]を選択し，  でチェックを入れる

と詳細結果の表がレポートに出力されます。 
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7.   でレポートの内容にあるラジオボタンを選択し，  で選択す

るとレポートに出力する VIP イメージを指定することができます。 

• 現在の解析結果を使用する – 
現在解析した結果のみがレポートに出力されます。 

注： 

画像をキャプチャ，または，読み込んでいない場合は，前回解

析した結果が出力されます。 

• フォルダを指定する – 
選択したフォルダ内にあるすべての解析結果がレポートに出力されます。

このボタンを選択すると，フォルダの選択ボタンが有効になります。  
フォルダの選択ボタンを押すと，フォルダ選択画面が表示され，フォル

ダを選択することができます。 

 

図9.5-4  フォルダ選択画面 
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コメント 

任意のコメントをレポートに出力することができます。 

1.  を押してメニューを表示します。 

2.   で[PDF レポートの作成]を選択し，  を押します。 

3.     でコメントのタブを選択します。 

  

図9.5-5  コメントタブ 

 

4. 編集したい項目を   で選択して  を押すと，文字入力画面

が表示されます。 

文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

・ Customer： 顧客名を入力します。 

・ Location： 住所を入力します。 

・ Operator： 作業者を入力します。 

・ Notes： メモを入力します。 
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ロゴ 

任意のロゴ画像をレポートに出力することができます。 

注： 

出力できる画像ファイルは PNG 形式のみです。 

1.  を押してメニューを表示します。 

2.   で[PDF のレポート作成]を選択し，  を押します。 

3.     でロゴのタブを選択します。 

   

図9.5-6  ロゴタブ 

 

4.   で[ロゴを挿入する]を選択し，  でチェックを入れると，ロゴ

画像がレポートに出力されます。 

5.   で[ロゴ]を選択し，  を押すと，ロゴの読み込み画面が表示

されます。 

6. 出力したいロゴファイルを選択し，  (画像読込) を押すと，ロゴ画像を読

み込むことができます。 

または 

 (終了) を押すと，ロゴファイルを読み込まずに終了します。 
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9.6 VIP イメージファイルを操作する 
VIP でキャプチャした画像は，PNG ファイル，または，VIP ファイルに保存できま

す。保存した画像は，本器上で表示したり，解析したりすることができます。 

注: 

以下の画面では，PC からマスストレージ機能を使用できません。 

•PNG 画像の保存画面 
•PDF レポートの保存画面 
•VIP イメージを保存画面 
•VIP ファイルの読み込み画面 
•PNG 画像の読み込み画面 

 

VIP イメージを VIP ファイルに保存する 

以下の手順で，VIP ファイルに保存します。 

1. VIP 画面に保存する画像を表示します。 

2. ファイル名の設定がオンの場合：  (保存) を押すと，VIP ファイルに保存

されます。 

または  

ファイル名の設定がオフの場合：  (保存) を押すと，VIP イメージを保存

画面が表示されます。手順 3 に進みます。 

 

図9.6-1  VIP イメージ保存画面 

 

注: 

キャプチャした画像がないか，VIPイメージを読み込んでいない場合

は，VIP ファイルに保存できません。 
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3. [ファイル名]を選択して  を押すと，ファイル名が入力できます。ファイル

名は，あらかじめ"vip_DATE_000"と入力されています。 

4. 文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

5. 保存先のフォルダを選択します。 

6.  (保存) を押すと，VIP イメージを VIP ファイルとして保存します。 
 (終了) を押すと，保存されません。 

 

VIP イメージを PNG ファイルに保存する 

以下の手順で，PNG ファイルに保存します。  

1. VIP 画面に保存する画像を表示します。 

2.  を押してメニューを表示します。  

3.   で [PNG 画像の保存] を選択し，  を押すと，PNG 画像

の保存画面が表示されます。 

 

図9.6-2  PNG 画像の保存画面 

 

注: 

キャプチャした画像がないか，読み込んだ VIP イメージがない場合

は，PNG ファイルに保存できません。 

4. [ファイル名]を選択して  を押すと，ファイル名が入力できます。 

ファイル名は，あらかじめ"vip_DATE@ TIME"と入力されています。 

5. 保存先のフォルダを選択します。 

6.  (PNG 保存) を押すと，VIP イメージを PNG ファイルに保存します。 
 (終了) を押すと，保存されません。 
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VIP ファイルから VIP イメージを読み込む 

以下の手順で，VIP ファイルを読み込みます。 

1.  を押してメニューを表示します。 

2.   で [ファイバスコープ] を選択し，  を押します。 

3.  を押してメニューを表示します。 

4.   で[VIP ファイルの読み込み]を選択し，  を押します。 

 

図9.6-3  VIP ファイルの読み込み画面 

 

5. 読み込みたい VIP ファイルがあるフォルダを選択し，  キーを押します。 

6.  (読込) を押すと，VIP ファイルを読み込みます。 

 (終了) を押すと，読み込まれません。 
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PNG ファイルから VIP イメージを読み込む 

以下の手順で，PNG ファイルから読み込みます。 

1.  を押してメニューを表示します。 

2.   で[ファイバスコープ]を選択し，  を押します。 

3.  を押してメニューを表示します。 

4.   で [PNG 画像の読み込み] を選択し，  を押します。 

 

図9.6-4  PNG 画像の読み込み画面 

 

5. 読み込みたい PNG ファイルがあるフォルダを選択し，  を押します。 

6.  (PNG 読込) を押すと，PNG ファイルを読み込みます。 
 (終了) を押すと，読み込まれません。 
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第10章 リモート GUI とフォルダ共有 
 
ここでは，リモート GUI と共有フォルダについて説明しています。 
これらの機能は，USB イーサネットコンバータ，USB Wi-Fi ドングル，または USB 
Bluetooth ドングルを使用します。 
本器で使用可能な USB ネットワーク機器の最新情報については，リリースノートを

ご確認ください。 

注:  
・ USB Hub は使用できません。 

・ 最新のリリースノートは，当社ホームページのダウンロードサイト 
(https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/Login.asp)から，

入手できます。 

リモート GUI 機能には，以下の特徴があります。  

・ Adobe Flash Player が使用可能なブラウザから本器へ接続できます。 
PC にアプリケーションをインストールする必要がありません。 

・ 本器に接続する際，パスワードによる認証が可能です。 
・ ブラウザの画像はリアルタイムに更新されます。 
・ ブラウザには本器の画像が表示され，本体と同様の操作が可能です。 
・ 本器からファイルをダウンロードすることができます。 
・ PC からファイルをアップロードすることができます 
 
共有フォルダには，以下の機能が含まれています。 

・ PC にアプリケーションをインストールする必要がありません。 
・ PC および本器両方のフォルダを共有できます。 
・ 共有フォルダに接続する際，パスワードによる認証が可能です。 
・ コピー，移動，削除やフォルダ作成が可能です。 
 

10.1 本器のネットワーク設定 .............................................. 10-2 
10.1.1 イーサネット設定 ............................................ 10-4 
10.1.2 Wi-Fi 設定 ..................................................... 10-8 
10.1.3 Bluetooth 設定 ............................................. 10-14 

10.2 リモート GUI 用のパスワードを設定 ........................... 10-17 
10.3 ファイルの共有設定 .................................................. 10-18 
10.4 リモート GUI を使う ................................................... 10-21 

 
 

 

https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/Login.asp
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10.1 本器のネットワーク設定 
本器は，USB イーサネットコンバータや USB Wi-Fi ドングル，USB Bluetooth ド

ングルを介してネットワークへの接続を行います。 
使用可能な USB ネットワーク機器は以下のとおりです。最新情報については，リ

リースノートを参照してください。 

注:  
相性などの問題によって使用できない USB ネットワーク機器があります。 
使用できない場合は，動作確認済みのものをお使いください。 
また，USB Hub を使って複数の USB デバイスを接続できません。 

 

表10.1-1  動作確認済みリスト 

USB イーサネットコンバータ 

Planex UE-100TX-G3 

USB Wi-Fi ドングル 

BUFFALO WLI-UC-GNM 

I・O DATA WN-G300U 

Logitec LAN-W150N/U2 

LAN-W300N/U2 

Sitecom WL-329 

WL-345 

WLA-4000 

USB Bluetooth ドングル 

BUFFALO BSHSBD04BK 

BSHSBD05BK 

BSHSBD08BK 

IOGEAR GBU421 

Logitec LBT-UAN01C1 

Planex BT-Micro3H2X 

BT-MicroEDR1X 

Sanwa Supply MM-BTUD27 

Targus ACB20EU 

Technika NBA111 
 

 



10.1 本器のネットワーク設定 

10-3 

10 

リ
モ
ー
トG

U
I

と
フ
ォ
ル
ダ
共
有 

トップメニュー画面で USB ネットワーク機器を接続すると，ネットワーク設定画面が

表示されます。 
トップメニュー画面で  を押した時にも，ネットワーク設定画面を選択できます。 

 

図10.1-1  ネットワーク設定画面 
 

使用する環境に合わせて，本器のネットワーク設定を変更する必要があります。  
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10.1.1 イーサネット設定 
USBイーサネットコンバータを使用する場合は，ネットワーク設定画面のEthernet
タブで以下の項目を設定します。 

表10.1.1-1  設定項目（Ethernet 接続）  

項目名 機能 設定値 初期値 

DHCP 

このチェックボックスがオンになって
いる場合は，IP アドレス，サブネット
マスク，デフォルトゲートウェイは自動
的に割り当てられます。 

オフ, オン オン 

IP アドレス＊ IP アドレスを設定します。 0.0.0.0から255.255.255.255 192.168.200.1 

サブネットマスク＊ サブネットマスクを設定します。 0.0.0.0から255.255.255.255  255.255.0.0 

デフォルトゲートウェイ＊ デフォルトゲートウェイを設定します。  0.0.0.0から255.255.255.255 0.0.0.0 

＊: DHCP をオフにしている場合のみ設定します。 

 
アドレス設定 (自動割り振り) 
ネットワークが DHCPをサポートしている場合，IP アドレスは，ネットワークによって

自動的に割り当てられます。DHCP を使用するには，以下の手順で設定します。 

1. 本器上面の USB ポート A タイプに USB イーサネットコンバータを接続しま

す。 
USB イーサネットコンバータがすでに接続されている場合は，手順 2 に進み

ます。接続されていないときは，手順 4 に進みます。 

2. トップメニューで  を押してメニューを呼び出します。 

3.   を押してネットワーク設定を選択し，  を押してネットワーク

設定画面を表示します。 

4. ネットワーク設定の Ethernet タブが表示されます。 

 

図10.1.1-1  Ethernet タブ画面  



10.1 本器のネットワーク設定 

10-5 

10 

リ
モ
ー
トG

U
I

と
フ
ォ
ル
ダ
共
有 

5.   で DHCP を選択し，  でチェックボックスをチェックします。 

6. DHCP を使用する場合は，  (設定する) を押します。キャンセルする場

合は，  (終了) を押します。 

7. USB イーサネットコンバータのイーサネット端子に RJ-45 コネクタを接続しま

す。 

8.  (接続) を押してネットワークを接続します。 
接続が成功すると，アドレスが表示されます。 
接続されない場合は，IP アドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウェイ

が空白になっています。 

 

図10.1.1-2  DHCP 接続成功 
 

注: 
DHCP 要求が成功しなかった場合は，ネットワーク管理者に確認して

ください。解決しない場合は，手動でアドレスを設定してください。 

 
9. ネットワークを切断する場合，  を押してください。 

10. USB イーサネットコンバータを取り外します。 

注: 
USB イーサネットコンバータを取り外す前に，ネットワークを切断しま

す。 
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アドレス設定 (手動割り振り) 
ネットワークが DHCP をサポートしていないか，または IP アドレスの手動割り当て

を希望する場合は，以下の手順で設定します。 

1. 本器上面の USB ポート A タイプに USB イーサネットコンバータを接続しま

す。 
USB イーサネットコンバータがすでに接続されている場合は，手順 2 に進み

ます。接続されていないときは，手順 4 に進みます。 

2. トップメニューで  を押してメニューを呼び出します。 

3.   でネットワーク設定画面を選択し，  を押します。 

4. ネットワーク設定の Ethernet タブが表示されます。 

 

図10.1.1-3  イーサネットタブ画面  
 

5.   でDHCPを選択し，  でチェックボックスのチェックを外しま

す。 

6.   で項目を選択し，  を押します。 

7. アドレス編集画面が表示されます。 

8.     を使って，各アドレスを設定します。 

注:  
デフォルトゲートウェイを使用しない場合は，デフォルトゲートウェイを

空欄にします。 

9. 変更したアドレスを有効にする場合は，  (設定) を押します。キャンセル

する場合は，  (キャンセル) を押します。 

10. 手順 6 から 9 を繰り返します。 

11. すべてのアドレスを設定したら，  (設定する) を押します。 
キャンセルする場合は  (終了) を押し，ネットワーク設定画面を閉じます。  

12. USB イーサネットコンバータに LAN ケーブルを接続します。 
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13.  (接続) を押してネットワークに接続します。 
接続が完了すると，接続状況が接続中になります。 

 

図10.1.1-4  接続成功 
 

14. ネットワークを切断する場合は，  (切断) を押します。 

15. USB イーサネットコンバータを取り外します。 

注: 
ネットワークを切断してから USB イーサネットコンバータを取り外してく

ださい。 
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10.1.2 Wi-Fi設定 
USB Wi-Fi ドングルを使用する場合は，ネットワーク設定画面の Wi-Fi タブで以

下の項目を設定します。 

注:  
接続先のアクセスポイントについては，ネットワーク管理者にお尋ねくださ

い。 

 
表10.1.2-1  設定項目 (Wi-Fi 接続) 

項目名 機能 設定値 初期値 

接続先 (SSID) 接続先のアクセスポイントを設定しま
す。 最大 32 字 空欄 

セキュリティ 暗号方式を設定します。 無し，WEP，WPA，WPA2 無し 

パスワード パスワードを設定します。 最大 26 字 空欄 

DHCP 

このチェックボックスがオンになって
いる場合，IP アドレス，サブネットマ
スク，デフォルトゲートウェイは自動的
に割り当てられます。 

オフ，オン オン 

IP アドレス＊ IP アドレスを設定します。 0.0.0.0から255.255.255.255 0.0.0.0 

サブネットマスク＊ サブネットマスクを設定します。 0.0.0.0から255.255.255.255  0.0.0.0 

デフォルトゲートウェイ＊ デフォルトゲートウェイを設定します。  0.0.0.0から255.255.255.255 0.0.0.0 

＊: DHCP をオフにしている場合のみ設定します。 

 
接続先を自動的に検索して接続する 
1. 本器上面の USB ポート A タイプに USB Wi-Fi ドングルを接続します。 

すでに接続している場合は，手順 2 に進みます。接続していない場合は，手

順 4 に進みます。 

2. トップメニューで  を押してメニューを表示します。 

3.   でネットワーク設定を選択し，ネットワーク設定画面を表示しま

す。 



10.1 本器のネットワーク設定 

10-9 

10 

リ
モ
ー
トG

U
I

と
フ
ォ
ル
ダ
共
有 

4. ネットワーク設定の Wi-Fi タブが表示されます。 
接続先が見つかると，１番最初に見つかった接続先が表示されます。 

 

図10.1.2-1  Wi-Fi タブ画面 
 

5. 接続先を切り替える場合は，  (接続先選択) を押します。 

6.   で接続したいアクセスポイントを選択し，  を押します。 
リストに表示されていない場合は，  (検索) を押します。 

 

図10.1.2-2  接続先選択画面 
 

7.   で設定を変更したい項目を選択し，  を押します。 

 

図10.1.2-3  ネットワーク設定画面 
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8.   でパスワードを選択し，  を押すと文字入力画面が表示さ

れます。アクセスポイントに設定されているパスワードを入力します。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

9. DHCP を利用する場合は，   で DHCP を選択し，  でチェッ

クボックスにチェックを入れます。 
DHCP を利用しない場合は，   で DHCP を選択し，  で
チェックボックスのチェックを外します。IP アドレス，サブネットマスク，デフォ

ルトゲートウェイが入力できる状態になります。   で各項目を選

択し，  でアドレス入力画面を表示します。 

10. すべての設定が完了したら  (設定) を押します。 
設定をキャンセルする場合は，  (キャンセル) を押します。 

11. 接続したいアクセスポイントが選択されていることを確認し，  (選択) を押

します。 

12. 選択したアクセスポイントが Wi-Fi タブの接続先に表示されていることを確認

し，  (接続) を押します。接続に成功すると IP アドレスが表示されます。 

 

図10.1.2-4  接続成功 
 

注: 
・ 通常，アクセスポイントのパスワードを間違えると接続できません

が，最後に接続したアクセスポイントが有効な場合は，自動的に

接続したことがあるアクセスポイントに接続されます。 

・ アクセスポイントの接続履歴は，本器の電源を切るか，USB 
Wi-Fi ドングルを本器から抜いた時に削除されます。 

13. ネットワークを切断する場合は，Wi-Fi タブで  (切断) を押します。 

14. USB Wi-Fi ドングルを取り外します。 

注: 
ネットワークを切断してから，USB Wi-Fi ドングルを取り外してくださ

い。 
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接続先を手動で設定して接続する 
注:  

あらかじめ接続したいアクセスポイントの SSID をメモしておきます。 

1. 本器上面の USB ポート A タイプに USB Wi-Fi ドングルを接続します。 
すでに接続している場合は，手順 2 に進みます。接続していない場合は，手

順 4 に進みます。 

2. トップメニューで  を押してメニューを表示します。 

3.  でネットワーク設定を設定し，ネットワーク設定画面を表示しま

す。 

4. ネットワーク設定の Wi-Fi タブが表示されます。 
接続先が見つかると，1 番最初に見つかった接続先が表示されます。 

 

図10.1.2-5  Wi-Fi タブ画面 
 

5. 接続先を切り替えるため，  (接続先選択) を押します。 

6.  (手動設定) を押します。 

 

図10.1.2-6  接続先 (SSID) 画面 
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7.   で接続先を選択し，  を押すと文字入力画面が表示されま

す。接続したいアクセスポイントの SSID を入力します。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

 

図10.1.2-7  ネットワーク設定画面 
 

8.   でセキュリティを選択し，   でセキュリティを設定します。 

9.   でパスワードを選択し，  を押すと文字入力画面が表示さ

れます。パスワードを使用しない場合は，空欄にします。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

10. DHCP を利用する場合は，   で DHCP を選択し，  でチェッ

クボックスにチェックを入れます。 
DHCP を利用しない場合は，   で DHCP を選択し，  で
チェックボックスのチェックを外します。IP アドレス，サブネットマスク，デフォ

ルトゲートウェイが入力できる状態になります。   で各項目を選

択し，  でアドレス入力画面を表示します。 

11. すべての設定が完了したら  (設定) を押します。 
設定をキャンセルする場合は，  (キャンセル) を押します。 

注:  
接続先が空欄，あるいは，検出されたアクセスポイントの一覧に存在す

る名前を入力している場合は，エラーメッセージが表示されます。 

12. 接続したいアクセスポイントが選択されていることを確認し，  (選択) を押

します。 
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13. 選択したアクセスポイントが Wi-Fi タブの接続先に表示されていることを確認

し，  (接続) を押します。接続に成功すると IP アドレスが表示されます。 

 

図10.1.2-8  接続成功 
 

注: 
・ 通常，アクセスポイントのパスワードを間違えると接続できません

が，最後に接続したアクセスポイントが有効な場合は，自動的に

接続したことがあるアクセスポイントに接続されます。 

・ アクセスポイントの接続履歴は，本器の電源を切るか，USB 
Wi-Fi ドングルを本器から抜いた時に削除されます。 

14. ネットワークを切断する場合は，Wi-Fi タブで  (切断) を押します。 

15. USB Wi-Fi ドングルを取り外します。 

注: 
ネットワークを切断してから，USB Wi-Fi ドングルを取り外してくださ

い。 
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10.1.3 Bluetooth設定 
USB Bluetooth ドングルを使用する場合は，ネットワーク設定画面の Bluetooth
タブで以下の項目を設定します。 

注: 
・ 接続先の Bluetooth 設定については，使用する機器の取扱説明書や

Web サイトなどを参照してください。 

・ Bluetooth でフォルダを共有する場合は，FTP プロファイルが必要とな

ります。Windows 標準のドライバでは対応しておりませんので，ご使用

になる USB Bluetooth ドングルに添付されているユーティリティソフトと

ドライバをご使用ください。 

・ USB Bluetooth ドングルは，必ず添付されているユーティリティソフトと

ドライバのセットでお使いください。 

 
表10.1.3-1  設定項目 (Bluetooth 接続)  

項目名 機能 設定値 初期値 

デバイス名 本器の Bluetooth インタフェースの
名前を設定します。 最大 16 字 

uOTDR-xxxxxxxxxx 
x: モジュールのシリアル番号 

PIN コード ペアリング時に使用する PIN コード
を設定します。 最大 16 字 123456 

 
接続を行う 
1. 本器上面の USBポート A タイプに USB Bluetooth ドングルを接続します。

すでに接続されている場合は，手順 2 に進みます。接続していない場合は，

手順 4 に進みます。 

2. トップメニューで  を押してメニューを表示します。 

3.   でネットワーク設定を設定し，ネットワーク設定画面を表示しま

す。 

4. ネットワーク設定の Bluetooth タブが表示されます。 

 

図10.1.3-1  Bluetooth タブ画面  
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5.   でデバイス名を選択し，  を押すと文字入力画面が表示さ

れます。 

6. デバイス名を入力します。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

7.   で PIN コードを選択し，  を押すと文字入力画面が表示さ

れます。 

8. PIN コードを入力します。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 

9.  (設定する) を押し，デバイス名と PIN コードを確定します。 

10.  (デバイスの検索) を押し，接続先のデバイスを検索します。 
リストに何も表示されていない場合は，自動的に検索が始まります。 

11. 手動で検索する場合は，  (検索) を押します。 
利用可能なBluetooth デバイスが付近に見つかると，リストに表示されます。 

12. 接続したいデバイスを   で選択し，  (選択) を押します。 
キャンセルする場合は，  (キャンセル) を押します。 

 

図10.1.3-2  接続先検索画面 
 

13.  (設定する) を押し，変更した内容を設定します。 

14.  (接続) を押すと，選択した接続先に接続します。 

15. 接続先のデバイス上に PIN コードを求めるメッセージが表示されたら，手順

8 で設定した PIN コードを入力します。 
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16. ペアリングが完了すると，自動的に接続されます。 
接続が完了すると，接続状況が接続中になります。 

 

図10.1.3-3  接続成功 
 

17. 接続に成功すると，ファイルユーティリティ画面などのメディアに [リモート] 
が表示され，本器から接続先の共有フォルダにアクセスできます。 
PC からは My Bluetooth (設定している共有フォルダ) に本器の内蔵メディ

アが表示されます。 

注: 
・ PC 側の共有フォルダについては，お使いのユーティリティソフト

の取扱説明書に従って設定してください。 

・ Bluetooth で接続している場合は，本器から読み取り専用ファイ

ルに上書きできません。 

・ Bluetooth で接続している場合は，本器から読み取り専用ファイ

ルを削除できません。 

18. ネットワークを切断する場合は，Bluetooth タブで  (切断) を押します。 

19. USB Bluetooth ドングルを取り外します。 

注: 
ネットワークを切断してから，USB Bluetoothドングルを取り外してくだ

さい。 
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10.2 リモート GUI 用のパスワードを設定 
リモート GUI のパスワードは，以下の手順で設定します。 

1. トップメニューで  を押してメニューを表示します。 

2.   で設定変更を選択し，  で設定画面を表示させます。 

3.     で設定 2 タブを選択します。 

4.   を押してリモートGUIパスワードを選択し，  を押してリモー

ト GUI パスワード設定画面を表示します。 

5. パスワードを設定します。 
文字入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してください。 
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10.3 ファイルの共有設定 
ファイルやフォルダを共有する場合は，ネットワーク設定画面の共有設定タブで以

下の項目を設定します。 

注: 
ファイルやフォルダの共有を行う場合には，イーサネットあるいは Wi-Fi で

ネットワークに接続する必要があります。 

PC の共有フォルダは，ファイルユーティリティ画面のメディアにリモートとして表示

されます。PC の詳細設定については，Microsoft の Web サイトを参照してくださ

い。 

表10.3-1  設定項目  

項目名 機能 設定値 初期値 

内蔵メモリの共有 このチェックボックスが ON の場合，本
器の内蔵メモリが共有されます。 

オフ，オン オフ 

PC フォルダの共有 このチェックボックスがONの場合，PC
の共有フォルダが共有されます。 

オフ，オン オフ 

IP アドレス PC の IP アドレスを設定します。 0.0.0.0 から 255.255.255.255 空欄 

ドメイン名 PC のドメイン名を設定します。 最大 30 文字 空欄 

ホスト名 PC のホスト名を設定します。 最大 20 文字 空欄 

パスワード PC のパスワードを設定します。 最大 20 文字 空欄 

フォルダ名 PC のフォルダ名を設定します。 最大 30 文字 空欄 
 
共有設定を設定する -PC の設定 (WindowsXP)- 
1. ここでは，C ドライブ直下にフォルダを作成し，共有設定を行います。 

2. 作成したフォルダを右クリックし，「共有とセキュリティ」をクリックします。 

3. 「共有」タブの「このフォルダを共有する」にチェックを入れます。 

4. フォルダのアイコンが図 10.3-1のようになったことを確認します。 

 

図10.3-1  共有フォルダ 
 

共有設定を設定する -本器の設定- 
1. トップメニューで  を押してメニューを表示します。 

2.   でネットワーク設定を選択し，  を押してネットワーク設定画

面を表示します。 
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3.     で共有設定タブを選択します。 

 

図10.3-2  共有設定タブ画面  
 

4.   で内蔵メモリの共有を選択し，  でチェックボックスをチェッ

クします。 
本器の内蔵メモリを共有しない場合は，チェックボックスからチェックを外しま

す。 

5.   で PC フォルダの共有を選択し，  でチェックボックスを

チェックします。 
PC の共有フォルダを共有しない場合は，チェックボックスからチェックを外し

ます。 

6.   で IP アドレスを選択し，  を押してアドレス入力画面を表示

します。 

7.     で PC の IP アドレスを入力します。 

8. アドレスを設定する場合は，  (設定) を押します。キャンセルする場合は，

 (キャンセル) を押します。 

9.   でドメイン名を選択し，  を押してソフトキーボード画面を表

示します。 

10.     で PC のドメイン名を入力します。 

11. ドメイン名の入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してくだ

さい。 

12.   でホスト名を選択し，  を押してソフトキーボード画面を表示

します。 

13.     で PC のユーザ名を入力します。 

14. ホスト名の入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してくださ

い。 

15.   でパスワードを選択し，  を押してソフトキーボード画面を表

示します。 
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16.     で PC のログインパスワードを入力します。 

17. パスワードの入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してくだ

さい。 

18.   でフォルダ名を選択し，  を押してソフトキーボード画面を

表示します。 

19.     でフォルダ名を入力します。 

フォルダ名は PC の設定で作成したフォルダ名を指定します。 

20. フォルダ名の入力の詳細については，「3.6 文字を入力する」を参照してくだ

さい。 

21. 設定が完了したら，  (設定する) を押して共有設定を設定します。  
キャンセルする場合は，  (終了) を押します。 

 
PC と本器の共有設定が終了したら，10.1.1 (または10.1.2) を参考にして

ネットワーク接続を行います。接続が確立し，フォルダの共有が成功すると，

共有設定タブの PC フォルダの共有が同期中になります。 
同期中は，ファイルユーティリティから共有フォルダにアクセスすることができ

ます。 

 

図10.3-3  共有タブ画面 (フォルダ共有中) 
 

 

図10.3-4  ファイルユーティリティ (フォルダ共有中) 
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10.4 リモート GUI を使う 
リモート GUI を使用するには，以下の機器とソフトウェアが必要です。 

表10.4-1  必要な機器 

機器 性能 

PC 

OS：Windows XP Pro SP3 またはそれ以降の OS 
CPU：Pentium4 3.0 GHz 以上 
メモリ：1GB 以上 
ハードディスク空き容量：5GB 以上 
イーサネット：10/100 BASE-T あるいは無線 LAN 
ディスプレイ：1280×1024 以上 

ソフトウェア 
Microsoft Internet Explorer：バージョン 8.0 以降 
Adobe Flash Player：10.1 以降 

USB イーサネットコンバータ＊ USB1.1/2.0 対応，10/100 BASE-T 

USB Wi-Fi ドングル＊ USB1.1/2.0 対応，IEEE802.11 準拠 

＊: どちらか 1 つ。 

 
注：  

• 使用する Web ブラウザは，Adobe Flash™をサポートしている必要があ

ります。 

• 使用できる USB デバイスについては，アンリツにお問い合わせくださ

い。 

• USB Hub は使用できません。 
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ネットワーク接続の確立後，以下の手順でリモート GUI を使用します。 

1. PC 側で Web ブラウザを起動します。 

2. URL入力欄に，http://xxx.xxx.xxx.xxxを入力 (10.1.1，10.1.2で割り当て

られた IP アドレス xxx.xxx.xxx.xxx) します。 

3. 接続に成功すると，Network Master 画面が表示されます。 

 

 

図10.4-1  リモート GUI (ログイン前) 
 

4. 10.2で設定したリモートGUIパスワードを入力し，Loginのラベルをクリックし

ます。ログインに成功すると，本器の画面が表示されます。 

 

図10.4-2  リモート GUI (ログイン後) 
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リモート GUI の機能 
1. Control –  

Web ブラウザに表示されている画面を操作することで，リモート接

続されている本器を制御することができます。ログイン後は

Control 画面が表示されます。 

2. File –  

リモート接続している本器の内蔵メディアが表示されます。 
File 画面では以下の機能を使用できます。 

・ ファイルのアップロード (PC から本器へ)-  
PC から本器へ波形ファイルなどを送信することができま

す。 

・ ファイルダウンロード (本器から PC へ)-  
本器から測定データなどを取得することができます。 

 

以下の手順で Control 機能を使用します。 

1. 本器の左上にある Control ラベルをクリックします。 

2. マウスのカーソルをフロントパネルのハードキー (F1，F2，F3，F4，Start，
Set，Menu，上，下，左，右の矢印) に合わせると図 10.4-3のように赤丸が

表示されます。 

 

図10.4-3  リモート GUI (F1 キーの例) 
 

3. 赤丸が表示された状態でクリックすると，リモート接続されている実機のキー

が実行されます。 
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以下の手順で File 機能を使用します。 

1. 本器の左上にある File ラベルをクリックします。 

2. ファイルメニューが表示されます。 

 

図10.4-4  リモート GUI (ファイルメニュー) 
 

3. フォルダを変更する場合は，Type が Folder になっている名前をクリックしま

す。ファイルメニューには選択したフォルダが図 10.4-5に表示されます。 

 

図10.4-5  リモート GUI (フォルダ) 
 

4. ファイルをダウンロードする場合は，ファイル名をクリックします。 
クリックすると，ファイル保存画面が表示されます。 

5. ファイルをアップロードする場合は，ファイルメニューの左下にある

ボタンをクリックします。 
クリックすると，ファイル選択画面が表示されます。 
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注:  
・ アップロードを実行すると，現在表示しているフォルダに保存されます。

フォルダを開いていない場合は，警告メッセージが Status に表示され

ます。 

・ 内蔵メディアの空き容量が1 MB以下の場合は，ファイルのアップロード

やダウンロードを実行できません。 

・ ダウンロードやアップロードを中止する場合は，  ボタンをクリックしま

す。 

・ Status には以下のように進行状況や完了メッセージのほかに，エラー

メッセージも表示されます。 

 

 

 

図10.4-6  ステータスメッセージ 
 

以下の手順でリモート GUI を終了します。 

1. 本器の右上にある Logoff ラベルをクリックします。 

2. Web ブラウザを終了します。 

 
注:  

ログオフを実行する前に Web ブラウザを閉じると，リモート接続が切断され

る場合があります。リモート GUI を終了する場合は，必ずログオフしてくださ

い。 
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第11章 性能試験と校正 
 
この章では，本器の性能を確認する方法と測定値を校正する方法について説明し

ます。ここで述べる性能試験で，規格を満たさないことが判明した場合は，当社ま

たは当社代理店へご連絡ください。修理を依頼されるときは，事前に次の項目を確

認してください。 

・ 機器名と底面にある機械番号 
・ 故障状況 
・ 故障内容について確認したり，修理完了時に連絡したりする場合の担当者の

お名前と連絡先 
 

11.1 性能試験 ...................................................................... 11-2 
11.1.1 性能試験に必要な設備 .................................... 11-7 
11.1.2 波長............................................................... 11-10 
11.1.3 パルス幅 ........................................................ 11-12 
11.1.4 ダイナミックレンジ ........................................... 11-14 
11.1.5 距離測定確度 ................................................ 11-17 
11.1.6 リニアリティ .................................................... 11-19 
11.1.7 デッドゾーン ................................................... 11-23 
11.1.8 可視光源（VFL）の光出力パワーと波長 .......... 11-26 
11.1.9 光源の光出力レベルおよび波長 ..................... 11-28 
11.1.10 パワーメータ，PON パワーメータの測定確度 . 11-30 

11.2 校正 ........................................................................... 11-32 
11.2.1 後方散乱光レベルの校正 ............................... 11-32 
11.2.2 パワーメータの測定確度 ................................ 11-32 

11.3 性能試験記録表 ......................................................... 11-33 
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11.1 性能試験 
本器の性能を確認するために次の項目を試験します。 
ただし，「光源の光出力および波長」，「パワーメータの測定確度」は該当機能があ

るモジュールだけ試験します。 

1. 光出力波長 
2. パルス幅 
3. ダイナミックレンジ 
4. 距離測定確度 
5. リニアリティ 
6. デッドゾーン 
7. 光源の光出力および波長 
8. パワーメータ，PON パワーメータの測定確度 
 
試験をする前に光コネクタをクリーニングしてください。ここで説明する試験手順は，

電源を入れて本器が起動している状態から記述しています。 

各試験項目の規格値 

以下の規格値は，特に記載がない限り温度 25±5℃で保証しています。 
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表11.1-1  MU909014A/A1/B/B1，MU909015B/B1 OTDR 規格 

項目 規格値 備考 

波長 

1310 ±25 nm＊1 

1550 ±25 nm＊1 

1625 ±15 nm＊2 

1650 ±15 nm＊3 

 

パルス幅 (ns)＊4 
5, 10, 20, 50, 100 ns, 
200, 500 ns, 
1, 2, 5, 10, 20 µs 

 

ダイナミックレンジ  
(S/N=1)＊5 

MU909014B/B1  
(1310/1550 nm) 

23.5/22 Db＊6, 

31.5/30 dB＊7 

 

MU909015B/B1 
(1310/1550 nm) 

27/25 dB＊6 

36/35 dB＊7 

 

MU909014A/A1  
(1625 nm) 

23.5 dB＊6, 

31.5 dB＊7 

 

MU909014A/A1  
(1650 nm) 

23 dB＊6 

31.5 dB＊7 

 

＊1: MU909014B/MU909014B1, MU909015B/MU909015B1 

＊2: MU909014A/MU909014A1-053, MU909014A/MU909014A1-063 

＊3: MU909014A/MU909014A1-054, MU909014A/MU909014A1-064 

＊4: 代表値 

＊5: S/N=1 ダイナミックレンジ値は，ノイズピークの値に+2.6 dB を加えます。

25℃，平均化時間 180 秒，距離レンジ 125 km，バッテリ充電中を除く 

＊6: パルス幅 500 ns 

＊7: パルス幅 20 µs 
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表11.1-2  MU909014C/C6，MU909015A6/C/C6 OTDR 規格 

項目 規格値 

波長 

 

形名 規格 

MU909014C/C6-057/067 

MU909015C/C6-057/067 

1310±25 nm 

1550±25 nm 

1625±15 nm 

MU909014C/C6-058/068 

MU909015C/C6-058/068 

1310±25 nm 

1550±25 nm 

1650±15 nm 

MU909015C/C6-059/069 

1310±25 nm 

1490±25 nm 

1550±25 nm 

MU909015A6-053/063 1625±15 nm 

MU909015A6-054/064 1650±15 nm 
 

パルス幅＊1 5,10,20,50,100,200,500 ns, 1,2,5,10,20 µs 

ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ
(dB)(S/N=1)＊1,＊2 

MU909014C/C6 

波長 

パルス幅 

1310 
nm 

1550 
nm 

1625 
nm＊3 

1650 
nm＊4 

500 ns 24.5 23 24 23 

20 µs 32.5 31 32.5 32.5 
 

MU909015A6 

波長 

パルス幅 

1625 
nm＊5 

1650 
nm＊6 

500 ns 25 24 

20 µs 35 35 
 

MU909015C/C6-057/067/058/068 

波長 

パルス幅 

1310 
nm 

1550 
nm 

1625 
nm＊3 

1650 
nm＊4 

500 ns 27 26 25 24 

20 µs 38 37 35 35 
 

MU909015C/C6-059/069 

波長 

パルス幅 

1310 
nm 

1490 
nm 

1550 
nm 

500 ns 25 24 24 

20 µs 36 35 35 
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表11.1-2  MU909014C/C6，MU909015A6/C/C6 OTDR 規格 (続き) 

項目 規格値 

距離測定確度 
±1 m ± (3 m×測定距離×10–5) ±カーソル分解能 

ただし，ファイバの屈折率による不確定性は除く。 

損失測定確度 
(リニアリティ) ±0.05 dB/dB または±0.1 dB のどちらか大きい方 

デッドゾーン (後方散
乱光)＊1,＊7,＊8 

波長 1310 nm:≦4.0 m 

波長 1490/1550/1625/1650 nm:≦4.5 m  

デッドゾーン (フレネ
ル反射) ＊1,＊7,＊9 

≦0.8 m 

＊1: 代表値 

＊2: S/N=1 ダイナミックレンジ値は，ノイズピークの値に+2.6 dB を加えます。

25℃，平均化時間 180 秒，距離レンジ 125 km，バッテリ充電中を除く 

＊3: オプション 057/067 

＊4: オプション 058/068 

＊5: オプション 053/063 

＊6: オプション 054/064 

＊7: IOR=1.500000 

＊8: 25℃，パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，ディビエイション±0.5 dB，バッテ

リ充電中を除く 

＊9: 25℃，パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，反射波形のピークから 1.5 dB 下

がったところの幅，バッテリ充電中を除く 

表11.1-3  MU909014C6，MU909015A6/C6 光源規格 

項目 規格値 

波長＊1 

形名 規格 

MU909014C6-057/067 
MU909015C6-057/067 

1310±25 nm 
1550±25 nm 
1625±25 nm 

MU909014C6-058/068 
MU909015C6-058/068 

1310±25 nm 
1550±25 nm 
1650±25 nm 

MU909015C6-059/069 
1310±25 nm 
1490±25 nm 
1550±25 nm 

MU909015A6-053/063 1625±25 nm 

MU909015A6-054/064 1650±25 nm 
 

光出力パワー –5±1.5 dBm＊1,＊2 

＊1: CW，25℃ 

＊2: ファイバ長 2 m，ウォーミンクアップ時間経過後 
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表11.1-4  MU909014A1/B1，MU909015B1 VFL 規格 

項目 規格値 備考 

中心波長 650 ±15 nm＊  

光出力パワー 0 ±3 dBm＊  

＊: 25°C, CW  

 
表11.1-5  MU909014A/A1/B/B1/C/C6，MU909015A6/B/B1/C/C6 パワーメータ規格 

項目 規格値 備考 

測定確度 ±0.5 dB＊  

＊: 波長 1310/1490/1550 nm，–20 dBm (CW)，マスタコネクタファイバ使用

時，ゼロセット実行後 

 
表11.1-6  MU909014C6，MU909015A6/C6 PON パワーメータ規格 

項目 規格値 備考 

測定確度 ±0.5 dB＊  

＊: 波長 1490/1550 nm，–20 dBm (CW)，25℃，マスタコネクタファイバ使用

時，ゼロセット実行後 
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11.1.1 性能試験に必要な設備 
性能試験に必要な設備と，試験項目に対して必要な設備を以下の表に示します。 

表11.1.1-1  性能試験で必要な設備 

項目 必要性能 推奨機器名 

光スペクトラム 
アナライザ 

波長:600～1650 nm 

レベル:–65～+20 dBm 

波長確度: ±0.3 nm 

シングルモード／マルチモード
ファイバ対応 

MS9740A 

(アンリツ) 

可変光減衰器 波長: 1200～1650 nm 

挿入損失: 3 dB 以下 

減衰量: 0～30 dB 

分解能: 0.001 dB 以下 

8163B+81570A 

(アジレント・テクノロジー)

O/E コンバータ 波長: 1100～1650 nm 

立ち上がり／立ち下がり: 
   500 ps 以下 

適合ファイバ :シングルモード
ファイバ，62.5 µm マルチモー
ドファイバ 

P6703B 

(テクトロニクス) 

オシロスコープ 帯域: DC～1 GHz TDS5104B 

(テクトロニクス) 

シングルモード 
光ファイバ 

ファイバ長: 2 km 1 本 

20 km 以上 1 本 

40～50 km 1 本 

500～800 m 1 本 

2～3 m 2 本 
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表11.1.1-1  性能試験で必要な設備 (続き) 

項目 必要性能 推奨機器名 

光カプラ (1:1) 形状: 1×2 

分岐比: 50%:50% 

過剰損失: 1 dB 以下 

 

光カプラ (10:1) 形状: 1×2 

分岐比: 10%:90% 

過剰損失: 最大 1 dB  

 

光パワーメータ 波長:1000～1650 nm 

レベル:–50～+10 dBm 

確度: ±0.2 dB 

AQ2212+AQ2200-211

(横河メータ&インスツル
メンツ) 

光 パ ワ ー メ ー タ
(波長: 650 nm) 

波長: 650 nm 

レベル:–65～+10 dBm 

確度: ±0.3 dB 

OPM37LAN 

(三和電気計器株式会
社) 

光源 波長:1310±5 nm 

レベル:+10 dBm 以上 

レベル安定度: ±0.1 dB 

適合ファイバ:シングルモード 

AQ2212+AQ2200-111

(横河メータ&インスツル
メンツ) 

波長:1490±5 nm 

レベル:+10 dBm 以上 

レベル安定度: ±0.1 dB 

 

波長:1550±5 nm 

レベル: +10 dBm 以上 

レベル安定度: ±0.1 dB 
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表11.1.1-2  試験項目と使用する設備 

試験項目 光パルス試験 VFL 光源 
パワー
メータ 

PON
パワー
メータ

測定器および 
ケーブル 

波
長

 

パ
ル

ス
幅

 

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

レ
ン

ジ
 

距
離

測
定

確
度

 

リ
ニ

ア
リ

テ
ィ

 

デ
ッ

ド
ゾ

ー
ン

 

光
出

力
パ

ワ
ー

 

波
長

 

光
出

力
 

波
長

 

測
定

確
度

 

測
定

確
度

 

光スペクトラム 
アナライザ  – – – – – –  –  – – 

可変光減衰器    – –  – – – –   

O/E コンバータ –  – – – – – – – – – – 

オシロスコープ –  – – – – – – – – – – 

シングルモード 
光ファイバ 2 km – – –  － － – – – – – – 

シングルモード 
光ファイバ  
20 km 

– –  － － － – – – – – – 

シングルモード 
光ファイバ  
40～50 km 

– –  －  － – – – – – – 

光カプラ (1:1) – –  － － － – – – – – – 

光カプラ (10:1) – – － － －  – – – – – – 

光源 (1310 nm) – – – – – – – – – –  – 

光源 (1490 nm) – – – – – – – – – –   

光源 (1550 nm) – –  － － － – – – – – – 

光パワーメータ – –  – – – – –  –   

光 パ ワ ー メ ー タ
(650 nm) – – – – – –  – – – – –

光源 – – – – – – – – – –  – 

シングルモード 
光ファイバ 
500～800 m 

– – – – –  – – – – – – 



第 11 章  性能試験と校正 

11-10 

11.1.2 波長 
測定光の中心波長が規格を満足するかを確認します。 

 

光スペクトラムアナライザ 

 
MU909014A/A1/B/B1/C/C6 
MU909015A6/B/B1/C/C6 

光ファイバ 

光ファイバ 

可変光減衰器 

Optical 
Output

Optical 
Input 

 

図11.1.2-1  波長測定の接続図 

 

＜試験手順＞ 

1. 本器と，測定器を図11.1.2-1 のとおりに接続します。 

2. 光スペクトラムアナライザを次のとおりに設定します。 
Span: 50 nm 
Res: 0.05 nm 
VBW: 1 kHz 
Sampling Point: 2001 
Analysis: RMS K=1, S.Level: 20 dB 

3. 光スペクトラムアナライザの Center に，本器の波長を設定します。 

4. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

5.  を押して [リアルタイム] を選択します。 

6. パルス幅を 1 µs に設定します。 

7.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

8. 光スペクトラムアナライザで本器の光パルスのスペクトルを測定します。 
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9. 光スペクトラムアナライザで測定される波形のレベルが飽和するときは，可変

光減衰器の減衰量を調整します。 

10. 光スペクトラムアナライザで測定した中心波長を記録します。 

11. [測定条件設定] 画面で波長を変更して，手順 3～10 を繰り返します。 
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11.1.3 パルス幅 
測定光のパルス幅が，規格を満足するかを確認します。 

 

オシロスコープ 

光ファイバ 

O/E コンバータ 

光ファイバ 

可変光減衰器 

Optical 
Output

Optical 
Input 

MU909014A/A1/B/B1/C/C6 
MU909015A6/B/B1/C/C6 

 

図11.1.3-1  パルス幅測定の接続図 

 

＜試験手順＞ 

1. 本器と，測定器を図11.1.3-1 のとおりに接続します。 

2. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

3. [全て自動設定] のチェックを外します。 

4.  を押して [リアルタイム] を選択します。 

5. パルス幅を [5 ns] に設定します。 

6.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

7. オシロスコープのトリガレベル，振幅，および時間軸スケールを調整して，波

形をオシロスコープに表示させます。このとき波形モニタが飽和しないように

可変光減衰器を調整します。 

8. オシロスコープの波形を観測し，図11.1.3-2 に示すようにピークレベルの半

分の振幅でパルス幅を測定し，測定結果を記録します。 

9. 手順 5 のパルス幅を変更し，手順 6～8 を繰り返します。 
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パルス幅

100％
50％

ピークレベル

 

図11.1.3-2  波形の測定箇所 

 

10. [測定条件設定] 画面で波長を変更して，手順 5～9 を繰り返します。 
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11.1.4 ダイナミックレンジ 
ダイナミックレンジが規格を満足するかを確認します。 
モデルによって，測定方法が異なります。 

＜MU909014A/A1，MU909015A6 の試験手順＞ 

MU909014A/A1，MU909015A6 のダイナミックレンジ測定では，光源を使用して

背景光を入力します。 

 

背景光 
(–20 dBm，1550 nm) 

遠端：マッチング
グリス 

シングルモード 
光ファイバ (20 km)

シングルモード 
光ファイバ 
(40～50 km) 

光カプラ 

光ファイバ 光源，可変光減衰器 

Optical 
Output

Optical 
Input 

光パワーメータ 

MU909014A/A1 
MU909015A6 

 

図11.1.4-1  ダイナミックレンジ測定の接続図 (MU909014A/A1，MU909015A6) 

            

1. 光源，可変光減衰器，光カプラ，シングルモード光ファイバ，および光パワー

メータを図11.1.4-1のとおりに接続します。 

2. 光パワーメータの波長を，1550 nm に設定します。 

3. 光源の出力をオンにします。 

4. 光パワーメータの表示が –20±0.1 dBm になるよう，可変光減衰器の減衰量

を調節します。 

5. 光パワーメータに接続している光ファイバを外して，本器に接続します。 

6. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

7. [全て自動設定] のチェックを外します。 

8.  を押して [平均化] を選択します。 

9.  を押して，波長を [1625 nm]，または [1650 nm] に設定します。 

10. パルス幅を [500 ns] に設定します。 

11. 分解能を [標準] に設定します。 
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12. 平均化を [180 s] に設定します。 

13. 計算種別を [2 点間損失] に設定します。 

14.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

15. 測定が終了したら，カーソル A を口元位置に移動します (図11.1.4-2 参

照)。 

16. カーソル B をノイズピークの位置に移動して，2 点間損失を記録します。 

17. 15 で記録した値に 2.6 dB を加えます。測定結果を記録します。 

18. 手順 10 のパルス幅を [20 µs] に設定して，手順 14～17 を繰り返します。 

ダイナミックレンジ

(ノイズピーク) 

2.6 dB 

ダイナミックレンジ 

(S/N=1) 

 

図11.1.4-2  波形の測定位置 
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＜MU909014B/B1/C/C6，MU909015B/B1/C/C6 の試験手順＞ 

 

 

遠端：マッチンググリス

シングルモードファイバ 
(40～50 km) 

 
MU909014B/B1/C/C6 
MU909015B/B1/C/C6 

 

図11.1.4-3  ダイナミックレンジ測定の接続図  

(MU909014B/B1/C/C6，MU909015B/B1/C/C6) 

            

1. 図11.1.4-3のとおりに接続します。 

2. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

3. [全て自動設定] のチェックを外します。 

4.  を押して [平均化] を選択します。 

5.  を押して，波長を [1310 nm] に設定します。 

6. パルス幅を [500 ns] に設定します。 

7. 分解能を [標準] に設定します。 

8. 平均化を [180 s] に設定します。 

9. 計算種別を [2 点間損失] に設定します。 

10.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

11. 測定が終了したら，カーソル A を口元位置に移動します (図11.1.4-2 参

照)。 

12. カーソル B をノイズピークの位置に移動して，2 点間損失を記録します。 

13. 12 で記録した値に 2.6 dB を加えます。測定結果を記録します。 

14. 手順 6 のパルス幅を [20 µs] に設定して，手順 10～13 を繰り返します。 

15. [測定条件設定] 画面で波長を切り替え，手順 10～14 を繰り返します。 
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11.1.5 距離測定確度 
長さと屈折率がわかっている光ファイバを測定して，水平軸すなわち測定距離の

確かさの確認をします。この試験はある 1 つの距離レンジで行えば，ほかのレンジ

で行う必要はありません。 

 

4%フレネル反射 

シングルモード光ファイバ
(2 km) 

 
MU909014A/A1/B/B1/C/C6 
MU909015A6/B/B1/C/C6

 

図11.1.5-1  距離測定確度測定の接続図 

 

＜試験手順＞ 

1. 本器と，測定器を図11.1.5-1 のとおりに接続します。 

2. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

3. [全て自動設定] のチェックを外します。 

4.  を押して [平均化] を選択します。 

5. 距離レンジを [5 km] に設定します。 

6. パルス幅を [10 ns] に設定します。 

7. 平均化を [180 s] に設定します。 

8. 計算種別を [2 点間損失] に設定します。 

9. 光ファイバの屈折率を IOR に設定します。 

10.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

11. 測定が終了したら，  を押して [カーソル] を選択します。 

12  を押して，カーソル A を選択します。カーソル A を 0 km の位置に移動

します。 

13.  を押して，カーソル B を選択します。 

14. カーソル B をフレネル反射の位置に移動します (図11.1.5-2 参照)。 

15.  を押して，[B] を選択します。 

16.  を押して，[ズーム] を選択します。 

17.   を押して，水平軸のスケールを 0.005 km/div にします。 

18.  を押して，[カーソル] を選択します。 
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19. カーソル B をフレネル反射の立ち上がり点に正確に合わせ，絶対距離を読

み取ります。測定結果を記録します。 

20 [測定条件設定] 画面で波長を変更して，手順 5～19 を繰り返します。 

 

 

×

×

フレネル反射 

カーソル位置  

図11.1.5-2  波形の測定位置 
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11.1.6 リニアリティ 
垂直軸 (レベル測定) の確かさを確認します。 

 

遠端：マッチンググリス

塗布 

シングルモード光ファイバ

(40～50 km) 
 
MU909014A/A1/B/B1/C/C6 
MU909015A6/B/B1/C/C6 

 

図11.1.6-1  リニアリティ測定の接続図 

 

＜ファイバが 1 本で構成される場合の試験手順＞ 

1. 本器と，測定器を図11.1.6-1 のとおりに接続します。 

2. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

3. [全て自動設定] のチェックを外します。 

4. MU909014B/B1/C/C6，またはMU909015B/B1/C/C6の場合，  を押し

て，波長を選択します。 

5.  を押して [平均化] を選択します。 

6. パルス幅を [100 ns] に設定します。 

7. 平均化を [180 s] に設定します。 

8. 計算種別を [伝送損失 (LSA)] に設定します。 

9.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

10. 測定が終了したら，カーソル A を 0 km の位置に移動します。 

 
波長 1625/1650 nm の場合 

11. カーソル B を 4 km の位置に移動し，伝送損失 (LSA) を記録します。 

12. カーソル A を 2 km の位置に移動します。 

13. カーソル B を 6 km の位置に移動し，伝送損失 (LSA) を記録します。 

14. カーソル B の位置が 30 km になるまで，カーソル A，B の位置を 2 km ずつ

移動して，伝送損失 (LSA) を記録します (図11.1.6-2 参照)。 

15. 手順 11～14 までで記録した値の平均値を計算します。 

16. 手順 15 で計算した値と，手順 11～14 で記録した値との差を計算し，その値

を 4 倍にします。 
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波長 1310/1550 nm の場合 

11. カーソル B を 3 km の位置に移動し，伝送損失 (LSA) を記録します。 

12. カーソル A を 1.5 km の位置に移動します。 

13. カーソル B を 4.5 km の位置に移動し，伝送損失 (LSA) を記録します。 

14. カーソル B の位置が 30 km になるまで，カーソル A，B の位置を 1.5 km ず

つ移動して，伝送損失 (LSA) を記録します (図11.1.6-2 参照)。 

15. 手順 11～14 までで記録した値の平均値を計算します。 

16. 手順 15 で計算した値と，手順 11～14 で記録した値との差を計算し，その値

を 3 倍にします。 

 
＜複数のファイバで構成される場合の試験手順＞ 

波長 1625/1650 nm の場合 

1. ＜ファイバが 1 本で構成される場合の試験手順＞の手順 11 までの操作をし

ます。 

2. カーソル B を 4 km の位置に移動し，伝送損失 (LSA) を記録します。 

3. カーソル B の位置が接続点を超えない範囲で，カーソル A，B の位置を 2 
km ずつ移動して，伝送損失 (LSA) を記録します。 

4. 手順 2～3 までで記録した値の平均値を計算します。 

5. 手順 4 で計算した値と，手順 2～3 で記録した値との差を計算し，その値を 4
倍にします。 

6. 接続点よりも遠距離で，2 km の倍数の位置にカーソル A を移動します。 

7. カーソル A から 4 km 遠い位置にカーソル B を移動し，伝送損失 (LSA) を

記録します。 

8. カーソル B の位置が次の接続点を超えない範囲で，カーソル A，B の位置を

2 km ずつ移動して，伝送損失 (LSA) を記録します。 

9. 手順 7～8 までで記録した値の平均値を計算します。 

10. 手順 9 で計算した値と，手順 7～8 で記録した値との差を計算し，その値を 4
倍にします。 

11. カーソル A から 4 km 離れたに位置に，カーソル B を移動し伝送損失 
(LSA) を記録します。 

12. カーソル B の位置が 30 km になるまで，手順 6～10 を繰り返します。 
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＜複数のファイバで構成される場合の試験手順> 

波長 1310/1550 nm の場合 

1. ＜ファイバが 1 本で構成される場合の試験手順＞の手順 11 までの操作をし

ます。 

2. カーソル B を 3 km の位置に移動し，伝送損失 (LSA) を記録します。 

3. カーソル B の位置が接続点を超えない範囲で，カーソル A，B の位置を 1.5 
km ずつ移動して，伝送損失 (LSA) を記録します。 

4. 手順 2～3 までで記録した値の平均値を計算します。 

5. 手順 4 で計算した値と，手順 2～3 で記録した値との差を計算し，その値を 3
倍にします。 

6. 接続点よりも遠距離で，1.5 km の倍数の位置にカーソル A を移動します。 

7. カーソル A から 3 km 遠い位置にカーソル B を移動し，伝送損失 (LSA) を

記録します。 

8. カーソル B の位置が次の接続点を超えない範囲で，カーソル A，B の位置を

1.5 km ずつ移動して，伝送損失 (LSA) を記録します。 

9. 手順 7～8 までで記録した値の平均値を計算します。 

10. 手順 9 で計算した値と，手順 7～8 で記録した値との差を計算し，その値を 3
倍にします。 

11. カーソル A から 3 km 離れた位置に，カーソル B を移動し伝送損失 (LSA)
を記録します。 

12. カーソル B の位置が 30 km になるまで，手順 6～10 を繰り返します。 
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［例］ 波長 1625 nm，または 1650 nm で，ファイバ (16 km×2) の接続時 

4 km 

L1 
L3 

L5 L7 

L2 
L4 

L6 

L8 

L9 
LX-1 

L10 

Lx 

L11 4 km

コネクタ接続部 
無効＊ 

無効＊

＊： L7，L8 は途中に接続部の段差が 
あるため，測定不可能 (無効) 

L1～L6 の測定 L9～Lｘの測定 

 

図11.1.6-2  損失を測定する位置 

 

L1～L6 の測定 
平均値 Lave_1 = (L1+L2+L3+L4+L5+L6)/6 
Ldiff_1 = (L1–Lave_1)×4 
Ldiff_2 = (L2–Lave_1)×4 
・・・・・ 
Ldiff_6 = (L6–Lave_1)×4 
L9～Lx の測定 
平均値 Lave_2 = (L9+L10+L11+・・・・+Lx)/(x–9+1) 
Ldiff_9 = (L9–Lave_2)×4 
Ldiff_10 = (L10–Lave_2)×4 
・・・・ 
Ldiff_x = (Lx–Lave_2)×4 
Ldiff_n{Ldiff_1，Ldiff_2，……Ldiff_6，Ldiff_9，…..Ldiff_X}が，±0.1 以下であることを確認

します。 
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11.1.7 デッドゾーン 
 シングルモード 

光ファイバ (500～800 m) 

光カプラ

光ファイバ 

Optical 
Output

Optical 
Input 

90% 

 
MU909014A/A1/B/B1/C/C6 
MU909015A6/B/B1/C/C6 

10%

可変光減衰器 

 

図11.1.7-1  デッドゾーン測定の接続図 

 

1. 本器と，測定器を図 11.1.7-1のとおりに接続します。 

2. 以下のいずれかの画面で，  (測定条件設定) を押します。 

・ 波形解析画面 
・ 波形表示画面 

3. [全て自動設定] のチェックを外します。 

4.  を押して [平均化] を選択します。 

5. MU909014A/A1，MU909015A6 以外は，  (波長) を押して，[1310 
nm] を選択します。 

6. 距離レンジを [25 km] に設定します。 

7. 分解能を [高密度] に設定します。 

8. パルス幅を [500 ns] に設定します。 

9. 平均化を [10 s] に設定します。 

10.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

11. 測定が終了したら，  (波形解析) を押します。 

12. イベントテーブルで 300～400 m 地点のフレネル反射の反射減衰量を確認

します。 

13. 反射減衰量が 45±0.2 dB になるように，可変光減衰器の減衰量を調整しま

す。 
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図11.1.7-2  反射減衰量の設定例 

 

14. イベントテーブル上の反射減衰量が 45±0.2 dB になるまで，手順 10～13 を

繰り返します。 

15.  (測定条件設定) を押します。 

16. 距離レンジを [1 km] に設定します。 

17. 分解能を [高密度] に設定します。 

18. パルス幅を [5 ns] に設定します。 

19. 平均化を [10 s] に設定します。 

20. 計算種別を [2 点間損失] に設定します。 

21.  を押します。画面上部に測定光表示が表示されることを確認します。 

22. 測定が終了したら，  を押して [カーソル] を選択します。 

23.  を押して，カーソル A を選択します。 

24. フレネル反射の前で，フレネル反射のピーク位置からレベルが 1.5 dB 低下

する位置にカーソル A を移動します。 

25.  を押して，カーソル B を選択します。 

26. フレネル反射の後で，フレネル反射のピーク位置からレベルが 1.5 dB 低下

する位置にカーソル B を移動します。 

距離 

レ
ベ
ル 1.5 dB 

A B

 

図11.1.7-3  フレネルデッドゾーンを測定するカーソルの位置 

 

27. カーソル A とカーソル B の位置の差を記録します (フレネルデッドゾーン)。 
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28. フレネル反射後の後方散乱光レベルから 0.5 dB 高い位置に，カーソル B を

移動します。 

29.  を押して，カーソル A を選択します。 

30. フレネル反射の立ち上がり位置に，カーソル A を移動します。 

距離 

レ
ベ
ル 

B

0.5 dB 

A

 

図11.1.7-4  後方散乱光デッドゾーンを測定するカーソルの位置 

 

31. カーソル A とカーソル B の位置の差を記録します (後方散乱光デッドゾー

ン)。 

32. [測定条件設定] 画面で波長を変更して，手順 5～31 を繰り返します。 
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11.1.8 可視光源（VFL）の光出力パワーと波長  
オプションの可視光源 (可視レーザダイオード) の出力パワーレベルと波長が，そ

れぞれの仕様を満たすことを確認します。 

 

Optical Spectrum Analyzer 

MU909014A1/ 

MU909015B1 

Optical Fiber 

(< 2 m, Bending radius =50 mm)

Optical 
Power 
Meter 
(650 nm)

 

図11.1.8-1  光パワーレベルと VFL テストの波長の接続図 

 

試験手順: 

1. 機器を図11.1.8-1 のとおりに接続します。  

2. 光スペクトラムアナライザを次のとおりに設定します。 
Center: 650 nm 
Span: 50 nm 
Res: 0.05 nm 
VBW: 1 kHz 
Sampling Point: 2001 
Analysis: Threshold, Cut.Level: 3 dB 

3.  を押します。  

4. [VFL] を選択し，  を押します。 

5. [CW] を選択し，  を押します。 

6. 光スペクトラムアナライザの中心波長を測定し，結果を記録します。 

7. 光パワーメータの波長を 650 nm に設定します。 

8. 図11.1.8-1 のとおりに光パワーメータに本器の VFL 出力を接続します。 

9. 光パワーメータで出力レベルを測定し，その結果を記録します。 
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注: 

CW に VFL を設定し，波長と光出力性能をテストします。 
性能テストの際には，VFL は MOD に設定しないでください。 
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11.1.9 光源の光出力レベルおよび波長 
光源の波長と光出力レベルが規格を満足するかを確認します。 

 

光スペクトラムアナライザ 

 
MU909014C6 
MU909015A6/C6 

光ファイバ 

(2 m 以下，ファイバ曲げ

半径≧50 mm) 

光パワーメータ 

Optical 
Input 

 

図11.1.9-1  光源の試験接続図 

 

＜試験手順＞ 

MU909014C6, MU909015C6 の波長 1310 nm を例にして説明します。別の波

長の試験をする場合は，光スペクトラムアナライザと光パワーメータの波長設定を

変更してください。 

1. 本器の光源出力と光スペクトラムアナライザを，図 11.1.9-1のとおりに接続し

ます。 

2. 光スペクトラムアナライザを次のとおりに設定します。 
Center: 1310 nm 
Span: 50 nm 
Res: 0.05 nm 
VBW: 1 kHz 
Sampling Point: 2001 
Analysis: Threshold, Cut.Level: 3 dB 
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3.  を押します。 

4. [トップメニュー] を選択し，  を押します。 

5. [光源] を選択し，  を押します。 

6.  (波長) を押して，波長を [1310 nm] に設定します。 

7.  (変調) を押して，[CW] に設定します。 

8.  を押して，表示を [On] にします。 

9. 光スペクトラムアナライザで中心波長を測定し，結果を記録します。 

10. 本器の光源出力と光パワーメータを，図 11.1.9-1のとおりに接続します。 

11. 光パワーメータで光出力レベルを測定して，結果を記録します。 
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11.1.10 パワーメータ，PONパワーメータの測定確度 
光パワーメータの測定確度が規格を満足することを確認します。測定前に必ず光

パワーメータのゼロオフセットを実行してください。 

 

光源 

光パワー 
メータ 

シングルモード光ファイバ  

Optical 
Output

Optical 
Input 

可変光 
減衰器 

MU909014C6 
MU909015A6/C6 

 

図11.1.10-1  パワーメータ,PON パワーメータの試験接続図 

 

＜試験手順＞ 

MU909014C6，MU909015C6 の波長 1550 nm を例にして説明します。別の波

長の試験をする場合は，光源と光パワーメータの波長設定を変更してください。 

1. 光源と可変光減衰器を，光ファイバで図 11.1.10-1のとおりに接続します。 

2. 可変光減衰器の出力を，光ファイバで光パワーメータに接続します。 

3. 光源の波長を 1550 nm に設定し，出力します。 

4. 光パワーメータの波長を 1550 nm に設定します。 

5. 光パワーメータの表示が，–20±0.005 dBm になるよう，可変光減衰器の減

衰量を調節します。光パワーメータの表示レベルを記録します。 

6. 光パワーメータに接続している光ファイバを外して，本器に接続します。 

7.  を押します。 

8. [トップメニュー]を選択して，  を押します。 

9. [パワーメータ]を選択して，  を押します。 

10.  (測定波長) を押して，[1550 nm] を設定します。 

11.  (変調) を押して，[CW] に設定します。 

12. 本器の表示を記録します。 

13. 手順 5 と 11 で記録した表示レベルの差を計算します。 

14. PON パワーメータがある形名では，  を押します。 
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15. [トップメニュー] を選択して，  を押します。 

16. [PON パワーメータ] を選択して，  を押します。 

17.  (モード) を押して，表示を [dBm] にします。 

18. 1550 nm のパワー表示を記録します。 
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11.2 校正 
本器では，後方散乱光レベルとパワーメータの測定確度を校正します。 

11.2.1 後方散乱光レベルの校正 
表11.2.1-1  後方散乱光レベル校正に必要な設備 

項目 規格値 数量 

シングルモード 
光ファイバ 

長さ 5 km 以上 2 

光コネクタ 反射減衰量が既知であること 1 

 

 

シングルモード光ファイバ
5 km以上 

シングルモード光ファイバ
5 km以上 

反射減衰量が既知の光コネクタ 

 

図11.2.1-1  後方散乱光レベル校正の接続図 

 

＜校正手順＞ 

1. 反射減衰量R0 dBがわかっている光コネクタを準備して，本器と光ファイバを

図11.2.1-1のとおりに接続します。 

2.  を押し，測定を開始します。 

3. 測定が終了したら波形表示画面で，  (波形解析) を押します。 

4. 光コネクタのイベントが表示されることを確認し，反射減衰量を記録します。こ

の値を R1 dB とします。 

5. 光コネクタの反射減衰量の値 R0 dB との差 ΔR = ( R1–R0) を求めます。 

6.  (測定条件設定) を押します。 

7. 現在設定されている後方散乱係数 (BSC) の値に，ΔR を加算した値を設定

します。 

8. 手順 2～7 を繰り返して，表示される反射減衰量が R0 に等しくなったら校正

が完了です。 

 

11.2.2 パワーメータの測定確度 
パワーメータの測定確度校正は，年に 1～2 回程度行うことを推奨します。 

この校正は，アンリツ計測器カストマサービス株式会社に依頼してください。 
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11.3 性能試験記録表 
 

文書番号:        

テスト場所:        

実施年月日:       

担当者:        

機器名:        

製造番号:        

ソフトウェアバージョン:          

            

オプション:           

周囲温度   ℃ 

相対湿度   % 

使用機器: 形名    製造番号      

  形名    製造番号      

  形名    製造番号      

  形名    製造番号      

特記事項           
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表11.3-1  波長 

波長設定値 仕様最小値 測定値 仕様最大値
測定 

不確かさ 
合否 

1310 nm 1285 nm nm 1335 nm  合・否 

1490 nm 1465 nm nm 1515 nm  合・否 

1550 nm 1525 nm nm 1575 nm  合・否 

1625 nm 1610 nm nm 1640 nm  合・否 

1650 nm 1635 nm nm 1665 nm  合・否 

 
 

表11.3-2  パルス幅 (波長 1310 nm) 

パルス幅 
設定値 

仕様最小値
(参考値) 

測定値 
仕様最大値

(参考値) 
測定 

不確かさ 
合否 

5 ns ns   

10 ns 7 ns ns 13 ns  合・否 

20 ns 14 ns ns 26 ns  合・否 

50 ns 35 ns ns 65 ns  合・否 

100 ns 85 ns ns 115 ns  合・否 

200 ns 170 ns ns 230 ns  合・否 

500 ns 465 ns ns 535 ns  合・否 

1 µs 0.93 µs µs 1.07 µs  合・否 

2 µs 1.86 µs µs 2.14 µs  合・否 

5 µs 4.65 µs µs 5.35 µs  合・否 

10 µs 9.3 µs µs 10.7 µs  合・否 

20 µs 18.6 µs µs 21.4 µs  合・否 
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表11.3-3  パルス幅 (波長 1490 nm) 

パルス幅 
設定値 

仕様最小値
(参考値) 

測定値 
仕様最大値

(参考値) 
測定 

不確かさ 
合否 

5 ns ns   

10 ns 7 ns ns 13 ns  合・否 

20 ns 14 ns ns 26 ns  合・否 

50 ns 35 ns ns 65 ns  合・否 

100 ns 85 ns ns 115 ns  合・否 

200 ns 170 ns ns 230 ns  合・否 

500 ns 465 ns ns 535 ns  合・否 

1 µs 0.93 µs µs 1.07 µs  合・否 

2 µs 1.86 µs µs 2.14 µs  合・否 

5 µs 4.65 µs µs 5.35 µs  合・否 

10 µs 9.3 µs µs 10.7 µs  合・否 

20 µs 18.6 µs µs 21.4 µs  合・否 
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表11.3-4  パルス幅 (波長 1550 nm) 

パルス幅 
設定値 

仕様最小値
(参考値) 

測定値 
仕様最大値

(参考値) 
測定 

不確かさ 
合否 

5 ns ns   

10 ns 7 ns ns 13 ns  合・否 

20 ns 14 ns ns 26 ns  合・否 

50 ns 35 ns ns 65 ns  合・否 

100 ns 85 ns ns 115 ns  合・否 

200 ns 170 ns ns 230 ns  合・否 

500 ns 465 ns ns 535 ns  合・否 

1 µs 0.93 µs µs 1.07 µs  合・否 

2 µs 1.86 µs µs 2.14 µs  合・否 

5 µs 4.65 µs µs 5.35 µs  合・否 

10 µs 9.3 µs µs 10.7 µs  合・否 

20 µs 18.6 µs µs 21.4 µs  合・否 

 



11.3 性能試験記録表 

11-37 

11 

性
能
試
験
と
校
正 

表11.3-5  パルス幅 (波長 1625 nm) 

パルス幅 
設定値 

仕様最小値
(参考値) 

測定値 
仕様最大値

(参考値) 
測定 

不確かさ 
合否 

5 ns ns   

10 ns 7 ns ns 13 ns  合・否 

20 ns 14 ns ns 26 ns  合・否 

50 ns 35 ns ns 65 ns  合・否 

100 ns 85 ns ns 115 ns  合・否 

200 ns 170 ns ns 230 ns  合・否 

500 ns 465 ns ns 535 ns  合・否 

1 µs 0.93 µs µs 1.07 µs  合・否 

2 µs 1.86 µs µs 2.14 µs  合・否 

5 µs 4.65 µs µs 5.35 µs  合・否 

10 µs 9.3 µs µs 10.7 µs  合・否 

20 µs 18.6 µs µs 21.4 µs  合・否 

 



第 11 章  性能試験と校正 

11-38 

表11.3-6  パルス幅 (波長 1650 nm) 

パルス幅 
設定値 

仕様最小値
(参考値) 

測定値 
仕様最大値

(参考値) 
測定 

不確かさ 
合否 

5 ns ns   

10 ns 7 ns ns 13 ns  合・否 

20 ns 14 ns ns 26 ns  合・否 

50 ns 35 ns ns 65 ns  合・否 

100 ns 85 ns ns 115 ns  合・否 

200 ns 170 ns ns 230 ns  合・否 

500 ns 465 ns ns 535 ns  合・否 

1 µs 0.93 µs µs 1.07 µs  合・否 

2 µs 1.86 µs µs 2.14 µs  合・否 

5 µs 4.65 µs µs 5.35 µs  合・否 

10 µs 9.3 µs µs 10.7 µs  合・否 

20 µs 18.6 µs µs 21.4 µs  合・否 
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表11.3-7  ダイナミックレンジ  MU909014B/B1 (波長 1310 nm) 

パルス幅設定値 仕様最小値 測定値 測定 
不確かさ 

合否 

500 ns 23.5 dB dB  合・否 

20 µs 31.5 dB dB  合・否 

 

表11.3-8  ダイナミックレンジ  MU909014B/B1 (波長 1550 nm) 

パルス幅設定値 仕様最小値 測定値 測定 
不確かさ 

合否 

500 ns 22 dB dB  合・否 

20 µs 30 dB dB  合・否 

 

表11.3-9  ダイナミックレンジ  MU909015B/B1 (波長 1310 nm) 

パルス幅設定値 仕様最小値 測定値 測定 
不確かさ 

合否 

500 ns 27 dB dB  合・否 

20 µs 36 dB dB  合・否 

 

表11.3-10  ダイナミックレンジ  MU909015B/B1 (波長 1550 nm) 

パルス幅設定値 仕様最小値 測定値 測定 
不確かさ 

合否 

500 ns 25 dB dB  合・否 

20 µs 35 dB dB  合・否 

 

表11.3-11  ダイナミックレンジ  MU909014A/A1 (波長 1625 nm) 

パルス幅設定値 仕様最小値 測定値 測定 
不確かさ 

合否 

500 ns 23.5 dB dB  合・否 

20 µs 31.5 dB dB  合・否 
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表11.3-12  ダイナミックレンジ  MU909014A/A1 (波長 1650 nm) 

パルス幅設定値 仕様最小値 測定値 測定不確かさ 合否 

500 ns 23 dB dB  合・否 

20 µs 31.5 dB dB  合・否 

 

表11.3-13  ダイナミックレンジ (MU909014C/C6-057/067/058/068) 

波長 
パルス幅 
設定値 

仕様最小値 測定値 
測定 

不確かさ 
合否 

1310 nm 500 ns 23.5 dB dB  合・否 

 20 µs 31.5 dB dB  合・否 

1550 nm 500 ns 22 dB dB  合・否 

 20 µs 30 dB dB  合・否 

1625 nm 500 ns 23 dB dB  合・否 

 20 µs 31.5 dB dB  合・否 

1650 nm 500 ns 22 dB dB  合・否 

 20 µs 31.5 dB dB  合・否 

 
表11.3-14  ダイナミックレンジ (MU909015A6/C/C6-057/067/058/068) 

波長 
パルス幅 
設定値 

仕様最小値 測定値 
測定 

不確かさ 
合否 

1310 nm 500 ns 26 dB dB  合・否 

 20 µs 37 dB dB  合・否 

1550 nm 500 ns 25 dB dB  合・否 

 20 µs 36 dB dB  合・否 

1625 nm 500 ns 24 dB dB  合・否 

 20 µs 34 dB dB  合・否 

1650 nm 500 ns 24 dB dB  合・否 

 20 µs 34 dB dB  合・否 
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表11.3-15  ダイナミックレンジ (MU909015C/C6-059/069) 

波長 
パルス幅 
設定値 

仕様最小値 測定値 
測定 

不確かさ 
合否 

1310 nm 500 ns 25 dB dB  合・否 

 20 µs 36 dB dB  合・否 

1490 nm 500 ns 24 dB dB  合・否 

 20 µs 35 dB dB  合・否 

1550 nm 500 ns 24 dB dB  合・否 

 20 µs 35 dB dB  合・否 

 

 

表11.3-16  距離測定確度 

光ファイバの
長さ (km) 

測定値 (km)
仕様最小値

(m) 
差 (m) 

仕様最大値
(m) 

合否 

  –1.35  1.35 合・否 

仕様:±1 m±(3 m×測定距離(m)×10-5)±カーソル分解能 

距離レンジが 5 km，水平軸スケールが 0.005 km/div の場合，測定距離は

5000 m，カーソル分解能は 0.2 m です。 



第 11 章  性能試験と校正 

11-42 

表11.3-17  リニアリティ (波長 1625 nm，1650 nm) 

カーソル A
の位置 
(km) 

カーソル B の
位置 (km) 

損失 
(dB/km) 

仕様最小値
(dB) 

損失の平均
値との差×4 

(dB) 

仕様最大値
(dB) 

合否 

0 4 –0.1 0.1 合・否 

2 6 –0.1 0.1 合・否 

4 8 –0.1 0.1 合・否 

6 10 –0.1 0.1 合・否 

8 12 –0.1 0.1 合・否 

10 14 –0.1 0.1 合・否 

12 16 –0.1 0.1 合・否 

14 18 –0.1 0.1 合・否 

16 20 –0.1 0.1 合・否 

18 22 –0.1 0.1 合・否 

20 24 –0.1 0.1 合・否 

22 26 –0.1 0.1 合・否 

24 28 –0.1 0.1 合・否 

26 30 –0.1 0.1 合・否 

平均値 1  (dB/km) 

平均値 2  (dB/km) 
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表11.3-18  リニアリティ (波長 1310 nm) 

カーソル A
の位置 
(km) 

カーソル B の
位置 (km) 

損失 
(dB/km) 

仕様最小値
(dB) 

損失の平均
値との差×3 

(dB) 

仕様最大値
(dB) 

合否 

0 3 –0.1 0.1 合・否 

1.5 4.5 –0.1 0.1 合・否 

3 6 –0.1 0.1 合・否 

4.5 7.5 –0.1 0.1 合・否 

6 9 –0.1 0.1 合・否 

7.5 10.5 –0.1 0.1 合・否 

9 12 –0.1 0.1 合・否 

10.5 13.5 –0.1 0.1 合・否 

12 15 –0.1 0.1 合・否 

13.5 16.5 –0.1 0.1 合・否 

15 18 –0.1 0.1 合・否 

16.5 19.5 –0.1 0.1 合・否 

18 21 –0.1 0.1 合・否 

19.5 22.5 –0.1 0.1 合・否 

21 24 –0.1 0.1 合・否 

22.5 25.5 –0.1 0.1 合・否 

24 27 –0.1 0.1 合・否 

25.5 28.5 –0.1 0.1 合・否 

27 30 –0.1 0.1 合・否 

平均値 1  (dB/km) 

平均値 2  (dB/km) 
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表11.3-19  フレネルデッドゾーン 

波長 
(nm) 

測定値 仕様最大値
測定 

不確かさ 
合否 

1310 m 0.8 m  合・否 

1490 m 0.8 m  合・否 

1550 m 0.8 m  合・否 

1625 m 0.8 m  合・否 

1650 m 0.8 m  合・否 

 
表11.3-20  後方散乱光デッドゾーン MU909014A/A1/B/B1, MU909015B/B1 

波長 
(nm) 

測定値 仕様最大値
測定 

不確かさ 
合否 

1310 m 4.0 m  合・否 

1550 m 4.5 m  合・否 

1625 m 4.5 m  合・否 

1650 m 4.5 m  合・否 

 

表11.3-21  後方散乱光デッドゾーン MU909014C/C6, MU909015A6/C/C6 

波長 
(nm) 

測定値 仕様最大値 
測定 

不確かさ 
合否 

1310 m 4.0 m  合・否 

1490 m 4.5 m  合・否 

1550 m 4.5 m  合・否 

1625 m 4.5 m  合・否 

1650 m 4.5 m  合・否 

 
 



11.3 性能試験記録表 

11-45 

11 

性
能
試
験
と
校
正 

表11.3-22  光源 

項目 波長 仕様最小値 測定値 仕様最大値 測定 
不確かさ 合否 

波長 1310 nm 1285 nm nm 1335 nm  合・否 

 
1490 nm 1465 nm nm 1515 nm  合・否 

 
1550 nm 1525 nm nm 1575 nm  合・否 

 
1625 nm 1600 nm nm 1650 nm  合・否 

 
1650 nm 1625 nm nm 1675 nm  合・否 

レベル 1310 nm –6.5 dBm dBm –3.5 dBm  合・否 

 
1550 nm –6.5 dBm dBm –3.5 dBm  合・否 

 
1625 nm –6.5 dBm dBm –3.5 dBm  合・否 

 
1650 nm –6.5 dBm dBm –3.5 dBm  合・否 

 
表11.3-23  VFL 

項目 仕様最小値 測定値 仕様最大値 測定不確かさ 合否 

Wavelength 635 nm nm 665 nm  合・否 

Level –2.5 dBm dBm 2.5 dBm  合・否 

 

表11.3-24  パワーメータ 

項目 波長 仕様最小値 測定値 仕様最大値 測定 
不確かさ 合否 

測定確度 1310 nm –0.5 dB dB 0.5 dB  合・否 

 1490 nm –0.5 dB dB 0.5 dB  合・否 

 1550 nm –0.5 dB dB 0.5 dB  合・否 

 

波長 光パワーメータ表示 
ファイバメンテナンス 

テスタ表示 
レベル差 

1310 nm dBm dBm dB 

1490 nm dBm dBm dB 

1550 nm dBm dBm dB 
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表11.3-25  PON パワーメータ 

項目 波長 仕様最小値 測定値 仕様最大値
測定 

不確かさ 
合否 

測定確度 1490 nm –0.5 dB dB 0.5 dB  合・否 

 1550 nm –0.5 dB dB 0.5 dB  合・否 

 

波長 光パワーメータ表示 
ファイバメンテナンス 

テスタ表示 
レベル差 

1490 nm dBm dBm dB 

1550 nm dBm dBm dB 
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第12章 保守 
 
ここでは，本器の手入れ，ファームウェアの更新，保管，および輸送について説明

します。 

 

12.1 日常の手入れ .............................................................. 12-2 
12.2 ファームウェアを更新する ............................................. 12-3 

12.2.1 概要................................................................. 12-3 
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12.1 日常の手入れ 
日常の手入れは，必ず電源を切ってから行ってください。 

外観の汚れ 

外観の汚れが目立つとき，ほこりの多い場所で使用したとき，あるいは長期保管を

する前には，石けん水を含ませ，固くしぼった布でふいてください。 

画面の汚れ 

お手入れの際，有機溶剤 (ベンジン，シンナーなど) はご使用にならないでくださ

い。乾いたやわらかい布，またはエタノールを少し含ませたやわらかい布で軽くふ

き取ってください。 

ネジのゆるみ 

コインまたはマイナスドライバを使用して締めつけてください。 
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12.2 ファームウェアを更新する 
12.2.1 概要 

新しい機能を追加したり不具合を解決したりするため，本器にはファームウェアの

更新機能があります。当社がリリースしたアップデート用のインストールファイルを本

器に読み込ませることで，ファームウェアを更新できます。 

最新版のファームウェアは，当社ホームページのダウンロードサイト 
(https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/Login.asp) から，入手でき

ます。 

詳しくは，当社または当社代理店にお問い合わせください。 

12.2.2 ファームウェア更新の準備 
以下の手順で，インストールファイルを USB メモリにコピーします。 

1. 当社ホームページのダウンロードサイトから，インストールファイル (拡張子が

bbm) をダウンロードします。 

2. USB メモリのルートディレクトリに，ダウンロードしたインストールファイルをコ

ピーします。 

例) 
USB メモリが D ドライブとして認識された場合は，D:¥にコピーします。 

12.2.3 ファームウェア更新手順 

 注意 
ファームウェアを更新する場合には必ず AC アダプタを使用してくだ

さい。 

以下の手順で新しいファームウェアに更新します。 

1. 本器の電源を切ります。 

2. インストールファイルをコピーした USB メモリを，本器に挿入します。 

3. 本器に AC アダプタを接続します。 

4.  を押しながら  を押します。 

https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/Login.asp
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5. Firmware Update 画面が表示されます。 

 

図12.2.3-1  Firmware Update 画面 

 

6. USB メモリに複数のインストールファイルが格納されている場合は，ファイル

選択画面が表示されます。 
  でインストールファイルを選択して  を押します。 

 

図12.2.3-2  インストールファイルの選択画面 

 

7. インストールファイルが本器に読み込まれると，[Continue] が押せるように

なります。 
     で [Continue] を選択し，  を押すとファームウェア 

 の更新が開始されます。 

 ファームウェアの更新をキャンセルする場合は，       で 

[Cancel/PowerDown] を選択し，  を押します。 
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図12.2.3-3  ファームウェア更新開始 

 

ファームウェアの更新オプションは，次の場合にだけ，チェックします。 

・ ソフトが起動できないとき 

・ データファイルが読めないとき 

・ Re-Install Controller: 
ファームウェアを更新する前に，メインフレームのソフトウェア更新します。 

  で  [Re-Install Controller] を選択し，  を押して

チェックを付けます。 
・ Format Drives During Installation： 

ファームウェアを更新する前にメインフレームの内蔵メモリをフォーマットし

ます。 
  で [Format Drives During Installation] を選択し，

 を押してチェックを付けます。 

 

図12.2.3-4  ファームウェア更新のオプション 
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注: 

[Format Drives During Installation] を選択してファームウェアを

更新すると，USB を除く本器内のすべてのメディアがフォーマットされ

ます。 

ファームウェアを更新する前に，内蔵メモリのバックアップを取ることを

強くお勧めします。 

 注意 
ブートローダの更新中に本器の電源が切れると，起動できなくなる

恐れがあります。 

ブートローダを更新する場合は電源を絶対に切らないでください。 

8. ファームウェアの更新が開始されると，プログレスバーが表示されます。 
ファームウェア更新の進捗状況が確認できます。 

 

図12.2.3-5  ファームウェアの更新の進捗表示 

 

9. ファームウェアの更新が完了すると，[Finish] が表示されます。 
 を押すとファームウェアの更新が完了し，本器の電源が切れます。 

 

図12.2.3-6  ファームウェア更新完了 
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12.3 保管 
保管する前に本器に付着したほこり，手あか，そのほかの汚れ，しみなどをふき

取ってください。 

本器から電池を取り外してください。 

アダプタ，CD-ROM などの添付品は，アクセサリーボックスに収納して本器と一緒

に保管してください。 

下記の場所での保管は避けてください。 

・ 直射日光が当たる場所 
・ ほこりが多い場所 
・ 水滴が付着するような高湿度の場所 
・ 活性ガスが発生している場所 
・ 本器が酸化する恐れがある場所 
・ 振動・衝撃が発生する恐れがある場所 
・ 本器が落下・転倒する恐れがある場所 
・ 次の温度と湿度の場所 

温度 –30℃以下，または 70℃以上 
湿度 95%以上 

 
推奨できる保管条件 

長期保管するときは，上記の保管の注意条件を満たすほかに，下記の環境条件の

範囲内で保管することをお勧めします。 

・ 温度 5～45℃の範囲 
・ 湿度 40～80%の範囲 
・ 1 日の温度，湿度の変化が少ないところ 
 
 



第 12 章  保守 

12-8. 

12.4 輸送・廃棄 
耐用年数が終了した時点で本器を輸送・廃棄する際の注意事項について，以下

に説明します。 

再梱包 

本器が最初に入っていた梱包材料 (箱) を使って，再梱包してください。その梱包

材料を破棄または破損した場合は，次の方法で再梱包してください。 

1. 本器と，本器の周りを囲む緩衝材料が入れられる十分な大きさのダンボー

ル，木箱，またはアルミ製の箱を用意します。 

2. ビニールなどでほこり・水滴が入らないように，本器を包みます。 

3. 箱の中に本器を入れます。 

4. 本器が箱の中で動かないように，本器の周囲に緩衝材を入れます。 

5. 箱が開かないように，外側を梱包紐，粘着テープ，バンドなどでしっかりと固

定します。 

 

輸送 

できる限り振動を避けるとともに，推奨できる保管条件を満たしたうえで，輸送する

ことをお勧めします。 
廃棄 

本器を廃棄するときは，地方自治体の条例に従ってください。 
本器の内蔵メモリに保存した情報が漏洩することを防ぐには，本器を破壊してから

廃棄してください。  
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付録A  規格 
 

A.1 MT9090Aメインフレーム 
 

表A.1-1  構成 

形名 品名 

 － 本体 － 

MT9090A メインフレーム 

 － 標準添付品 － 

B0601B スタンダードソフトケース 1 個 

G0202A＊ NiMH バッテリーパック 1 個 

G0203A AC アダプタ 1 個  

Z1023A ストラップ 1 個 

＊: MT9090 A 本体で充電が可能です。外部充電器はありません。 

 
表A.1-2  応用部品 

形名 品名 

B0600B ハードケース 

B0602A デラックスソフトケース 

HR-3UTG-4BP ニッケル水素充電池 (4 本) 

NC-M58＊ 充電器 

J1402A カープラグコード 

＊: ニッケル水素充電池 (HR-3UTG-4BP) 専用です。 
NiMH バッテリーパック (G0202A) は充電できません。 

 
表A.1-3  規格 

項目 規格 備考 

表示機 4.3 型 TFT カラーLCD 
480×272 ドット，バックライト付  

インタフェース USB1.1，タイプ A×1 (メモリ)， 
タイプ B×1 (USB マスストレージ)  

寸法 180 (W)×96 (H)×18 (D) mm  
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表A.1-4  NiMH バッテリーパック 

項目 規格 備考 

電池種類 Ni-MH 2 次電池  

電圧，容量 4.8 Vdc，2700 mAh  

 
表A.1-5  AC アダプタ 

項目 規格 備考 

AC 定格入力 AC 100～240 V，50/60 Hz＊  

DC 定格出力 DC 9 V  

＊: 動作電圧は定格電圧の+10%，–10% 
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A.2 ファイバ メンテナンス テスタ 
A.2.1 構成 

表A.2.1-1  構成 

形名 品名 備考 

 － 本体 －  

MU909014A ファイバ メンテナンス テスタ オプションで波長を指定  

MU909014A1 

MU909014B 

ファイバ メンテナンス テスタ 

ファイバ メンテナンス テスタ 

オプションで可視光源と波長を指定  

2 波長，ダイナミックレンジ 30 dB 

MU909014B1 ファイバ メンテナンス テスタ 2 波長，ダイナミックレンジ 30 dB 

MU909014C ファイバ メンテナンス テスタ 3 波長，ダイナミックレンジ 30 dB，パワーメータ 

MU909014C6 ファイバ メンテナンス テスタ 3 波長，ダイナミックレンジ 30 dB，光源，PON パ
ワーメータ，光ロス測定 

MU909015A6 ファイバ メンテナンス テスタ 1 波長，ダイナミックレンジ 35 dB，光源，パワー
メータ，PON パワーメータ 

MU909015B 

MU909015B1 

ファイバ メンテナンス テスタ 

ファイバ メンテナンス テスタ 

2 波長，ダイナミックレンジ 35 dB 

2 波長，ダイナミックレンジ 35 dB 

MU909015C ファイバ メンテナンス テスタ 3 波長，ダイナミックレンジ 35 dB，パワーメータ 

MU909015C6 ファイバ メンテナンス テスタ 3 波長，ダイナミックレンジ 35 dB，光源，PON パ
ワーメータ，光ロス測定 

 － 標準添付品 －  

 光コネクタ オプションで種類を指定 

W3585AW クイックガイド 冊子 

Z1579A ファイバメンテナンステスタ 取
扱説明書 (CD-R) 

取扱説明書，クイックガイド 

 － モジュールオプション －  

-053 1625 nm，UPC MU909015A6 用 

-054 1650 nm，UPC MU909015A6 用 

-063 1625 nm, APC MU909014A/A1 用 

-064 1650 nm, APC MU909014A/A1 用 

-056 1310/1550 nm, UPC MU909014B/B1, MU909015B/B1 用 

-066 1310/1550 nm, APC MU909014B/B1, MU909015B/B1 用 

-057 1310/1550/1625 nm，UPC MU909014C/C6，MU909015C/C6 用 

-067 1310/1550/1625 nm，APC MU909014C/C6，MU909015C/C6 用 

-058 1310/1550/1650 nm，UPC MU909014C/C6，MU909015C/C6 用 

-068 1310/1550/1650 nm，APC MU909014C/C6，MU909015C/C6 用 

-059 1310/1490/1550 nm，UPC MU909015C/C6 用 

-069 1310/1490/1550 nm，APC MU909015C/C6 用 
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表A.2.1-1  構成 (続き) 

形名 品名 備考 

 － コネクタオプション －  

-025 FC-APC コネクタ  

-026 SC-APC コネクタ  

-037 FC コネクタ  

-039 DIN 47256 コネクタ  

-040 SC コネクタ  

 

 

表A.2.1-2  応用部品 

形名 品名 

FS-PT-USB-CASE ハードケース (ファイバスコープ用)  

OPTION- 545 VIP ファイバスコープ(x200/x400) 

G0293A ファイバスコープ (x400) 

G0306A ファイバスコープ (x400) 

B0663A プロテクター 

J0617B 交換可能光コネクタ (FC-PC) 

J0618E 交換可能光コネクタ (DIN) 

J0619B 交換可能光コネクタ (SC) 

J0635□＊ SM ファイバ用両端 FC-PC 光ファイバコード (SM，両端 FC-PC 付) 

J0739A 交換可能光コネクタ (FC-APC) 

J1480A USB イーサネットコンバータ 

Z0284 アダプタクリーナ 

Z0914A フェルールクリーナ 

Z0915A 交換カートリッジ 

Z0916A フェルール側面クリーナ スティックタイプ 

Z1580A プロテクター&ソフトケース 

W3586AW ファイバメンテナンステスタ取扱説明書 (冊子) 

＊: 光ファイバケーブルの長さにより，□に A～C の文字が入ります。 
(A: 1 m，B: 2 m，C: 3 m) 
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A.2.2 共通仕様 
表A.2.2-1  規格 

項目 規格 

測定条件設定  

IOR 設定 1.3000～1.7000 (0.0001 ステップ) 

BSC 設定 –90.0～–40.0 (0.1 ステップ) 

波形表示  

サンプリングポイント数 表A.2.2-2 参照 

サンプリング分解能＊1 表A.2.2-2 参照 

カーソル分解能＊1 0.02～400 m 

オート測定 (障害判定) 

障害と判定したイベントを近端に近い順番に表示 

障害判定画面に障害点候補の距離，全損失または接続損失，イベントのタイプ，反
射減衰量を表示 

※オート測定は測定を簡単にするための補助機能であり，検出結果を保証していま
せん。誤検出などがありますので，測定結果の最終的な合否は，波形データを見た
上で判断してください。 

測定項目 各イベントの距離，接続損失，反射減衰量，イベントのタイプ (テーブル表示) 

イベント解析しきい値 

接続損失:  0.01～9.99 dB (0.01 dB ステップ) 

反射減衰量:20.0～70.0 dB (0.1 dB ステップ) 

スプリッタ:  1～40 dB (1 dB ステップ) 

合否判定しきい値 

接続損失:  0.10～30.00 dB (0.01 dB ステップ) 

反射減衰量:10.0～50.0 dB (0.1 dB ステップ) 

全損失:    0.1～60.0 dB (0.1 dB ステップ) 

検出イベント数 最大 99 個 

接続チェック 口元コネクタの接続状態を確認 

マニュアル測定  

測定項目 2 点間の損失と距離 

リアルタイム掃引＊2 掃引時間 1 秒以下 

＊1: IOR＝1.500000  

＊2: 分解能が標準の場合，設計保証 
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表A.2.2-1  規格 (続き) 

項目 規格 

その他の機能 

・ ロス測定モード:2pt-Loss, Splice Loss, dB/km LSA, dB/km, ORL, Event 

・ 時刻表示，設定機能 

・ カラー選択機能:標準, ホワイト，ブラック, オレンジ,グリーン 

・ 言語選択:日本語，英語，フランス語，ドイツ語，スペイン語 (スペイン)，スペイン語
(中央アメリカ)，イタリア語，中国語 (繁体字)，中国語 (簡体字),ポルトガル語，デ
ンマーク語，フィンランド語，スウェーデン語，韓国語，ポーランド語，ロシア語 

・ 自動バックライトオフ: 無効，30 秒，5～60 分 (5 分ステップ) 

・ 自動電源オフ: 無効，30～120 分 (30 分ステップ) 

・ ダミーファイバ表示切替機能 

・ 距離単位設定: mi (マイル)，ft (フィート)，kf (キロフィート)，m (メートル)，km (キ
ロメートル) 

・ 波形ファイル:SR-4731，xml 形式 

・ 読み込み機能 (本器の波形のみ) 

・ 手動保存機能 

・ 自動保存機能 

・ ファイルユーティリティ機能 

・ 画面の保存機能:BMP，JPEG，PNG 形式 

・ バッテリ残量表示 

・ ファイバスコープ 
保存機能:PNG 形式 
読み込み機能:PNG 形式 
Pass/Fail 判定機能 

・ マクロベンド機能 (1310 nm, 1550 nm) 

・ Wi-Fi/Bluetooth 接続 

・ リモート GUI 機能 

・ ファイバーグループ IOR カスタマイズ機能 

・ Fiber Visualizer 機能 

・ DCFL 機能 

電源 

・ 専用バッテリーパック (推奨)，または単 3 形ニッケル水素電池 4 本 

・ 単 3 形アルカリ電池 4 本 

・ DC:定格 9 V 

・ AC:定格 100～240 V，周波数:50/60 Hz，(専用 AC アダプタ使用時) ＊3 

消費電力 12VA 以下 (充電時含む) 

専用バッテリーパック ニッケル水素 

バッテリ動作時間 連続動作時間:8 時間＊4,＊5 

バッテリ充電時間 4 時間＊4,＊6 

寸法 (突起部含まず) 190 (W)×96 (H)×30 (D) mm 

質量 ≦700 g＊7 
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＊3: 動作電圧は定格電圧の+10%，–10% 

＊4: 代表値 

＊5: Telcordia GR-196-CORE Issue 2, September 2010，自動バックライト オ

フ:30 秒， 自動電源 オフ:無効，25°C，設計保証 

＊6: 温度範囲:+10～+30°C，(電源 OFF，90%以上に充電可能な温度範囲) 

＊7: MT9090A メインフレーム，ファイバメンテナンステスタ，専用バッテリーパック

の合計 

 

表A.2.2-2  サンプリング分解能，サンプリングポイント数 

(MU909014A/A1/B/B1，MU909015B/B1) 

距離レンジ 

(km) 

標準 高分解能 超高分解能 

ポイント数 分解能 ポイント数 Resolution ポイント数 分解能 

0.5 5001 10 cm 10001 5 cm --- --- 

1 5001 20 cm 20001 5 cm --- --- 

2.5 5001 50 cm 25001 10 cm --- --- 

5 5001 1 m 25001 20 cm --- --- 

10 5001 2 m 20001 50 cm --- --- 

25 5001 5 m 25001 1 m --- --- 

50 5001 10 m 25001 2 m --- --- 

75 3751 20 m 15001 5 m --- --- 

125 6251 20 m 25001 5 m 125001 1 m 

250 6251 40 m 25001 10 m 250001 1 m 

 

表A.2.2-3  サンプリング分解能，サンプリングポイント数 

(MU909014C/C6，MU909015A6/C/C6) 

距離レンジ 

(km) 

標準 高分解能 超高分解能 

ポイント数 分解能 ポイント数 分解能 ポイント数 分解能 

0.5 5001 10 cm 10001 5 cm 25001 2 cm 

1 5001 20 cm 20001 5 cm 50001 2 cm 

2.5 5001 50 cm 12501 20 cm 25001 10 cm 

5 5001 1 m 12501 40 cm 50001 10 cm 

10 5001 2 m 20001 50 cm 100001 10 cm 

25 5001 5 m 12501 2 m 25001 1 m 

50 5001 10 m 12501 4 m 50001 1 m 

75 7501 10 m 15001 5 m 75001 1 m 

125 6251 20 m 12501 10 m 125001 1 m 

250 6251 40 m 12501 20 m 250001 1 m 
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表A.2.2-4  環境条件 

項目 規格 

動作温度，湿度 

MU909014A/A1/B/B1, 
MU909015B/B1 

–5～+40°C，≦80%＊ 

(バッテリ充電時，+10～+30°C，電源 OFF) 

MU909014C/C6, 
MU909015A6/C/C6 

–10～+50°C，≦95%＊ 

(バッテリ充電時，+10～+30°C，電源 OFF) 

保管温度，湿度 

MU909014A/A1/B/B1, 
MU909015B/B1 –20～+60°C, ≦80%＊ 

MU909014C/C6, 
MU909015A6/C/C6 –30～+70°C, ≦95%＊ 

振動 MIL-T-28800E Class3 適合 

パルス衝撃 MIL-T-28800E 

移動落下 MIL-T-28800E Style C (20.3 cm 各コーナ，各面，計 14 回落下，
電源 OFF) 

バンプ IEC60068-2-29, JIS C60068-2-29 

卓上衝撃 MIL-T-28800E (45 度または 100 mm 各辺支点計 4 回，電源 ON)

防塵防滴 JIC C0920 IPX1 

EMC 
EN61326-1 (Class A, Table 2) 

RN61000-3-2: 2006 +A1:2009 A2:2009 (Class A) 

＊: 結露なきこと 
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A.2.3 MU909014A/A1B/B1, MU909015B/B1 
表A.2.3-1 規格 

項目 規格 備考 

波長＊1 

形名，オプション 規格 

MU909014A/A1-053 
1625 ±15 nm 

MU909014A/A1-063 

MU909014A/A1-054 
1650 ±15 nm 

MU909014A/A1-064 

MU909014B/B1-056 

1310 ±25 nm,  

1550 ±25 nm 

MU909014B/B1-066 

MU909015B/B1-056 

MU909015B/B1-066 
 

パルス幅: 

1 µs 

被測定ファイバ 10/125 µm シングルモードファイバ (ITU-T G.652)  

パルス幅 Auto, 5, 10, 20, 50, 100, 200, 500 ns, 1, 2, 5, 10, 20 µs  

ダイナミックレンジ＊1,＊2 

形名，オプション 規格 

MU909014A/A1-053 24.5 dB (パルス幅 500 ns)＊3 

32.5 dB (パルス幅 20 µs)＊3 MU909014A/A1-063 

MU909014A/A1-054 24 dB (パルス幅 500 ns)＊3 

32.5 dB (パルス幅 20 µs)＊3 MU909014A/A1-064 

MU909014B/B1-056 
24.5 dB パルス幅 500 ns)＊3,＊4 

23 dB (パルス幅 500 ns)＊3,＊5 

32.5 dB (パルス幅 20 µs)＊3,＊4 

31 dB (パルス幅 20 µs)＊3,＊5 
MU909014B/B1-066 

MU909015B/B1-056 
28 dB (パルス幅 500 ns)＊3,＊4 

26 dB (パルス幅 500 ns)＊3,＊5 

37 dB (パルス幅 20 µs)＊3,＊4 

36 dB (パルス幅 20 µs)＊3,＊5 
MU909015B/B1-066 

 

 

デッドゾーン＊1,＊6 
後方散乱光: . ≦5.0 m＊3,＊7 

フレネル測定: ≦1.0 m＊3,＊8 
 

距離レンジ＊6 
Auto, 0.5, 1, 2.5, 5, 10, 25, 50, 75, 125, 250 km/ 

Auto,1640, 3281, 8202, 16404, 32808, 82021, 164042, 
246063, 410105, 820210 feet 

 

距離測定確度 
±1 m ± (3 m×距離レンジ×10–5) 

ただし，ファイバの屈折率による不確定性は除く 
 

損失測定角度 (リニアリ
ティ) ±0.05 dB/dB か，±0.1 dB，どちらか大きい方  
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表A.2.3-1  規格 (続き) 

項目 規格 備考 

光出力ピークパワー 150 mW 以下 (+21.76 dBm 以下)  

反射減衰量測定確度 ±2 dB 距離レンジ: 
25 km 

パルス幅: 
2 µs 

レーザ安全 

形名 
IEC 60825-1:2007 

クラス 1 クラス 1M クラス 3R 

MU909014A     

MU909014A1    

MU909014B    

MU909014B1    

MU909015B    

MU909015B1    

21 CFR 1040.10 「Laser Notice No.50」 (2007 年 6 月 24 日発
行) に準ずることにより生じる逸脱を除く 

 

＊1: 25°C 
バッテリ充電中は除く 

＊2: S/N=1，平均化時間 180 秒 

＊3: 代表値 

＊4: 波長 1310 nm 

＊5: 波長: 1550 nm; 25°C  

＊6: IOR = 1.500000 

＊7: パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，ディビエイション±0.5 dB 

＊8: パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，反射波形のピークから 1.5 dB 下がった

ところの幅 
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A.2.4 MU909014C/C6，MU909015C/C6 
表A.2.4-1  規格 

項目 規格 

波長＊1,＊2 

形名，オプション 規格 

MU909014C/C6-057/067/058/068 

MU909015C/C6-057/067/058/068/059/069 

1310±25 nm， 
1550±25 nm， 
1310±20 nm＊3， 
1550±20 nm＊3 

MU909015C/C6-059/069 1490±25 nm， 
1490±20 nm＊3 

MU909014C/C6-057/067 
1625±15 nm 

MU909015C/C6-057/067 

MU909014C/C6-058/068 
1650±15 nm 

MU909015C/C6-058/068 
 

被測定ファイバ 10/125 µm シングルモードファイバ (ITU-T G.652) 

パルス幅 自動設定, 5,10,20,50,100,200,500 ns, 1,2,5,10,20 µs 

＊1: 25°C，バッテリ充電中を除く 

＊2: パルス幅:1 µs 

＊3: 代表値 
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表A.2.4-1  規格 (続き) 

項目 規格 

ダイナミックレンジ＊1,＊3,＊

4 

保証値は表の値から 1 dB 引いた値 

MU909014C/C6-057/067/058/068 

波長 

パルス幅 

1310 
nm 

1550 
nm 

1625 
nm＊5,＊7 

1650 
nm＊6,＊7 

500 ns 24.5 23 24 23 

20 µs 32.5 31 32.5 32.5 

MU909015C/C6-057/067/058/068 

波長 

パルス幅 

1310 
nm 

1550 
nm 

1625 
nm＊5,＊8 

1650 
nm＊6,＊8 

500 ns 27 26 25 24 

20 µs 38 37 35 35 

MU909015C/C6-059/069 

波長 

パルス幅 

1310 
nm 

1490 
nm 

1550 
nm 

500 ns 25 24 24 

20 µs 36 35 35 
 

デッドゾーン (後方散乱
光)＊1,＊3,＊9,＊10 

波長 1310 nm:≦4.0 m 

波長 1490/1550/1625/1650 nm:≦4.5 m  

デッドゾーン  (フレネル
反射)＊1,＊3,＊9,＊11 

≦0.8 m 

＊4: S/N=1，平均化時間 180 秒，距離レンジ 125 km 

＊5: オプション 057/067 

＊6: オプション 058/068 

＊7: 背景光：1310/1550 nm, –20 dBm (CW) で規定 

＊8: 背景光無しで規定 

＊9: IOR＝1.500000 

＊10: 25°C，パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，ディビエイション±0.5 dB 

＊11: 25°C，パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，反射波形のピークから 1.5 dB 下

がったところの幅 
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表A.2.4-1  規格 (続き) 

項目 規格 

距離レンジ＊9 

自動設定, 
0.5,1,2.5,5,10,25,50,75,125,250 km 

自動設定, 
1640,3281,8202,16404,32808,82021,164042,246063,410105,820210 feet 

距離測定確度 
±1 m±(3 m×測定距離×10–5)±カーソル分解能 

ただし，ファイバの屈折率による不確定性は除く。 

損失測定確度 
(リニアリティ) ±0.05 dB/dB または±0.1 dB のどちらか大きい方 

光出力ピークパワー＊12 150 mW 以下 (+21.76 dBm 以下) 

反射減衰量測定確度＊12,

＊13 14.8±2 dB 

オート測定 (障害判定)  

通信光確認機能＊14 測定光ファイバに–40 dBm 以上の通信光の有無を確認 

レーザ安全 
IEC 60825-1:2007 クラス 1，クラス 1M 

21 CFR 1040.10 「Laser Notice No.50」(2007 年 6 月 24 日発行) に準ずることに
より生じる逸脱を除く 

＊12: 設計保証 

＊13: 距離レンジ: 25 km，パルス幅: 2 µs，20 km ファイバの解放端測定時，

BSC: –78.5 ( 1310 nm)，–80.1 (1490 nm)，–81.5 (1550 nm)，–82.5 
(1625/1650 nm) 

＊14: 波長 1310/1550 nm のポートのみ 
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A.2.5 MU909015A6 
表A.2.5-1  規格 

項目 規格 

波長＊1,＊2 

形名，オプション 規格 

MU909015A6-053/063 1625±15 nm 

MU909015A6-054/064 1650±15 nm 
 

被測定ファイバ 10/125 µm シングルモードファイバ (ITU-T G.652) 

パルス幅 自動設定, 5,10,20,50,100,200,500 ns, 1,2,5,10,20 µs 

ダイナミックレンジ＊1,＊3,＊4,

＊7 

保証値は代表値から 1 dB 引いた値 

波長 

パルス幅 

1625 nm＊5 1650 nm＊6 

500 ns 25 24 

20 µs 35 35 
 

デッドゾーン (後方散乱
光)＊1,＊3,＊8,＊9 

≦4.5 m  

デッドゾーン (フレネル反
射)＊1,＊3,＊8,＊10 

≦0.8 m 

距離レンジ＊8 

自動設定,0.5,1,2.5,5,10,25,50,75,125,250 km 

自動設定, 
1640,3281,8202,16404,32808,82021,164042,246063,410105,820210 feet 

＊1: 25°C，バッテリ充電中を除く 

＊2: パルス幅:1 µs 

＊3: 代表値 

＊4: S/N=1，平均化時間 180 秒，距離レンジ 125 km 

＊5: オプション 053/063 

＊6: オプション 054/064 

＊7: 背景光無しで規定 

＊8: IOR = 1.500000 

＊9: 25°C，パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，ディビエイション±0.5 dB 

＊10:  25°C，パルス幅 5 ns，反射減衰量 45 dB，反射波形のピークから 1.5 dB
下がったところの幅 
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表A.2.5-1  規格 (続き) 

項目 規格 

距離測定確度 ±1 m±(3 m×測定距離×10–5)±カーソル分解能 
ただし，ファイバの屈折率による不確定性は除く。 

損失測定確度 
(リニアリティ) ±0.05 dB/dB または±0.1 dB のどちらか大きい方 

光出力ピークパワー＊11 150 mW 以下 (+21.76 dBm 以下) 

反射減衰量測定確度＊11,

＊12 14.8±2 dB 

レーザ安全 
IEC 60825-1:2007 クラス 1 

21 CFR 1040.10 「Laser Notice No.50」(2007 年 6 月 24 日発行) に準ずることに
より生じる逸脱を除く 

＊11:  設計保証 

＊12:  距離レンジ: 25 km，パルス幅: 2µs，20 km ファイバの解放端測定時，

BSC:–82.5 



付録 A  規格 

A-16 

A.2.6 OTDR以外の機能 
表A.2.6-1  VFL (MU909014A1/B1, MU909015B1) 

項目 規格 備考 

適合ファイバ シングルモードファイバ (ITU-T G.652)  

光コネクタ ユニバーサル ø2.5 mm  

波長 650 ±15 nm＊  

光出力レベル 0 ±3 dBm＊ 0.5～2 mW 

出力機能 OFF, CW, MOD  

＊: CW, 25°C 

 

表A.2.6-2  光源 (MU909014C6，MU909015A6/C6) 

項目 規格 

適合ファイバ 10/125 µm シングルモードファイバ (ITU-T G.652) 

光ポート 各波長の OTDR ポートと共用 

光コネクタ OTDR ポートと共用 

波長＊1 

形名，オプション 規格 

MU909014C6-057/067/058/068 1310±25 nm， 

1550±25 nm MU909015C6-057/067/058/068/059/069 

MU909015C/C6-059/069 1490±25 nm 

MU909014C6-057/067 

1625±25 nm MU909015A6-053/063  

MU909015C6-057/067 

MU909014C6-058/068 

1650±25 nm MU909015A6-054/064 

MU909015C6-058/068 
 

光出力レベル –5±1.5 dBm＊1,＊2 

瞬時安定度 ≦ 0.2 dB＊3 

発光モード CW，270 Hz，1 kHz，2 kHz 

ウォーミングアップ時間 10 分 (光出力 ON 後) 

＊1: CW，25°C 

＊2: ファイバ長 2 m，ウォーミンクアップ時間経過後 

＊3: CW，–10～+50°C の 1 点で±1 度，1 分間の最大値と最小値の差，シングル

モードファイバ 2 m，反射減衰量 40 dB 以上の光パワーメータ使用時，

ウォーミンクアップ時間経過後 
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表A.2.6-3   光パワーメータ (MU909014B/14B1/15B/15B1) 

項目 規格 備考 

適合ファイバ シングルモードファイバ (ITU-T G.652)  

光コネクタ 測定ポートと共用  

波長設定 1310/1490/1550/1625/1650 nm  

光パワー測定範囲 –50～–5 dBm 10 nW～0.3 mW 

測定確度 ±0.5 dB＊ 
マスターコネクタファイバ使
用時 (FC) 

最大出力 +10 dBm 10 mW 

＊: 1310/1490/1550 nm, CW, –20 dBm, 25°C ±3°C 

 

表A.2.6-4  光パワーメータ (MU909014C/C6, MU909015A6/C/C6) 

項目 規格 

適合ファイバ シングルモードファイバ (ITU-T G.652) 

測定ポート 

形名 規格 

MU909014C-057/067/058/068 波長 1310/1550 nm の OTDR
ポートと共用 MU909015C-057/067/058/068 

MU909015C-059/069 波長 1310/1490/1550 nm の
OTDR ポートと共用 

MU909015A6-053/063/054/064 OTDR ポートと共用 

MU909014C6-057/067/058/068 波長 1625/1650 nm の OTDR
ポートと共用 MU909015C6-057/067/058/068 

MU909015C6-059/069 専用ポート 
 

光コネクタ OTDR ポートと共用，専用ポートに付属 (-059/069) 

波長設定 

形名 規格 

MU909014C 
1310/1490/1550 nm  

MU909015C 

MU909014C6 

1310/1490/1550/1625/1650 nm MU909015A6 

MU909015C6 
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表A.2.6-4  光パワーメータ (MU909014C/C6, MU909015A6/C/C6) (続き) 

Item Specifications 

測定モード 

形名 規格 

MU909014C 
CW 

MU909015C 

MU909014C6 

CW，270 Hz，1 kHz，2 kHz MU909015A6 

MU909015C6 
 

光パワー測定範囲 

形名 規格 

MU909014C 
–50～–5 dBm (CW)＊1 

MU909015C 

MU909014C6 
–50～26 dBm (CW)＊1 

–40～13 dBm (270 Hz, 1 kHz, 2 kHz)＊1 
MU909015A6 

MU909015C6 
 

測定確度 ±0.5 dB＊2,＊3 

＊1: 1550 nm 

＊2: 1310/1490/1550 nm  

＊3: CW，–20 dBm，25°C，マスターコネクタファイバ (FC) 使用時，ゼロオフ

セット実行後 
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表A.2.6-5  PON パワーメータ (MU909014C6，MU909015A6/C6) 

項目 規格 

適合ファイバ シングルモードファイバ (ITU-T G.652) 

測定ポート 

形名 規格 

MU909014C6-057/067/058/068 波 長 1625/1650 nm の
OTDR ポートと共用 MU909015C6-057/067/058/068 

MU909015A6-053/063/054/064 OTDR ポートと共用 

MU909015C6-059/069 専用ポート 
 

光コネクタ OTDR ポートと共用，専用ポートに付属 (-059/069) 

波長 1490/1550 nm 

光パワー測定範囲＊1 
1490 nm:–50～13 dBm 

1550 nm:–50～26 dBm 

測定確度 ±0.5 dB＊2 

アイソレーション＊3 
1490 nm:＞35 dB 

1550 nm:＞50 dB 

＊1: CW 

＊2: 1490/1550 nm，CW，–20 dBm，25°C，マスターコネクタファイバ (FC) 使

用時，ゼロオフセット実行後 

＊3: 設計保証 
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表A.2.6-6  光ロス測定 (MU909014C6，MU909015C6) 

項目 規格 

適合ファイバ シングルモードファイバ (ITU-T G.652) 

測定ポート 

光源： 波長 1310/1550 nm の OTDR ポートと共用 (-057/067/058/068) 

波長 1310/1490/1550 nm の OTDR ポートと共用 (-059/069) 

光パワーメータ： 波長 1625，1650 nm の OTDR ポートと共用 (-057/067/058/068)

専用ポート  (-059/069) 

光コネクタ 
OTDR ポートと共用 (-057/067/058/068) 

専用ポートに付属 (-059/069) 

光源  

波長 
1310±25 nm，1550±25 nm (-057/067/058/068) 

1310±25 nm，1550±25 nm，1490±25 nm (-059/069) 

光出力レベル –5±1.5 dBm＊1,＊2 

瞬時安定度 ≦0.2 dB＊3 

発光モード CW，270 Hz，1 kHz，2 kHz 

ウォーミングアップ時間 10 分 (光出力 ON 後) 

光パワーメータ  

波長設定 1310/1490/1550/1625/1650 nm 

測定モード CW，270 Hz，1 kHz，2 kHz 

光パワー測定範囲 
–50～26 dBm (CW)＊4 

–40～13 dBm (270 Hz，1 kHz，2 kHz)＊4 

測定確度 ±0.5 dB＊5 

＊1: CW，25°C 

＊2: ファイバ長 2 m，ウォーミンクアップ時間経過後 

＊3: 波長 1310/1550 nm，CW，–10～+50°C の 1 点で±1 度，1 分間の最大値と

最小値の差，シングルモードファイバ 2 m，反射減衰量 40 dB 以上の光パ

ワーメータ使用時 

＊4: 1550 nm 

＊5: 1310/1490/1550 nm，CW，–20 dBm，25°C，マスターコネクタファイバ 
(FC) 使用時，ゼロオフセット実行後 
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付録B  初期設定値 
 

表B-1  設定-一般 

項目 初期設定値 

自動バックライトオフ 5 分 

自動電源オフ 10 分 

画面の保存形式 PNG 

パスワード制限 OFF 

ログインパスワード モジュールのシリアル番号 

リモート GUI パスワード 空欄 

 
表B-2  設定-測定機能 

項目 初期設定値 

接続チェックを有効にする オン 

通信光チェックを有効にする オン 

自動測定を有効にする オン 

ダミーファイバ表示を有効にする オン 

IOR とカーソルの連動表示を有効に
する 

オフ 

距離の単位 km (キロメートル) 

波形の保存形式 SOR 

ファイバタイプ グループ 1 

アイコンの動作 左から右 

全反射減衰量の計算 遠端を含める 

 
表B-3  設定-自動保存 

項目 初期設定値 

ファイル名を自動で生成 オフ 

自動保存を有効 オフ 

保存先 /Data/ 

ファイル名 auto 

連番開始番号 1 

日付を付加 オフ 

波長を付加 オフ 
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表B-4  測定条件設定 

項目 初期設定値 

全て自動設定 オン 

PON (ONU → OLT) オフ 

距離レンジ 自動設定 

分解能 高密度 

パルス幅 自動設定 

平均化 自動設定 

全波長に反映する＊1 オン 

マクロベンド解析 オフ 

IOR 1.4677＊2 

1.4682＊3 

1.4685＊4 

BSC –78.5＊2 

–81.5＊3 

–82.5＊4 

解析方法 イベント 

 測定モード 平均化 

 波長＊1 1310 nm  

＊1: MU909015A6 では表示されません。 

＊2: 波長 1310 nm 

＊3: 波長 1550 nm 

＊4: 波長 1625，1650 nm 

 
表B-5  波形表示 

項目 初期設定値 

 ズーム 

 表示基点 口元位置 

 モード＊ 高速 

＊: OTDR のみ 
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表B-6  解析しきい値 

項目 初期設定値 

遠端 3 dB 

損失 0.25 dB 

反射減衰量 60.0 dB 

マクロベンド 0.3 dB 

分岐 1x8 

スプリッタ 10.0 dB 

 

表B-7  良否判定しきい値 

項目 初期設定値 

全ファイバ損失 10.0 dB 

損失 0.20 dB 

反射減衰量 20.0 dB 

スプリッタ 3.0 dB 

全反射減衰量 27.0 dB 

 
表B-8  PON パワーメータ 

項目 初期設定値 

 dB/dBm dBm 

 
表B-9  PON パワーメータ良否判定しきい値 

項目 初期設定値 

しきい値を有効にする 1490 nm：オフ 

1550 nm：オフ 

しきい値 1490 nm：–26.00 

1550 nm：–7.00 

 
表B-10  パワーメータ 

項目 初期設定値 

 測定波長 1310 nm 

 変調＊ CW 

＊: MU909015A6 のみ 
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表B-11  パワーメータ基準値 

項目 初期設定値 

基準値を有効にする オフ 

基準値 0.00 dBm＊1 

–5.00 dBm＊2 

＊1： MU909014C6，MU909015A6，MU909015C6 

＊2： MU909014C，MU909015C 

 

表B-12  パワーメータ良否判定しきい値 

項目 初期設定値 

しきい値を有効にする オフ 

しきい値 0.00 dBm＊1 

–5.00 dBm＊2 

＊1： MU909014C6，MU909015A6，MU909015C6 

＊2： MU909014C，MU909015C 

 

表B-13  光源 

項目 初期設定値 

 測定波長＊ 1310 nm 

 変調 CW 

＊: MU909015A6 では切り替えられません。 

 
表B-14  光ロス測定-光源 

項目 初期設定値 

 波長 1310 nm 

 変調 CW 

光出力 オフ 

 
表B-15  光ロス測定-パワーメータ 

項目 初期設定値 

 波長 1310 nm 

 変調 CW 

基準値を有効にする オフ 

基準値 0.00 dBm 

しきい値を有効にする オン 

しきい値 –10.00 dBm 
 



 

C-1 

付
録 

付
録
Ｃ 

付録C  ソフトウェアのライセンスについて 
 
本器には表C-1 に示すパッケージソフトウェアが含まれています。 
ただし，当社のソフトウェア使用許諾の対象外です。 

＊1～5 の各ライセンスの詳細は，下記 URL を参照してください。 
https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/Login.asp 

表C-1  ソフトウェアライセンス 

パッケージ ライセンス 備考 

linux-2.6.35.14 GPL(＊1)  

busybox GPL(＊1)  

e2fsprogs GPL(＊1)  

sys5utils GPL(＊1)  

util-linux GPL(＊1)  

inetutils 1.5 GPL(＊1)  

freetype 2.1.7 FTL(＊2)，GPL(＊1)  

mtd-utils GPL(＊1)  

U-Boot 1.1.4 GPL(＊1)  

Microwindows MPL(＊3) Microwindows was downloaded 
from CVS on 2 Aug 2006. 

flnx 0.18 LGPL＋exceptions(＊4)  

dosfstools 2.11 GPL(＊1)  

portman 5 beta Other(＊5)  
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